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区分 № 氏  名 役職名等 備考 

社会教育

の関係者

（ セ ン タ

ー代表者） 
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 裕
やす

啓
ひろ

 中央地区体育協会理事 （中央生涯学習センター）  

2 竹内
たけうち

 律
りつ

 
陽東地区まちづくり協議会事務局長 

（東生涯学習センター） 
 

3 伊藤
い と う

 昭一
しょういち

 
宇都宮市講座企画・運営ボランティアスタッフ 

（東生涯学習センター） 
 

4 近藤
こんどう

 英子
ひ で こ

 
明保地区明るいまちづくり協議会事務局長 

（西生涯学習センター） 
 

5 岩戸
い わ と

 肇
はじめ

 五代若松原地区連合自治会会長（南生涯学習センター）  

6 大金
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 勇夫
い さ お

 宝木地区まちづくり協議会会長（北生涯学習センター）  

7 増渕
ますぶち

 幸子
さ ち こ

 
瑞穂野生涯学習センタークラブ友の会会長 

（瑞穂野生涯学習センター） 
 

8 石塚
いしづか

 勝
まさる

 姿川地区青少年育成会会長（姿川生涯学習センター）  

9 高岡
たかおか

 耕子
た か こ

 
横川地区地域内交通運営委員会事業部長 

（横川生涯学習センター） 
 

10 荻原
おぎわら

 庸男
つ ね お

 
篠井地区ゆたかなまちづくり協議会生涯学習部会長 

（篠井生涯学習センター） 
 

11 小林
こばやし

 好孝
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ライフアップセミナーin かみかわち運営委員会委員長

（上河内生涯学習センター） 
 

社会教育

の関係者

（ セ ン タ

ー 利 用 団

体代表者） 

12 長谷川
は せ が わ

 京子
きょうこ

 
中央生涯学習センター利用団体代表 

（中央生涯学習センター） 
 

13 塩田
し お だ

 輝夫
て る お

 北生涯学習センター利用団体代表（北生涯学習センター）  

14 君島
きみじま

 京子
きょうこ

 
河内生涯学習センター利用団体代表 

（河内生涯学習センター） 
 

学校教育

の関係者 

15 栗原
くりはら

 武夫
た け お

 宇都宮市立宮の原小学校長（小学校長会）  

16 佐々木
さ さ き

 徳
とく

志
し

 宇都宮市立陽東中学校長（中学校長会）  

学識経験

を有する

者 

17 羽石
はねいし

 匡
まさ

志
し

 宇都宮青年会議所理事  

18 丸山
まるやま

 純一
じゅんいち

 文星芸術大学美術学部教授  

教育長が

適当と認

めた者 

19 宇賀神
う が じ ん

 光夫
み つ お

 宇都宮市講座企画・運営ボランティアスタッフ  

20 斎藤
さいとう

 忠
ただ

雄
お

 宇都宮市講座企画・運営ボランティアスタッフ  

 

資料１ 



宇都宮市生涯学習センター運営審議会について 

 
１ 審議会の役割について 

 当審議会は，社会教育法第２９条に基づく公民館運営審議会として，生涯学習

センター事業の企画実施等について調査審議していただく機関です。 

 生涯学習センターの運営等に対していただいたさまざまな助言・提言を貴重な

市民の声，または新たな知見として生涯学習センターの事業運営に役立ててお

ります。 

 

２ 審議会について 

(1) 委員構成 

   委員定数２０名 

   【内訳】① 社会教育関係委員 

  ア 生涯学習センター代表委員       １１名 

  イ 生涯学習センター利用団体代表委員    ３名 

② 学校教育関係委員             ２名 

③ 学識経験委員               ２名 

④ 公募委員                 ２名 

 

(2) 任期 

   ２年（平成２７年６月１日～平成２９年５月３１日まで） 

 

３ 今年度の主な審議内容について 

 

・平成２６年度事業運営の評価について 

 ・平成２８年度生涯学習センター事業運営の考え方について 

  ・平成２８年度生涯学習センター事業計画について 

  ・その他（生涯学習センターの企画・運営に関して適宜，意見聴取） 

 

 

４ 今年度の会議開催スケジュールと議事について 

・第１回 平成２７年７月２３日（今回） 

 

・第２回 平成２７年１０月（予定） 

⑴ 平成２８年度生涯学習センター事業運営の考え方について 

⑵ 平成２８年宇都宮市成人式について 

⑶ 平成２７年度生涯学習センター文化祭について 

 

・第３回 平成２８年３月（予定） 

⑴ 平成２８年度生涯学習センター事業計画について 

⑵ その他，年度内に実施した事業の報告等 

資料２ 



正副委員長の選出について 

 

宇都宮市生涯学習センター条例施行規則第８条の規定に基づき，委員長及び副委員

長を選出するもの 

 

 

 

 

 

 

委員長                       

 

 

 

 

副委員長                      

 

 

 

 

 

【宇都宮市生涯学習センター条例施行規則】（抜粋） 

（宇都宮市生涯学習センター運営審議会の委員長及び副委員長） 

第８条 宇都宮市生涯学習センター運営審議会（以下「審議会」という。）に，委員長及び副委員

長を置き，委員がこれを互選する。 

２ 委員長及び副委員長の任期は，２年とする。ただし，欠員が生じた場合における補欠の委員長

及び副委員長の任期は，前任者の残任期間とする。 

３ 委員長は，審議会の所掌事務を総理し，会議の議長となる。 

４ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるときは，その職務を代理する。 

（平24教委規則７・旧第９条繰上・一部改正） 

 

資料３ 



                                 資料４ 

関係協議会への委員の推薦等について 

 

○ 栃木県公民館連絡協議会の役員等 

・ 栃木県内の公立公民館で組織する会であり，公民館活動の振興発展に寄与するこ

とを目的としている。 

・ 協議会には，総会（役員，評議員が参加），役員会（会長，副会長，理事が参加）

があり，今回，評議員について１名選出依頼がきている。 

・ また，この協議会には，館長部会，主事部会，公民館運営審議会委員部会を置く

こととなっており，今回，公民館運営審議会委員部会の委員として２名の選出依頼

がきている。 

 ・ 栃木県公民館連絡協議会では役員の任期を１年と定めているが，生涯学習センタ

ー運営審議会からの選出に際しては当該審議会の任期と合わせて２年間継続で依頼

している。  

 

〔選出する委員〕 

◇ 評議員 

 

             委 員 

 

   ◇ 公運審委員部会 

 

             委 員              委 員 
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 ○ これまでの計画の特徴 

  ・ 「第１次宇都宮市生涯学習推進計画」（平成２年度～平成１２年度） 

   ⇒ 生涯学習の基盤整備（施設整備，学習機会拡充，情報提供） 

  ・ 「第２次宇都宮市生涯学習推進計画」（平成１３年度～平成２２年度） 

   ⇒ 生涯学習の環境整備（学ぶ環境，生かす環境，つなぐネットワーク） 

  ・ 「宇都宮市地域教育推進計画（第３次宇都宮市生涯学習推進計画）」 

    （平成２０年度～平成２４年度） 

   ⇒ 「個人」のための学習支援から「社会」をつくる人づくりへ 

     （人間力の向上，家庭・地域の教育力の向上，主体的な学習活動の支援） 

 

【第２次宇都宮市地域教育推進計画（うつのみや地域教育プラン）の概要】 

計画の期間 ５年間（平成２５年度～平成２９年度） 

基本理念 
学びを通して，豊かな人間性と人と人との絆を育み，地域ぐるみによ

り，教育活動やまちづくりを支える社会を実現する。 

基本目標① 

一人ひとりが人間力を高めるため，主体的に学習活動に取り組んでい

ます。（人づくり） 

〚基本指標〛学習活動をしている市民の割合 

43.2％（Ｈ２３） ⇒ 48.4％（Ｈ２９） 

基本目標② 

市民が家庭や地域など身近な場所で，積極的に子どもの育ちなどの教

育活動に関わっています。（絆づくり） 

〚基本指標〛放課後子ども教室に係る延べ地域活動者数 

14,716人（Ｈ２３） ⇒ 37,438人（Ｈ２９） 

基本目標③ 

学びを通じて，多様な主体がつながり，様々な場面で地域社会づくり

に貢献しています。（地域づくり） 

〚基本指標〛地域活動やボランティア活動に参加している市民の割合 

56.6%（Ｈ２３） ⇒ 60.0％（Ｈ２９） 

基本施策 

１ 人間力を高める学習環境の充実 

２ 家庭・地域における教育活動への支援 

３ 学習成果を地域活動につなぐ仕組みづくり 

 

第２次宇都宮市地域教育推進計画（うつのみや地域教育プラン） 

【参考１】 
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○ 計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策１ 主体的な学習活動への支援 

施策２ 個人の自立に向けた学習の推進 

一人ひとりが人間力を高めるため，主体的に学習活動に取り組んでいます。 

基本目標Ⅰ 

人間力を高める学習環境の充実 

基本施策１ 

施策３ 成人教育の充実 

施策５ 社会の要請に対応した学習の充実 

施策４ 学習活動を支える人々の育成 

施策６ 家庭教育支援の充実 

施策７ 学校教育支援の充実 

市民が家庭や地域など身近な場所で，積極的に子どもの育ちなどの教育活動に関わっています。 

基本目標Ⅱ 

施策８ 地域での育ち・育てを高める環境づくり 

 

家庭・地域における教育活動へ

の支援 

基本施策２ 

施策９ 多様な活動主体間の連携促進 

施策１０ 地域の課題解決に向けた学習の推進 

学びを通じて，多様な主体がつながり，様々な場面で地域社会づくりに貢献しています。 

基本目標Ⅲ 

施策１１ 郷土愛を育む取組の推進 

 

学習成果を地域活動につなぐ仕

組みづくり 

基本施策３ 

『学びを通して，豊かな人間性と人と人との絆を育み，地域ぐるみにより，教育活動やまちづく

りを支える社会を実現する。』 

基 本 理 念 
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○ 地域教育の推進について 

（１）地域教育の推進 

   社会構造の急速な変化，低迷する経済による閉塞感や，人々の価値観やライフスタイルの

急激な変化などを背景に，生涯学習へのニーズもますます多様化してきている。 

一方では，退職前後の成熟期，円熟期の世代の地域におけるまちづくり活動への参加や，

東日本大震災後の社会貢献意欲の高まりなど，地方分権の流れの中で地域自治を主体的に市

民が支えていくための人づくりや人と人，学習と活動をつなぐ仕組みづくりが求められてき

ている。 

   国では，これまで示してきた「個人の要望と社会の要請のバランスの確保」「公共の課題

に取り組む社会教育の振興」「地域社会で活躍する人材の育成」などの考えに加え，平成２

５年３月に中央教育審議会生涯学習分科会が公表した「議論の整理」において，現代的・社

会的な課題等の学習機会の提供に当たっては，「社会教育行政」の担当部局と関係行政部局

との連携・協働が重要であるとし，「社会教育行政」が取り組む範囲が拡大されたところで

ある。 

市でも，従来の「社会教育行政」の領域を越えた範囲を，「地域教育」として取り組んで

きたところであり，引き続きこうした流れを踏まえ，平成２５年３月に策定された「第２次

宇都宮市地域教育推進計画」に基づき，学びを通して豊かな人間性と人と人との絆を育み，

地域ぐるみにより，教育活動やまちづくりを支える社会の実現に向け，生涯学習センター等

への支援や人材育成の拠点である「人材かがやきセンター」の事業の充実など，地域教育活

動の促進や地域人材の育成に積極的に取り組むとともに，学習活動とその成果を地域活動に

つなぐ仕組みを構築し，「地域で学び，学んだ人が地域をつくる」地域教育のより一層の推

進を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図】地域教育と新しい社会教育行政の関係 
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ア 地域教育推進体制の整備 

  （ア）体制整備の目的 

    ・ 生涯学習に関する市民の意識や活動が活発化する中，学んだ成果を発揮して，地域

に貢献できるような人材を育成する。 

    ・ 地域に貢献できる人材を育成していく「地域教育」（地域で学ぶ，地域で育てる，地

域をつくる，地域ぐるみの教育）を着実に推進していく。 

 

  （イ）体制整備の内容（Ｈ２２．４～） 

    ・ １８生涯学習センターの講座予算を５０款で一括計上するなど，生涯学習課の本課

機能の集約・強化を図り，全ての生涯学習センター（１８館）を統括・支援する。 

    ・ 中央，東，西，南，北の生涯学習センターを市民活動センター併設館とし，まちづ

くり支援担当職員（生涯学習センター職員兼務）を配置することで，人づくりとまち

づくりの一体的推進を図る。 

    ・ 生涯学習課内に地域に貢献できる人材の育成を目的とした地域人材育成グループを

新たに設置し，指導者育成，関係職員研修，全市的・先導的事業の実施，プログラム

開発，調査研究等を行う「地域教育推進センター機能」を付加する。 

    ・ 全ての生涯学習センター（１８館）においては，本課の方針等もふまえ，地域の実

情に応じた事業展開や人づくり事業を実施する。 

 

イ 地域かがやきプロジェクト（ＣＫＰ） 

   ・ 地域教育や地域の困りごとなどについて，地域住民が改めて考え，取り組みのきっか

けになるような機会を創出するため，活動と学習の循環の考え方を構築し，各生涯学習

センターを拠点として「地域かがやきプロジェクト」を展開している。 

     平成２４年度…３事業，平成２５年度…７事業，平成２６年度…９事業 

     活動と学習の循環（ＣＫＰサイクル） ・・・６ページ 

 

ウ 人材かがやきセンター 

  （ア）機能概要 

   ・ 市民やボランティアなど多くの方が，学び，集い，情報交換や仲間づくりができる人

づくりの拠点とし，「人材かがやきセンター」の『愛称』で，全市的な事業を実施して

いる。 

    ※ 事務室（中央生涯学習センター４階），研修室（同５階） 

   ・ 地域や家庭，学校などを場に活動している方や，これから活動したいと考えている方

などに，それぞれの関心や活動レベルに合った講座や研修を体系的に実施するほか，全

市的なモデル事業，高等教育機関との連携による調査研究，学習プログラムの開発・提

供などを行うことにより，地域教育（家庭教育含む）の効果的な推進を図る。 
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  （イ）主な事業 

機  能 事 業 内 容 

地域教育のリーダーとな

る指導者の養成・研修機能 

研修事業（関係職員や団体指導者などへの専門的研修等） 

・生涯学習担当職員研修 

・社会教育主事ステップアップ研修 

人材育成事業（地域に貢献できる人材の育成等） 

・講座企画・運営ボランティアスタッフ養成講座 

・家庭教育サポーター養成講座 

市民の地域教育活動を促

進する全市的・先駆的機能 

学習機会提供事業（広域的事業，モデル事業，交流機会創出等） 

・主催講座          ・市民大学 

・家庭教育支援講座      ・親学出前講座 

・地域教育メッセ       ・地域教育出前講座 

情報提供事業（情報提供システムの運用，周知広報等） 

・生涯学習情報提供システムの運用 

学習相談事業（学習相談窓口開設等） 

・学習相談窓口開設  

新たな学習プログラムの

開発・調査研究機能 

調査研究事業（高等教育機関との共同研究等） 

・生涯学習課の政策立案に係る事前調査 

・高等教育機関との共同研究 

・新たな学習プログラムの研究・開発 

 

  （ウ）人材かがやきセンター事業（講座・研修）の体系区分 

区 分 内 容 

地域教育区分 
①社会教育（※②・③・④を除く主に成人教育及び青少年教育） 

②家庭教育支援，③学校教育支援・連携，④関係職員教育 

年 齢 層 
①幼少期（～14歳），②青年期（15歳～20代），③壮年期（30～40代）， 

④成熟期（50～60代），⑤円熟期（70代～） 

活動レベル 

①グリーティング（興味がある），②スターティング（始めたばかり）， 

③ステップアップ（活動中），④リーダー養成（指導者を目指す）， 

⑤エキスパート支援（指導者） 

 

  （エ）事業実績等 

年 度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 

講 座 数 ７講座 １５講座 １０講座 １１講座 １１講座 

受講者数 １７２名 ５６４名 ２８８名 ３８６名 ６２３名 
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１ 生涯学習センターの役割 

 

市の「第５次総合計画」及び「地域教育推進計画」の方針に基づき，生涯学習を通じた人づく

りを推進し社会に貢献する人材を育成するため，市民ニーズや社会的課題を的確に把握し，各種

講座を企画運営し多様な学習の機会と場を提供する。さらに，学んだ人たちが習得した成果を家

庭や地域において活用できるように支援することによって，人づくりや地域づくりを推進する役

割を担っている。 

全ての生涯学習センターにおいて，「人材かがやきセンター」，「市民大学」との各種事業が担

う領域の特徴を踏まえ，個人の要望に応える事業と社会の要請に応える事業のバランスに配慮し

ながら多様な事業を推進するとともに，市民の生涯学習ニーズに応じた学習相談及び支援を行う。 

また，自立した個人を養成するための事業や，地域の課題解決に向けた事業などに積極的に取

り組み，住民の身近な地域における学習の拠点として「地域教育」の推進に向けた事業を実施す

る。 

なお，講座等事業の実施にあたっては，開催日時や学習手法の検討，託児の充実など，引き続

き受講環境を整備することにより，多くの市民が参加できるよう努めるとともに，地域の各種団

体や企業などとの連携に配慮する。 

※別紙資料…各種生涯学習講座が担う領域のイメージについて 

 

 

（１）生涯学習センター 

ア 中央・東・西・南・北（市民活動センター併設） 

 平石・清原・横川・瑞穂野・城山・国本・富屋・豊郷・篠井・姿川・雀宮（地区市民セン

ター併設） 

地域の市民を対象に，運営方針に基づいた事業や，地域の実情に応じた事業，現代的課題 

の解決に資する事業などを実施するとともに，生涯学習に関する相談や情報の提供など，生

涯学習課活動の支援などを行う。 

また，市民活動センター併設館では，地域コミュニティセンターにおける活動の支援も行

う。 

 

イ 上河内・河内生涯学習センター 

    合併地区について，その地域の市民を対象に，運営方針に基づいた事業や，地域の実情に

応じた事業，現代的課題の解決に資する事業などを実施するとともに，生涯学習に関する相

談や情報の提供など，生涯学習課活動の支援などを行う。 
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２ 生涯学習センターの体制 

 

（１）組織体制 

生涯学習センターの組織体制は，下記のとおりであり，平成２２年度から中央生涯学習セン

ターが担っていた中央館としての機能を生涯学習課の本課機能として集約・強化を図り，生涯

学習課が全ての生涯学習センターを統括・支援することとしている。生涯学習センターは，教

育委員会所管の生涯学習センター２か所と，市民まちづくり部所管の市民活動センター併設の

生涯学習センター５か所，地区市民センター併設の生涯学習センター１１か所の合計１８か所

により構成されている。 

         

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区市民センター併設 

生涯学習課 

②清原生涯学習センター 

①平石生涯学習センター ①中央生涯学習センター 

②東生涯学習センター 

 

③西生涯学習センター 

 

④南生涯学習センター 

 

③横川生涯学習センター 

⑨篠井生涯学習センター 

⑩姿川生涯学習センター 

④瑞穂野生涯学習センター 

⑤城山生涯学習センター 

⑥国本生涯学習センター 

⑦富屋生涯学習センター 

⑧豊郷生涯学習センター 

⑪雀宮生涯学習センター 

⑤北生涯学習センター 

ター 

①上河内生涯学習センター 

②河内生涯学習センター 

市民活動センター併設 



 

 

（２）開館時間 

 

貸 

館 

使 用 時 間 区 分 休 館 日 

午前の部  ９：００ ～ １２：００ 
午後の部 １２：３０ ～ １７：００ 
夜間の部 １７：３０ ～ ２１：３０ 

12月 29日～1月 3日 

 
 

図

書

室 

月～金 土・日 休館日 

８：３０～１９：００ 
 
＊カードの新規登録は， 
平日８：３０～１７：００のみ 

９：３０～１９：００ 12月 29日～1月 3日 

 

３ 生涯学習センターの分担事務  

 

（１）生涯学習センターの事務分掌 

※ 宇都宮市教育委員会の組織及び運営に関する規則 

 第 18条 生涯学習センターは，次の各号に掲げる事務を分掌する。 

(1) 宇都宮市生涯学習センター条例(平成 13年条例第 47号)第 4条に規定する生涯

学習センターの事業に関すること。 

(2) 生涯学習センターの文書，予算，その他庶務に関すること。 

(3) 生涯学習センターの業務の進行管理に関すること。 

(4) 生涯学習の相談及び支援に関すること。 

 

※ 宇都宮市生涯学習センター条例 

第 4条 センターの事業は，次のとおりとする。 

(1) 生涯学習の振興に資する事業の企画及び立案 

(2) 法第 22条各号に掲げる事業 

(3) 生涯学習の振興に資する図書，資料，情報等の収集及び提供 

(4) その他市民への生涯学習の機会の提供について必要な事業 

 

※ 社会教育法 

第 22 条 公民館は，第 20 条の目的達成のために，おおむね，左の事業を行う。但し，

この法律及び他の法令によって禁じられたものは，この限りでない。 

1 定期講座を開設すること。 

2 討論会，講習会，講演会，実習会，展示会等を開催すること。 

3 図書，記録，模型，資料等を備え，その利用を図ること。 

4 体育，レクリエーション等に関する集会を開催すること。 

5 各種の団体，機関等の連絡を図ること。 

6 その施設を住民の集会その他の公共的利用に供すること。 
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5 

 

４ 生涯学習センターの沿革 

 
  昭和 24.10.17   城山公民館が設置される。（昭和29・11・１市立となる） 
 
  昭和 24.12. 1   富屋公民館が設置される。（昭和29・11・１市立となる） 
 
  昭和 25. 1.26   平石公民館が設置される。（昭和29・ 8・１市立となる） 
 
  昭和 25. 3.20   豊郷公民館が設置される。（昭和29・11・１市立となる） 
 
  昭和 25. 7.20   国本公民館が設置される。（昭和29・11・１市立となる） 
 
  昭和 26. 1.26   篠井公民館が設置される。（昭和29・11・１市立となる） 
 
  昭和 26. 4. 1   瑞穂野公民館が設置される。（昭和29・10・１市立となる） 
 
  昭和 26. 8. 1   清原公民館が設置される。（昭和29・ 8・1 市立となる） 
 
  昭和 26.12. 1   姿川公民館が設置される。（昭和30・ 4・１市立となる） 
 
  昭和 28.12. 1   雀宮公民館が設置される。（昭和30・ 4・１市立となる） 
 
  昭和 29. 8. 1   中央・東・簗瀬・西原・戸祭・今泉・陽南・桜公民館が設置される。 
 
  昭和 29. 9.25   横川公民館が設置される。 
 
  昭和 30.10. 1     西・昭和・細谷・錦・峰公民館が設置される。 
 
  昭和 33. 2. 1   宇都宮市公民館連絡協議会が結成される。 
 
   昭和 44. 4. 1   中部公民館が設置される。(市立旭病院の建物を利用） 

中央・東・西・簗瀬・西原・昭和・桜・錦・富士見・峰・泉が丘・戸祭・
細谷・陽南公民館を分館とする。 

 
  昭和 46. 4. 1   南公民館が新設される。 
           石井分館・宮の原分館を開設 
   
  昭和 47.11.15   巡回文庫を開設，９公民館12分館を配本所とする。 
   
  昭和 48. 4. 1   御幸分館を開設 
   
  昭和 49. 4. 1   宝木分館を開設 
   
  昭和 51. 4. 1   城東分館・陽東分館を開設 
   
  昭和 53. 4. 1   東公民館が新設される。（今泉公民館廃止） 
           御幸が原分館を開設 
 
  昭和 55. 7. 2   明保分館を開設 
    
  昭和 56. 4. 1   市立図書館の開館に伴い，移動図書館が移管された。 
   
  昭和 57. 4. 1   北公民館が新設される。（細谷分館廃止） 
 
   昭和 58. 4. 1   陽光分館を開設 
 
   昭和 59. 4. 1   西公民館が新設される。（桜分館廃止） 
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           雀宮公民館分館を開設 
 
    昭和 61.10.24   中部公民館が，10月６日新市庁舎開庁に伴い，中央１丁目１番１３号，旧市

役所別館南館に仮移転した。 
 
   昭和 62. 4. 1    旧市役所別館北館に移転，名称も『宇都宮市立中央公民館』とし，名実と

もに市内にある公民館の核としての役割を担い開館した。  
 
   平成 元.10.16     地区市民センターとの施設複合化開始（雀宮公民館） 
 
  平成 3. 4. 1   地区市民センターとの施設複合化（篠井公民館） 
 
  平成 3. 4. 1   地区市民センターとの施設複合化（清原公民館） 
 
  平成 4. 4.13   地区市民センターとの施設複合化（瑞穂野公民館） 
 
  平成 6. 4. 1   地区市民センターとの施設複合化（城山公民館） 
 
  平成 7. 4. 1     各分館長が専従職員 (非常勤嘱託員) となる。 
 
  平成 7.10.14     西原分館の会議室（空き教室利用）の開所式 
 
  平成 8. 4. 1   地区市民センターとの施設複合化（豊郷公民館） 
 
   平成 8. 4 .1   生涯学習課より権限の一部を中央公民館に委譲 
 
  平成 9. 4. 1   地区市民センターとの施設複合化（富屋公民館） 
 
    平成  9.10.20     南公民館改築される。 
 
  平成 10. 5.11     宝木分館の会議室（空き教室利用）の拡大 
 
  平成 10. 6. 1     東分館の会議室（空き教室利用）の拡大 
 
  平成 12.10. 1   地区市民センターとの施設複合化（国本公民館） 
 
  平成 13. 1     南公民館エレベーター設置 
 
  平成 14. 3.30    錦分館改築される。 
 

平成 14．4．1   公民館条例の廃止，生涯学習センター条例制定の議決に伴い，中央・東・
西・南・北公民館及び11地区公民館と共に『生涯学習センター』と名称変
更｡中央公民館は『中央生涯学習センター』として宇都宮市の生涯学習の中
枢として開設された｡また分館は『地域コミュニティセンター』となった。 

 
平成 14. 6.24   地区市民センターとの施設複合化（平石生涯学習センター） 
 
平成 15. 8     中央東西南北生涯学習センター施設内全面禁煙 
 
平成 15.12.22   地区市民センターとの施設複合化（姿川生涯学習センター） 
 
平成 18. 3.20   地区市民センターとの施設複合化（横川生涯学習センター） 
 
平成 19. 3.31   上河内町，河内町との合併に伴い，以下の施設を所管。 

 
・上河内生涯学習センター（本館，ひばり館） 

＊旧上河内町中央公民館，同ひばり館 
 
・河内生涯学習センター（本館，田原館） 
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＊旧河内町中央公民館，同田原分館 
 

平成 22. 4.  1  以下の施設を自治振興部に所管替。 
        ・中央生涯学習センター ・東生涯学習センター 

・西生涯学習センター  ・南生涯学習センター 
・北生涯学習センター 

 
平成 26. 9.30  ・上河内生涯学習センターひばり館を閉館 



 

 

平成２６年度生涯学習センター事業運営の評価について 

 

１ 実施状況 

平成２６年度に各生涯学習センターで実施した生涯学習講座の状況については，講座数は

１３７講座（前年度１２９講座），実施回数は６３４回（前年度６１６回）となり，各地域の

学習拠点において，継続した学習機会を提供する事ができている。また，参加者数は，延べ  

２２，３２２人（前年度２２，０９８人）と増加している。 

 

２ 事業運営の評価 

⑴ 重点項目「ア 人間力の向上に資する事業の充実」 

【考え方】 

激しく変化する社会の中で，市民一人ひとりが心豊かに生活できるよう，学ぶことの喜

びや仲間づくりにつながる趣味・教養的な講座を引き続き実施するとともに，生活に役に

立つ講座や青少年リーダー育成など，個人の自立を促すための講座や，国際交流，男女共

同参画，人権，まちづくりなど社会の要請に対応した講座の充実を図る。 

 

【実績・評価】 

｢趣味・教養的な講座内容｣については，昨年度同様に多くの講座で実施しており，学び

を通して人と人との絆を育むとともに，学ぶことの喜びやその意欲の向上につながる機会

を提供している。また，｢個人の自立を促すための講座内容｣についても昨年度同様に，各

地域において主体的な課題解決に向けた学習の提供ができている。 

｢社会の要請に対応した講座内容｣については，昨年度と比較して１３の増加となり，多

様化・複雑化している社会的な課題に対する学習機会の提供ができている。 

 

 

 
       

※ 趣味・教養的な講座内容：｢文化・教養｣，｢趣味・生きがい｣，｢交流・仲間づくり｣ 

※ 個人の自立を促すための講座内容：｢生活課題｣，｢行政理解｣，｢指導者養成｣ 

※ ｢社会の要請に対応した講座内容：｢社会的課題｣，｢地域理解｣，｢学校連携｣，｢人権｣ 

 

 

⑵ 重点項目「イ 家庭・地域の教育力の向上に資する事業の充実」 

【考え方】 

「人づくり」の基本となる家庭と地域の教育力の向上を図るため，家庭や親の役割や責任，

子どもとの関わり方などについて保護者の気づきを促す講座や子育ての知識や技術を身に

つけるための講座などを実施する。実施にあたっては子育て中の親の仲間づくりにつながる

よう，参加交流機会の充実に努める。 

また，地域ぐるみで子どもを育てる意識の醸成を図るとともに，学校や企業など，地域を

構成する各主体とのより一層の連携・協力を図り，家庭と地域が抱える課題の解決に資する

事業の充実に努める。 

 

 

 

・趣味・教養的な講座内容        １９３（前年度：１９７） 

・個人の自立を促すための講座内容     ８７（前年度：８６） 

・社会の要請に対応した講座内容     １０５（前年度：９２） 

資料５ 



 

 

【実績・評価】 

「子育て世代を対象とした事業」の事業数や参加者数がともに前年度より減少している

が，交流・仲間づくりを目的とした講座数はほぼ同数（３６講座）であることから，子育

ての知識を学ぶだけでなく，子育てにおいて有効な親同士の意見交換などを意識した交流

の場や子育てネットワークづくりの場の提供など，参加交流機会の充実が図られている。 

また，「学校や企業との連携講座」も昨年同様に開催されており，地域ぐるみで子どもを

育てる意識の醸成と学校や地域団体，企業などとの連携や協力による家庭と地域が抱える

課題の解決に資する事業の充実が図られている。 

 

 

 

 

 

⑶ 重点項目「ウ 学習情報拠点としての充実」 

  【考え方】 

市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民ニーズに的確に対応する

ため，生涯学習センターは地域の学習情報の拠点として，積極的な情報収集や提供とともに，

生涯学習センターの情報共有を行い，学習相談の充実に努める。 

【実績・評価】 

各生涯学習センターにおいて，来館や電話による学習相談や相談者のニーズに応じた情

報提供を行うなど，学習相談の充実が図られている。 

指 標 Ｈ２６ Ｈ２５ 備 考 

学習相談件数 2,209件 1,671件 「参考資料」参照 

生涯学習センターへの登録件数

（団体・講師） 

2,496件 2,762件 生涯学習情報提供シス

テム(マナビス)より 

   ※「宇都宮市生涯学習情報提供システム」（通称「マナビス」）をリニューアル 

 

⑷ 重点項目「エ 地域社会を支える人材育成と学習成果の活用の促進」 

  【考え方】 

市民の地域に根差した学習活動を推進するため，各種ボランティア等の養成を推進するな

ど，地域で活躍できる「人づくり」の充実を図るとともに，地域に目を向け，地域のもつ魅

力や課題に気づくきっかけとする「地域学講座」の実施・充実に努める。また，学んだ人材

が学習成果や経験を活かせるような機会と場の提供に努める。 

【実績・評価】 

「地域学講座」の実施・充実を図った結果，「地域理解を目的とした講座」が前年度より

増加したとともに，「指導者養成を目的とした講座」も昨年度同様に開催され，地域で活躍

できる「人づくり」の充実も進んでいる。また，学んだ人材が学習成果や経験を活かせる

ような機会と場の拡充を図るため，｢講座企画・運営ボランティアスタッフ（Ｖスタッフ）

制度｣を見直した。 

 

 

 

 

・子育て世代対象事業 ３８講座，２０９回（前年度：４０講座，２３２回） 

→うち，交流・仲間づくりを目的とした講座 ３５講座 

・学校や企業との連携講座  ２８講座（前年度：２７講座） 

 

・地域理解を目的とした講座  ４２講座（前年度：３６講座） 

・指導者養成を目的とした講座 １４講座（前年度：１３講座） 



平成２６年度　生涯学習センター講座内容別一覧

講座数 実施回数 文化・教養 趣味・生きがい 交流・仲間づくり 生活課題 行政理解 指導者養成 社会的課題 地域理解 企業・学校連携 人権

青少年対象事業 28講座 93回 3,423人 13 1 25 10 0 4 7 11 16 2 4

子育て世代対象事業 38講座 209回 8,220人 12 2 35 22 0 1 3 3 5 0 8

成人対象事業 71講座 332回 10,679人 47 19 39 38 3 9 23 28 7 0 1

総計 137講座 634回 22,322人 72 22 99 70 3 14 33 42 28 2 13

講座数 実施回数 文化・教養 趣味・生きがい 交流・仲間づくり 生活課題 行政理解 指導者養成 社会的課題 地域理解 企業・学校連携 人権

青少年対象事業 21講座 73回 3,085人 10 1 21 9 0 1 3 9 14 1

子育て世代対象事業 40講座 232回 9,401人 18 1 36 25 0 1 5 6 6 0

成人対象事業 68講座 311回 9,612人 44 29 37 36 3 11 19 21 7 1

総計 129講座 616回 22,098人 72 31 94 70 3 13 27 36 27 2

社会の要請に対応

社会の要請に対応

その他

【参考】平成２５年度　生涯学習センター講座内容別一覧

講座内容の種別（複数該当あり）

講座内容の種別（複数該当あり）

趣味・教養的

趣味・教養的

個人の自立を促す

個人の自立を促すため

事業数

事業数

区分 延べ参加者数

区分 延べ参加者数



平成２６年度　生涯学習センター別講座数等一覧

講座数 1 1 2 2 2 1 5 1 2 1 0 2 1 1 1 2 1 2 28

実施回数 6 2 6 2 2 2 9 2 12 3 0 9 6 7 5 7 3 10 93

延べ参加者数 98 71 127 38 108 39 226 50 797 77 0 635 291 428 145 93 37 163 3,423

講座数 2 3 3 4 2 3 1 2 1 2 1 3 2 2 0 1 1 5 38

実施回数 15 18 13 15 11 17 6 11 4 16 9 12 12 9 0 6 5 30 209

延べ参加者数 878 741 503 249 233 1,238 182 398 176 763 275 228 531 122 0 255 151 1,297 8,220

講座数 4 2 9 4 3 4 0 3 2 1 3 5 3 3 6 2 7 10 71

実施回数 33 16 41 21 18 12 0 16 5 1 9 16 12 18 15 11 39 49 332

延べ参加者数 1,422 635 948 565 526 482 0 363 152 14 157 470 658 462 1,015 433 707 1,670 10,679

講座数 7 6 14 10 7 8 6 6 5 4 4 10 6 6 7 5 9 17 137

実施回数 54 36 60 38 31 31 15 29 21 20 18 37 30 34 20 24 47 89 634

延べ参加者数 2,398 1,447 1,578 852 867 1,759 408 811 1,125 854 432 1,333 1,480 1,012 1,160 781 895 3,130 22,322

講座数 1 1 1 1 1 1 2 1 2 1 0 2 1 1 1 2 0 2 21

実施回数 5 2 5 1 1 2 3 2 7 3 0 7 6 6 5 7 0 11 73

延べ参加者数 69 79 93 26 63 51 41 57 672 64 0 567 190 581 193 119 0 220 3,085

講座数 2 3 4 4 2 3 1 2 1 2 1 3 2 2 0 1 2 5 40

実施回数 14 18 13 18 7 45 6 10 4 16 7 14 12 9 0 6 9 24 232

延べ参加者数 1,544 858 519 509 115 1,294 240 407 108 826 182 245 591 188 0 255 180 1,340 9,401

講座数 3 2 6 5 6 4 1 3 2 1 3 5 2 3 4 2 6 10 68

実施回数 18 16 37 23 26 12 1 13 5 1 10 12 11 14 15 11 38 48 311

延べ参加者数 863 563 863 627 730 623 32 426 98 19 167 391 675 510 315 498 787 1,425 9,612

講座数 6 6 11 10 9 8 4 6 5 4 4 10 5 6 5 5 8 17 129

実施回数 37 36 55 42 34 59 10 25 16 20 17 33 29 29 20 24 47 83 616

延べ参加者数 2,476 1,500 1,475 1,162 908 1,968 313 890 878 909 349 1,203 1,456 1,279 508 872 967 2,985 22,098

事業名
　　　　センター名

項目
中央 東 西 南 姿川 雀宮北 平石 清原 横川 瑞穂野 城山 上河内 河内 計

青少年対象事業

国本 富屋 豊郷 篠井

子育て世代対象事業

成人対象事業

総計

【参考】平成２５年度　生涯学習センター別講座数等一覧

事業名
　　　　センター名

項目
中央 東 西 南 姿川 雀宮北 平石 清原 横川 瑞穂野 城山 上河内 河内 計

青少年対象事業

国本 富屋 豊郷 篠井

子育て世代対象事業

成人対象事業

総計



中央生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考

1 若者ナイトセミナー

・社会生活や仕事に役立つ知識
の習得
・同世代の若者同士の情報交換
や仲間づくり

市内在住または通勤・通
学する概ね１８～３５歳の
成人

○ ○ - ○ - - 6 ９月～１０月 ９８人

・グループに分かれ，自分の意見を出し
合う機会を設けたので，受講生同士の
交流が深まり情報交換をする様子も見ら
れた。
・リピーターが多数見受けられたので，
違った視点からの講座内容を考え，新し
い受講生獲得へと繋げる。

・青年層に学んで欲しい関心事項や課題
を明確にし，講座内容や周知方法を検討
する。

青尐年

2 金曜まなび塾

・宇都宮市の行政をはじめ，幅
広い視野に立って学習すること
により，市政および身近な問題
への理解を深める。
・講座受講のためにセンターに
足を運ぶことにより，生涯学習の
情報収集を促し，他の講座の受
講やサークル活動・行事への参
加へと繋げる。

市内在住または通勤する
成人

○ - ○ - ○ - 11 ７月～１２月 ５３９人

・受講生の平均年齢や男女比，特色に
ついて伝え資料を基に講話をして頂くよ
うお願いしたところ受講生から「大変良
かった」との声が多かったが，休憩時間
中や途中で帰ってしまう受講生の姿が
みられた。

・講座途中で帰る受講生にアンケートを
記入してもらうなど課題の把握に努めると
ともに，次回以降の連絡事項等の漏れが
ないようにする。

成人

3
市民運営講座「大谷石
その文化と歴史」

・産業遺産としての採掘・景観・
軌道鉄道，大谷寺の磨崖仏や
松が峰教会等の文化財，宮沢
賢治との人的交流，当時の市民
生活，現在への影響（石蔵等）
などについて学び，理解を深め
る。

市内在住または通勤する
成人

○ - - - - - 4 １１月～１２月 １４１人

・企画段階から「コーディネーターとして
すべき事」等を話す機会を設けたので，
自分達で役割分担等を決め取り組んで
いたが，受講生のように講座中過ごして
いる様子もうかがえたので，講師と受講
生に対する配慮を心がけていくことが必
要。

・コーディネーターがお互いに声を掛けあ
いながらさらに講師や受講生に配慮でき
るように促していく。

成人

4
市民運営講座「ふるさ
と再発見２」

「ふるさと宇都宮」の誇るべき文
化や歴史を振り返るとともに、現
在の宇都宮を見つめ、市民とし
て「誇れる街にするには」を考え
る。

市内在住または通勤の成
人

○ - - ○ - - 4 １月～２月 １９８人

・事前調整では問題なかったが、ポータ
ブルマイクが他の階と干渉し、調整が必
要だった。
・募集定員を上回る応募者があり、講師
の了承を得て受講者数を急遽増やした
が，人数に見合った会場が確保できず
窮屈な会場での実施となってしまった。

・マイクテスト等音響設備の準備は、他階
の利用状況の確認も併せて行う。
・計画した会場に適正な人数での開催と
する。

成人

5 地域応援講座

地域の実情に沿った講座を地
域コミュニティセンターで開催す
ることで，地域住民が地域活動
に関心を持つきっかけづくりとす
る。

所管する８地域内の一般
成人

○ ○ ○ - ○ - 14 ６月～１２月 ５４４人
・共催事業の位置づけで各コミセンで実
施したが，講座内容については，検討す
る必要がある。

・地域の持つ魅力や人材を探すきっかけ
づくりとする地域学講座を実施していきた
い。

成人

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告

学習方法



中央生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告

学習方法

6 子育て広場

子育ての学習やレクリエーション
を通して、親子のふれあいを深
め、また、仲間づくりや情報交換
の場として親子同士の交流を育
む。

市内在住の乳幼児とその
保護者

○ ○ - - - - 10 ５月～２月 ３７４組・７３６人
・体を動かす講座が多いので、温度調節
や休憩時間のとりかたなど臨機応変な
対処が必要。

・講師との事前打ち合わせでは、内容の
他にタイムスケジュールも詳細に確認す
る必要がある。

子育て

7
親と子のワクワク体験
講座

親が子供と一緒に体験や活動
することを通して，子供の成長を
感じ，理解を深めるとともに，他
の親子との交流を図りながら，仲
間づくりや情報交換する機会を
提供する。

小学生の親子 ○ ○ ○ - - - 5 ７月～１０月 ６３組・１４２人
・小学校低学年の参加が多いため，内
容を難しくなり過ぎないよう配慮してもい
いのかなと思った。

・親子で協力して達成できる難易度にな
るよう内容を考慮する。

子育て



東生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考

1
子ども国際理解サマー
スクール講座

グローバル化社会における国際
理解には，さまざまな背景を持
つ子どもたちが，ともに生活や学
習することを通し，そのための新
しい関係をどのように作るのかが
大切である。このような観点か
ら，具体的実践として①自分自
身を知る②相手を認める③互い
にかかわる④自分自身に誇りを
持つ，の視点から子どもが主体
的に学習する場を提供する。

市内在住の小学4～6年生 ○ ○ ○ - - - 2 ８月 ７１人

・年度の当初から，こまめに宇都宮大学
と連絡を取り合い，蜜に協議を重ねてき
たため，スムーズに講座を開催すること
ができた。
・夏場の開催であるため，引き続き受講
生の体調管理には十分注意していく。

・今後も宇都宮大学と早期に連絡・連携
を取り合い，受講生にとってより充実した
講座が提供できるように努力する。

青尐年

2
高齢者現代セミナー
「東雲塾」

高齢者がその年齢にふさわしい
社会的能力を高め，明るく健康
で充実した生活を送るために，
知識・健康・レクリエーションに関
した学習を行う。

市内在住か通勤している
６５歳以上の成人

○ ○ ○ ○ - - 8 ５月～１２月 ２３０人

・実習や体験活動には関心度が高く，意
欲的な受講生が多かった。募集定員に
満たない状況で，年齢下限を変更する
など考慮すべきである。

・応募者数が定員に満たないことから，広
報活動，周知方法について検討する。

成人

3
市民運営講座「ふれあ
い塾」

一般成人の方が豊かな生活を
送る一助となるよう，歴史・文化・
社会などの学習をする。
グループワークを行いながら，参
加者同士の交流を深める。

宇都宮市内在住か通勤し
ている２０歳以上の人

○ - ○ ○ - - 8 ５月～１２月 ４０５人

・講師との打ち合わせをコーディネー
ターに任せることなく，電話等によりまめ
に連絡をと取り合ったことで円滑な運営
ができた。
・講師謝金額の規定が十分理解され
ず，支払い時点で行き違いが多尐あっ
た，

・生涯学習コーディネーターには，謝金な
どの相談をするよう伝えるとともに，無理
のない講座運営ができるよう連絡を密に
する。

成人

4
すくすく子育て講座（前
期）

親子のスキンシップを図りなが
ら，子育ての知識を学ぶ。
親同士，子ども同士のコミュニ
ケーションを図る。

市内在住の１歳～２歳児と
その保護者

○ ○ ○ - - - 6 ５月～９月 １０４組・２０９人

・前年度の改善点として前期講座募集を
１～２歳児で行なったが，定員に満たな
かったため周知期間を検討したい。
・幼児向け（親子で行なう）エアロビクス
やフィットネス等に内容が重なってしまっ
たため，内容を再検討したい。

・講座の内容を充実するため年齢制限の
募集をかけたが，周知機関が短かった。
講座内容と講師依頼を検討する。

子育て

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告

学習方法



東生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告

学習方法

5
すくすく子育て講座（後
期）

同上
市内在住の２歳～３歳児と
その保護者

○ ○ ○ - - - 6 １０月～２月 ２０８組・４１６人

・後期に応募者が多い傾向は依然として
変わらないが，冬期は体調不良等の理
由により受講生の出席率が下がるため，
定員を上回る応募があった。すべての応
募者を受け入れた。
・人形劇等，座っている時間が長い講座
では，じっとしていられずに走りまわる子
供が数人おり（保護者もあまり注意しな
いこともあり），他の受講生が落ち着いて
観劇できない場面があった。

・後期（２～３歳児対象）年齢を統一するこ
とにより応募の偏り解消ができた。また，
開講時や休憩時間に，受講生が楽しく受
講できるよう注意事項等のアナウンスをす
る。

子育て

6 親子でDoing

　実験や体験をとおし，親子のス
キンシップを図りながら，ものづく
りについて学ぶ。
　地域人材の協力を得て，地域
教育力の向上を目指す。

小学校3年生とその保護
者

○ ○ ○ - ○ ○ 6 ５月～８月 ５７組・１１６人

・新たな講師派遣をすることにより，打ち
合わせ等にかかる時間が尐なかったた
め，講座内容の検討が必要になった。
・館内小学校を対象に募集をかけたが，
開催日と学校事業・地域事業が重なっ
てしまい，講座開催日と受講募集の検討
をする。

・広報紙による参加募集と館内小学校へ
募集チラシの配布を検討・実施。

子育て
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1 子ども映画会ｉｎサマー

夏休みを活用した子供向けの映
画を上映し，情操を育むとともに
夏休みの思い出づくりに寄与す
る。

主に地域内小学生 - - ○ - - - 1 ８月 １５人
・事前受付を行い，保護者同伴も可とし
たが定員よりも参加者が尐なかった。

・引き続き，夏休み前に地区内小学校の
全学年へ周知案内を行なっていくととも
に，広報誌掲載等による幅広い周知や上
映アニメ作品の選択をより精査しながら開
催していく。

青尐年

2 夏休みチャレンジ教室

夏休みを利用して様々な学習や
体験を通じて，創造性や思考力
を培うとともに，仲間との交流を
深める。

小学校４年生～６年生（市
内小学校在学）

- ○ ○ - - - 5 ７月～８月 １１２人
・スイーツデコと布ぞうり制作で、講師や
補助者の人数不足のため児童への充分
なフォローができなかった。

・実際の講座では打ち合わせ通りに進行
しないことがあるため,工作等は補助者を
配置するようにする。

青尐年

3
ふれあい映画会ｉｎサ
マー

懐かしく思い出深い洋画を上映
し楽しんでいただくことで，若返
る気持ちを醸成し，豊かな生活
につなげていく。

成人（市内在住・通勤） - - ○ - - - 1 ８月 ３６人

・地区内回覧の他，広報誌にも掲載し幅
広い周知を行なったが周知期間が若干
短かった。
・通常使用しているパイプイスを設置し
たが，上映中にきしむ音がした。

・新規事業としては，まずまずの来場者を
迎えることができたので，周知期間を早め
る等してさらなる集客を図りたい。
・予備用のイス等を優先的に設置し，消
耗しているイスは設置しない。

成人

4 ふれあい映画会

日本映画の名作かつ高倉健さ
んの追悼も込めた映画を上映
し，故人を偲んでいただくととも
に日本映画の良さをあらためて
感じていただく。

成人（市内在住・通勤） - - ○ - - - 1 ３月 ６２人

・１６ミリ映画での上映だったが，機材の
取り扱いや上映手法について担当者が
事前に学習し指導も受けながら取り組ん
だので，円滑な上映につながったが，天
候の影響もあったためか駐車場の混雑
が見受けられた。

・事前申し込みの際に，乗り合わせや公
共交通機関等での来所を周知徹底した
り，当日の活動サークルにも早期に状況
説明を行なっていく。

成人

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告

学習方法
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平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告

学習方法

5 転ばぬ先のツエ講座

振り込め詐欺など，生活の中で
様々なリスクを予測し，回避・軽
減するために役立つ知識や技
術を学習・習得することにより心
豊かで充実した生活が送れるよ
う支援する。

市内在住の成人 ○ ○ - - - - 6 ６月～１２月 １１７人

・全体を通して座学が主となる内容の講
座であり，受講生からは毎回ためになっ
たとの感想をもらうことができた。しかし，
講座の募集時にはなかなか人が集まら
ず，周りの協力もあってなんとか十分な
数の受講生を募ることはできたが，この
点については非常に苦労した。
・嶋均三氏を講師に迎えて行った公開
講座は非常に盛況で，人を集める講座
の組み立て方について考えさせられた。

・講座名からも内容がある程度掴めるよう
に，講座のネーミングについても考慮す
る。
・２７年度については当講座は廃止し，同
じように座学にて役立つ知識を得ることを
目標とした「ナルホド！知っ得！くらしの
講座」を新規に立ち上げ，募集方法など
当講座での反省点を活かせるようにす
る。

成人

6
市民運営講座（シニア
いきいきアンチエイジン
グ）

いつまでも元気で，脳と体と心に
若さを保ち，毎日をいきいきと過
ごすための学習や受講者同士
の交流を深める。

５０歳以上の方（市内在
住・通勤）

○ ○ ○ - - - 8 ５月～１２月 ２２５人

・プログラムの中でも体を動かす内容の
ものは特に受講生の満足度が高かった
が，ダンス（フィットネス）・ストレッチ・体操
と似通った内容のものが続いてしまっ
た。
・講話形式のものでは，講師が時間いっ
ぱいまで語ってしまい，受講生同士の交
流の時間が十分にもてないことがあっ
た。
・館外学習は計画から下見まで事前準
備は万全であったが，悪天候のため中
止せざるを得ず残念だった。

・生涯学習コーディネーターとの打合せ
では内容のバランスも考慮し，活動内容
のジャンルに富んだ講座の組み立てを目
指す。
・コーディネーターには講師との打合せの
中で時間配分についても十分に通知して
もらい，毎回必ず受講生同士の交流の時
間をもてるようにする。
・館外学習は次年度は県内と市内近郊の
２回とし，受講生にも満足してもらえるよう
な内容にする。

成人

7 西楽アカデミー

生きがい学習や健康についてな
ど現代の生活に必要な知識の
向上に関する学習を行うととも
に，受講者同士の交流を深め
る。

成人（市内在住・通勤） ○ ○ ○ ○ - - 10 ６月～２月 ２０８人

・内容が多くて時間が足りなくなってし
まった講座があった。
・講座の申し込み人数が尐なく,研修旅
行も参加者が尐なかったのは残念だっ
た。

・プログラム等を検討する際に,講師と,時
間・内容について綿密な打ち合わせをし
ておく。
・参加したいと思えるようなバラエティーに
富んだ魅力ある講座の企画に努め,PRの
方法もさらに工夫する。

成人
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8
俳句で発見！地域の
魅力

俳句の楽しみを基礎から学び，
創作活動を通して四季折々の地
域の魅力を探る。

成人（市内在住・通勤） ○ ○ - - - - 8 ６月～１２月月 152

・受講者が提出した俳句を基に句会を
開催し，講師と受講者が直接対話できる
形式で講座を進めたが，学習意欲の旺
盛な受講者からは，講座の充実度に対
する不満が残った。講座日数と時間的な
ものを考慮すると，１講座に対して担当
者として踏み込める限度はあるかもしれ
ないが，受講者の要望を達成させるため
の講座進行が必要である。

・今後,同種の講座を実施する際には受
講者が講師から十分な説明が受けられる
よう，運営方法や開設時間などを考慮し
ていく。
・講座修了者にサークルを結成し，活動
を続けるよう薦めた結果，当講座講師を
招いた自主活動サークルが結成され，活
動を続けることになったことにより廃止。平
成２６年度は，「宇都宮再発見！～故郷
ゆかりの文学（詩・歌）から学ぶ宮の魅力」
として別の講座を実施。

成人

9 明保地区「男塾講座」
地域を支える人材の発掘と，育
成や意識醸成を狙いとして開
催。

地区内の成人男性 ○ ○ - - - - 5 ５月～９月 ８０人

・受講生は，社会経験を積み重ね，人生
の道を培ってきた人たちであり，まちづく
りへの提案も積極的に発言し，地域に対
する愛着心もある。この講座で得た知識
を生涯学習活動に生かすとともに，地域
まちづくり組織の一員として，ボランティ
アクラブやイベント実行委員としての活
躍が期待できる人材を確保できた。特に
課題等はなく，当初の目的を達成できた
ものと考える。

・地域で活躍できる人材発掘を目的とした
この講座により，様々な面で特技を持つ
人材を見つけ出すことができたので，目
的を達成したため廃止。

成人
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10
地域で学び地域につ
なぐ！「栃木にゆかりあ
る偉人の功績」

地域教育や青尐年健全育成に
係る地域住民の意識醸成を図
り,より安心で快活に暮らしてい
けるための,地域まちづくりの推
進を目的として開催する。
 桜地域においては，まちづくり
組織や各種団体において文化
事業や講座，青尐年健全育成
に係る事業を展開しているが，
郷土にゆかりのある偉人の功績
を学ぶことにより，地域の風土・
文化・歴史等の見識をより深め
地域教育に関する関心を促し，
より良い地域まちづくりの推進に
繋げていく。

桜地域内在住者 ○ - - - - - 1 １月 ５０人

・野口英世の恩師である松本順次郎が，
宇都宮で教職をとっていたことや，陶器
メーカーのノリタケを世間に広めニュー
ヨークで活躍した画家・陶芸デザイナー
の古田土雅堂が宇都宮市に在住してい
たことなど，功績を残した方を身近に感
じることで地域の文化・歴史への関心を
高めることができ，記者の取材もありテレ
ビや新聞で報道された。
・講師の講話スタイルとマイクの位置設
定が微妙に合わず，後方席の参加者に
若干聴きとりにくい時間帯があった。

・引き続き地域との連携を強化し，地域ま
ちづくりの推進に繋がる内容を企画して
いきたい。
・講師の講話スタイル（立席・着席等）を事
前に確認し，適切な音響設定を行ってい
きたい。

成人

11
富士見地域の健康寿
命をのばそう

地域住民が主体的にまちづくり
を推進し、より活気あふれた明る
い地域づくりを展開していくため
に、高齢者を含めた地域住民の
健康づくりへの関心を高める必
要がある。その具体的な方法を
習得していくために、健康づくり
講座を西生涯学習センターと富
士見地域の共催で開催する。

○ - - - - - 1 ２月 １８人

・健康づくり推進委員と連携し，充実した
講座内容にするため，推進委員との活
動日程調整が重要である。
・参加者のニーズに対応しながらの講座
になり，予定していた講座（資料レジュ
メ）通り進行しなかった。

・幅広い自治会から参加を募るため，チラ
シ回覧以外に，単位自治会や敬老会な
どへの直接の呼びかけするなど，周知方
法を思考する。また，地域推進委員の知
識向上や地域の現状把握するうえで，単
位自治会からの参加を多く依頼する。講
座内容を充実させるため，事前にアン
ケートをとり，意向を確認しながら地域と
の打合せを入念にする。

成人

12 すくすく子育て講座

子育ての学習やレクリェーション
を通して親子のふれあいを深め
て，仲間づくりや子育ての情報
交換の場となるよう子育てを支援
する。

１歳～３歳の幼児とその保
護者（市内在住）

- - - - ○ - 7 ６月～１月 １６７組・３４０人

・リズム体操や共同の創作体験など，年
間を通してふれあう機会を増やしたこと
により，親子の絆を深めることができた。
また，親子同士の情報交換や仲間づくり
の交流の場を図れた。
・年齢幅があるので，講座内容によって
は，飽きてしまう場面が見られた。休憩の
取り方や，場所の確保など，考慮したプ
ログラムを作成できたらよい。
・育児に関する講話を取入れて，全体の
バランスを企画する。

・アンケートで育児中の悩みや聞いてみ
たい事項などを情報収集し，保健師や保
育士などから助言をしてもらうプログラム
を作成していく。
・聞く・見る・動く・体験する講座のバラン
スを図り，参加者のニーズを取入れた企
画をしていきたい。

子育て
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13 親子でＧＯ！

親子で様々な体験をしながら親
子の絆を深めるとともに，子ども
の心を育むために役立つ知識を
学習し，家庭の教育力向上を図
る。

市内小学校１年生～３年
生とその保護者

○ ○ ○ - ○ - 5 ５月～９月 ６４組・１４３人

・毎回違った内容に「良かった」との声を
アンケートにて多数頂くことができた。し
かし，野外活動では雨天に見舞われた
こと及びそれに対する対応に受講生から
の不満も見られた。
・調理実習では参加予定人数に対し調
理実習室の規模が合わず，止む無く受
講生を前半・後半の２組に分けて対応す
ることで乗り切ったが，その対応までに若
干の混乱をきたした。また，弟妹の参加
の可否やそれによる追加参加費につい
ては，受講生側には伝わりにくかったら
しく，それに対する不満を指摘する声も
見られた。・

・野外活動については，雨天になる可能
性を考慮して時期を工夫するほか，雨天
時の対応策も事前にしっかりとたててお
く。
・活動内容と部屋の規模，参加人数のバ
ランスを考え講座運営にに無理が生じな
いようにする。
・弟妹の参加については次年度も可能と
するが，未就学児用の託児スペースが無
い旨はきちんと周知する。

子育て

14 星空わくわく映画会

地域の魅力を高め，地域活動や
自治会への関心向上と参加意
識の醸成を図るための事業等を
展開していくための新たなイベ
ントとして，子ども向けのアニメー
ション等の映画を野外で上映す
る。

桜地域内在住者 - - ○ - - - 1 ９月 ２０人

・企画から開催までの期間が短かったの
で，機材準備・会場設営・撮影指導等の
調整が拙速になり精査に欠けた部分が
あった。
・会場を施設内の駐車場に設定したが，
駐車場の管理調整に欠けた部分があ
り，前日の夜間まで一般訪問者の駐車
が見受けられ対応に困難が生じた。
・開催日時を夏休み終了後かつ日曜夜
間に設定したことが，定員よりも尐ない来
場者数になったことの要因として考えら
れる。
・企画や映写等の当日運営において，
地域共催団体の役割が補助的になっ
た。

・準備期間を長くとりながら円滑で適切な
調整を行っていく。
・関係者との打ち合わせを綿密に行い，
会場設営に支障が生じないようにしてい
く。
・近隣の野外映画開催日と調整しながら，
夏休み期間等の子供や保護者が来場し
やすい日時を設定していく。
・地域での主体的な開催に向けて，的確
に調整していく。

子育て
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1
宮のものづくり達人講
座

伝統あるものづくりを体験するこ
とで，完成までのプロセスやもの
づくりの達成感の楽しさを学び，
子どもたちに宇都宮の伝統文化
を継承する。

小学校４～６年生 - ○ - - - - 1 ８月 １２人
・「ふくべ細工」は小学校高学年を対象
にした結果，申込者が定員に達しなかっ
た。

・親と子どもが一緒に参加する「親子チャ
レンジ教室」等に企画を変更する。

青尐年

2
親子で作るアジア料理
講座

親子で作る楽しさや大切さを
知ってもらう

小学生以上の親子 ○ ○ - - - - 1 ２月 １３組，２６人
・低学年の親子が多かったため，調理に
時間がかかり終了時間を超過した。

・調理や会食の時間を多めにとって，終
了時間を変更する。

青尐年

3
市民運営講座：楽しい
和装小物づくり

着物の端切れ等を使い「和装小
物」を自作する。
物づくりを通して，物への愛着と
仲間づくりの交流を深め，生きが
いづくりとする。

市在住成人者 - ○ - - - - 3 ６月～８月 ５０人
・女性の物づくりへの関心の強さがわ
かった。趣味として物づくりの内容・選択
の必要性を実感した。

・講座後，自主的に１１名でクラブ「楽しい
小物づくり」が立ち上がった。今後拡大す
るためのＰＲ・助言を適正に行うことが必
要である。

成人

4
市民運営講座：男の料
理講座Ⅶ

料理を通して，食への関心と生
活の向上，仲間づくりを目標とす
る。

市内在住の中高年男性 - ○ - - - - 5 １０月～２月 １０４人
・参加者の多くが高齢者のためか，体調
不良等での欠席が目立った。

・冬の寒い時期の開催を避けるべきか検
討する必要がある。

成人

5
シニアセミナー「南悠
塾」

シニア世代がこれから生きていく
ための大事な要素である「家」
「家族」をテーマに，今後の人生
を自らの家で，豊かな時間を過
ごしていけるよう考えるきっかけ
作りをする。

６０歳以上の市民 ○ ○ - - ○ - 7 ５月～１２月 ３２３人
・高齢者の生きがいづくりとして，連続講
座を通してのテーマを決め開催する。

・超高齢社会での「健康寿命」アップを図
る講座内容を実施する。

成人

6 絆再生プロジェクトⅢ

シニア世代がこれから生きていく
ための大事な要素である「家」
「家族」をテーマに，今後の人生
を自らの家で，豊かな時間を過
ごしていけるよう考えるきっかけ
作りをする。

２０歳以上の市民 ○ ○ ○ - - - 6 ８月～１２月 ８８人
・事例見学して学んだ「地域の居場所づ
くり」の様々な創意工夫を，地域で実践
するまでに至らなかった。

・地域の各団体との連携した講座内容の
企画・運営が不可欠。

成人

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告

学習方法



南生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考
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学習方法

7
すくすく子育て講座
（１）

親子遊びなどでふれあいを深
め，一緒に講座に出かける機会
を増やすことで，生き生きとした
親子関係を育み，父親の子育て
への参加を促しながら，親同士
の仲間作りやネットワーク推進を
図る。

市内在住の１歳６か月以
上２歳６ヶ月までの子ども
とその保護者

○ - - - ○ - 4 ５月～８月 ４１組・９６人

・受講対象児を1歳６カ月～２歳６カ月と
年齢の幅を小さくしたため，かえって，対
象児が限定されてしまい，募集人数が集
まらなかった（１７組）。
・３B体操や影絵は，対象児には難しい
内容だった。
・受講者の出席率が悪かった。

・受講対象児を1歳６カ月～３歳までとし，
募集枠を広げる。
・リトミックなど，月齢の小さいお子さんで
も楽しめる内容にする。
・夏の講座は受講者が尐なくなるので，開
催時期を検討する。

子育て

8
すくすく子育て講座
（２）

親子遊びなどでふれあいを深
め，一緒に講座に出かける機会
を増やすことで，生き生きとした
親子関係を育み，父親の子育て
への参加を促しながら，親同士
の仲間作りやネットワーク推進を
図る。

市内在住の2歳6カ月から
４歳の子どもとその保護者

- - - - ○ - 4 ９月～１２月 ４０組・８０人

・受講対象児を２歳６カ月～４歳と年齢の
幅を小さくしたが，対象児が限定されて
しまい，募集人数が集まらなかった。３歳
以上の子は幼稚園や保育園に通園し，
申込みはなかった。（１５組）。
・人形劇よりも体を動かす講座が人気が
あった。

・受講対象児を1歳６カ月～３歳までとし，
募集枠を広げる。
・リトミックやビート体操など，体を動かす
講座に人気があり，講座内容を検討す
る。

子育て

9
子育てがちょっと楽に
なるママのための傾聴
講座

家庭内でのよりよいコミュニケー
ションのための「傾聴」の技法を
学ぶことで，家庭や子どもとの会
話の中での話の聴き方，接し方
を改めて見直し，新たな気持ち
で子育てに前向きに取り組める
ようにする。

市内在住の小学生から中
学生を持つ母親

○ - - ○ - - 3 ９月 １９人

・対象を小学生と中学生を持つ母親に
限定したため，参加者が尐なかった。
・「傾聴」に対する認知度が低く，難しく
捉えられる傾向があるので，講座タイトル
等の工夫が必要。

・講座名をわかりやすく工夫して募集す
る。

子育て

10 初めて育児応援講座

初めて育児をする母親の育児へ
の不安やとまどいを軽減し，同じ
立場の母親と思いを共有するこ
とで仲間づくりや交流の機会を
作る。

市在住の初めて子ども（０
歳～１歳６か月）を持つ母
親

○ ○ - ○ - - 4 ６月～７月 ５４人
・講座最終回は講座のふりかえりとして
座談会をとりいれたが出席率が悪く，子
供との触れ合う講座を望んでいる。

・講座の内容を見直し，子どもと一緒に参
加できる内容を考えていきたい。

子育て



北生涯学習センター
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実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考

1
子ども映画鑑賞と昔遊
び体験講座

生涯学習センターを会場にして
映画会を開催，映画教材を上
映。また，普段体験できない昔
遊びに触れる機会を設け，情操
教育を図るとともに生涯学習セ
ンター利用促進につなげてい
く。

小学生と保護者 ○ ○ - - - ○ 1 ７月 ４３人
・受講生の年齢層の絞り込み。受講生を
小学生としたが，高学年と低学年では視
聴作品の興味関心にばらつきが生じた。

・受講生を小学校低学年に絞り込んで教
材への興味関心のバランスを図る。

青尐年

2
青尐年リーダー養成講
座

異学年との交流を通し，思いや
りや協調性を養うとともに，豊か
な人間性やリーダーとしての資
質を養う。

小学校４～６年の児童 - - ○ - ○ - 1 ８月 ６５人

・８月は猛暑のため，参加者の負担が大
きい。館外学習先では，なるべく屋外の
活動時間を短くするなどの工夫が必要と
思われる。

館外学習先では，なるべく屋外の活動時
間を短くするなど，スケジュールを工夫す
る。

青尐年

3
地域を学ぶ　～わがま
ちを知ろう　自然編～

１．団塊の世代の受講生を取り
込む
２．地域の自然（地域資源）と関
わりをもつことで地域（私）が輝
き、地域（私）が変わることに気
づく
３．地域の自然（地域資源）の保
全活動というまちづくりへのデ
ビュー

一般成人 ○ ○ ○ - - - 5 ９月～１１月 ６２人

・団塊の世代を対象としたが、高齢者の
参加者が半数を占め屋外の観察会以降
欠席が多くなった。
・狭い地域を繰り返し取り上げると、参加
者の興味が薄らぎ参加者が減尐する。

・市全体から地域を浮き彫りにして、最後
まで参加者の興味を繋げる工夫をする。
屋外での活動はなるべく避ける。

成人

4 聴いて読む名作Part４

聴覚を通して名作を味わうことで
活字だけで読んでいた時とは
違った発見があり，知っている作
品でもとても新鮮な新たな感動
を得る。
同じ作品でも，受講生によって
様々な感じ方があることに，気付
き，作品の深さを知る。

一般成人 ○ - - - - - 3 ６月～７月 １０３人
・初回の参加だけの受講生が数人出
た。全員が最後まで飽きずに受講できる
ようにする。

・隣同士で話し方の練習をしたり、グルー
プで早口言葉に挑戦し、全員に感想を話
してもらう。

成人

5 北洲塾

現代社会の課題について学び
あい，知識を深め，地域社会へ
の参加の輪を広める。健康でよ
り豊かな人生を送ることを目的と
する。

一般成人 ○ ○ ○ ○ ○ - 10 ５月～１１月 ３６１人

・参加者は高齢のリピーターが大半であ
ることから，参加者のニーズに合わせた
講座を開催したことで，おおむね好評を
得られた。

・引き続き，参加者が興味を持ち積極的
に関われるような内容の講座を企画す
る。

成人

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告

学習方法
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学習方法

6 新・家族応援講座

１．乳幼児期の子どもの発達課
題とその発達に必要な生活経験
とは何か，また，そのため生活環
境はどうあればよいかが分かる。
２．乳幼児に対する父・母の役割
を確認し，夫婦が相互に認め合
い協力し合って子育てに取り組
もうとする意識の高揚と資質の向
上を図る。
３．自我が芽生えた子どもへの
接し方・関わり方を理解する。
４．ファザーリングの推進とベ
ビーシッター養成講座修了生の
活用を図る。

未就学児・乳幼児を抱え
た子育て中の家族全員

○ ○ ○ - - - 5 ６月～７月 ５６組・１７３人

・講座回数を１回増やし，子育てに関す
る直接的な内容に重点をおいた講座と
した。未就学児に対する家庭教育のあり
方や親の関わり方などを学ぶ講座内容
を充実させることができた。講師を複数
人にしたが，子育て観についてそれぞ
れの思いや捉え方に微妙な違いがみら
れた。

・同じ講師に複数回講座を依頼し，内容
に一貫性や系統性を持たせることも考え
られる。引き続き，乳幼児が居ても学べる
よう託児の充実を図る。

子育て

7
市民運営講座　親子で
チャレンジ

親子で行うゲームや料理を通し
て主体的に行動する力を育む。
また，参加者同士の交流を通し
て人と人とのふれあい，親子の
絆を深める。

小学校１～３年生と親 - ○ - - ○ - 5 ７月～１１月 ５２組・１１６人

・親子がゲームや料理を通して絆を深め
ることはできたが，月１回の講座のため，
参加者同士の交流の促進については工
夫の余地がある。

・月１回５カ月の長期型から，週１回４回の
短期集中型に変更し，参加者同士のふ
れあいにも配慮し交流の促進を図る。

子育て



平石生涯学習センター
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1 尐年ふるさと教室

様々な体験活動を通して，仲間
との関わりを深め，生きる力を育
むとともに，地域資源の発見や
異世代との交流を通して，リー
ダーとしての資質向上を図る。

地域内の小学生 ○ ○ - - - - 2 ８月～１１月 ３９人
・地区内に２つの小学校があるため学校
行事と重ならないよう調整が必要。

・地区内小学校と連携し日程調整を図っ
たことや，対象児童の興味が持てる講座
内容であったことから好評であった。

青尐年

2 高齢者指導者研修

施設等の見学により，より一層の
教養や見聞を深め，地域の指導
者として資質を高めることを目的
とする。

地区内に居住する高齢指
導者

- - ○ - - - 1 ５月 ３４人

・地区老人クラブ代表の方々は，計画段
階から積極的に参加されるが，高齢者の
ため無理のない計画を立てなければな
らない。

・地区老人クラブ代表の方と密に連携を
図り計画を検討する。

成人

3 女性指導者研修

他地域の生活文化に触れること
により，教養，見聞を深め，地域
内をより活性化させ，また情報交
換を通して地域の指導者として
質を高めることにより，明るいま
ちづくりの契機とすることを目的
とする。

地域内に居住する女性指
導者

○ ○ - - - - 1 ６月 ３６人
・参加者の情報交換を促進するととも
に，教養や見聞を深められるような研修
内容を検討する。

・早期の内容検討及び協力団体との密な
意見交換を行なう。

成人

4 高齢者友遊教室

高齢者の地域における活動を活
性化させ，地域活動への積極的
な参加意識を啓発する。プログ
ラムの中で昔遊びなどを取り入
れ，異世代間の交流を持つ。

地区内に居住する６０歳以
上の方

○ ○ - - ○ - 9 ５月～２月 ３７６人
・おおむね好評であったが，講座によっ
ては参加者が尐ないため，ニーズの把
握が必要。

・集客方法や事業の内容を検討し，ニー
ズに合った講座を開催し参加者の増加を
図る。

成人

5 大人の教養講座

趣味や学びを通して人と人との
交流を促すとともに，これまで
培った知識や経験を生かして，
地域の活性化につなげる。

成人男女 ○ - - - - - 1 ３月 ３６人

・タイムリーな歴史講座を実施したことで
受講者は満足を得られたが，年度末の
開催であったため受講者数が伸び悩ん
だように思われる。

・年内早期に開催することで申込者数を
確保するとともに，シリーズ化により受講
生同士の交流を促す。

成人

6
親子のひろば「はぐは
ぐ」

親同士が交流を図ることや，ボラ
ンティアが話し相手になること
で，親に精神的な安心感をもた
らし，問題解決の糸口となる機
会を提供し地域の子育て支援機
能の充実を図る。

乳幼児（０から３歳児）とそ
の親

○ - ○ - - - 11 ４月～３月 ４３９組・１０２５人
・はぐはぐプラス事業は，親子で参加で
きる観賞・実技・講話を行い，毎回好評
であった。

・おおむね好評であったが，参加者の
ニーズにあった講座の開催を検討する。

子育て

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告

学習方法
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7 親子ふれあい講座
幼児期に必要な遊びや体操を
親子で体験し，子どもへの関わ
り方も一緒に学ぶ。

２歳から３歳の幼児とその
親

○ - - - ○ - 3 ７月～８月 ５０組・１００人

・親子一緒に体操を行なうことで，親子
の関わり方，成長を促す身体作りについ
て身につけることができ，参加者には好
評だった。申し送り

・平成２７年度についても参加者が興味を
そそられるような講座を行ないたい。

子育て

8 家庭教育セミナー

子どもとのふれあいと,明るい家
庭作りについて学習する。その
中で，地域との連携を深め，の
びのびと子どもの育つ社会を参
加者全体で意見交換などを交え
て考察する。

一般成人・小学生 ○ ○ - - - - 3 ６月～１０月 ３５組・６９人
・参加者のニーズに合わせた講座を開
催したことで，おおむね好評を得られ
た。

・平石地区の小学校との共催事業であ
り，今後も参加者のニーズに合った講座
の開催を検討していく。

子育て



清原生涯学習センター
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実
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ク

他
回
数
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1 自然体験遊び塾

自然の中での体験や農産物の
収穫などと通じて，自然や伝統
のすばらしさ，地域への理解を
深めるとともに，親子のふれあい
や仲間づくりを行う。

地域内小学生とその保護
者

- ○ ○ - - - 2 ８月～２月 １０組・３７人

・自然や伝統のすばらしさ，地域への理
解を深めるために，新たな地元資源を発
掘し，活用した講座内容に見直しが必
要である。

・地域内の栃木県農業大学校をはじめ，
地域の各団体と協力のもと，新たに地元
の農産物を活用した講座内容に一部見
直しを行う。

青尐年

2 企業体験教室

子どもを対象に清原工業団地の
企業と連携した工場見学会等を
実施し，「日本のものづくり」の偉
大さを感じてもらうとともに，日本
を代表する企業が地域にあるこ
との”誇り”を持ってもらうことで地
域の将来を担う子どもの地域愛
を育て地域づくりの推進につな
げる。

地域内小学生 - ○ ○ - - - 2 ７月～３月 ３４人

・地域に日本を代表する企業があること
の”誇り”を持ってもらうことが目的である
ことから，新な企業にも協力を依頼する
必要がある。

・企業と4月下旪から調整し，夏休み・秋
休み等に講座を開催するとともに，協力
を得られる企業の誘致に取り組む。

青尐年

3 地域体験キャンプ

青尐年育成協議会，地域学校
園協議会，センター共催による
実行委員会を組織し，地区内の
青尐年育成に関わる指導の横
断的な連携により事業を実施す
る。
参加者は，キャンプを体験する
ことで，年齢・学区を越えた仲間
との出会い，地域の大人との出
会い，地域にある資源への気づ
きなどを通じて，我がまち「清原」
を体感し，「郷土愛」，「仲間の大
切さ」や「出来る自分」を認識す
ることで，子どもたちのチャレン
ジ精神や郷土に対する誇りと愛
着を育む。

地域内小学生とその保護
者

- ○ ○ - - - 2 ８月 ４８人

・キャンプ日程において，プログラムを詰
め込みすぎて，時間とおり進めることが
できなかった。また，子どもに合わした時
間配分を考える必要がある。

・キャンプにおけるプログラムや時間配分
の見直しを行う。

青尐年

4
青尐年教育・育成指導
者講座

子どもを抱える若年世帯の増加
に対応するため，地域で青尐年
の教育及び育成に携わっている
住民を対象に，地域ぐるみで子
どもを育てる意識を醸成し，指導
者の資質を向上させるとともに，
地域を構成する各団体との より
一層の連携・協力を図り，地域
づくりを推進する。

地域内小学生とその保護
者

○ - - - - - 1 ６月 ８５人

・第1回であったことや学習目的にあった
講座を開催することができた。今後は，
参加者からヒヤリングを行い内容を決定
する必要がある。

・指導者の資質を向上させるために，保
護者等から意見をもらい反映した講座内
容とする。

青尐年

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告

学習方法



清原生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告

学習方法

5 清原地域学講座

近年増加する清原地区内への
転入者や若い世代の住民を対
象に，地区内の活躍している農
業者等を講師に招き，清原地区
の魅力を発見してもらうワーク
ショップを開催し，清原地区に居
住する市民の気づきとネットワー
ク形成を促す。

地区内在住在勤者 - - - ○ - - 2 ２月～３月 ２２人

・新規講座ではあったが，参加者が積極
的に意見を出してくれたので地域のＰＲ
課題を抽出できたが，解決策まで進めな
かった。

・講座の組み換え等を検討し，開催時期・
回数等を検討したい。

成人

6 ふれあい子育て広場

子育てに必要な知識を専門講
師から学び，保護者の不安を軽
減するとともに，親子遊び等で親
子のスキンシップを深める。
地域の子育てサークルと連携
し，先輩ママからのアドバイスや
情報交換の場を提供すること
で，地域ぐるみの子育てを促進
する。

3ヶ月～未就園児とその保
護者

○ ○ - - - - 6 ６月～３月 ８７組・１８２人
・実施場所の広さが限られているため，
受講希望者が多いにも関わらず，１回の
定員を増やすことができない。

・実施回数を増やす等，検討している。 子育て



横川生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考

1 夏休みチャレンジ教室
ものづくり体験学習を通し仲間
づくりや社会性を身につけ，地
域内児童の豊かな情緒を育む。

地区内の小学生 - ○ - - - - 2 ８月 ５０人

・館外学習を廃止して，各回当生涯学習
センターを会場として開催した。
・参加人数に合わせて，講師・ボランティ
ア等の人数調整を行い，学習効率の向
上を目指す。

・講座内容等を含め，講師との連携をより
深めて，身近で充実した講座を行ってい
く。

青尐年

2 ことぶき塾

高齢者に向けた，日常生活に関
わる社会問題，健康維持法を学
ぶほか，災害発生時の備えと防
災に関わる講座のほか，地域の
魅力を再発見する館外学習講
座を行い，高齢者の健康で豊か
な生活を支援するほか，防災意
識の高揚を図る。

横川地区にお住まいの６０
歳以上の方

○ ○ ○ ○ - - 7 ６月～１月 ２２０人

・地域のエリアを再認識するための，地
区内一円を巡回した。
・平成２６年度より，防災意識の向上を図
るため，防災に関する講座を行ったが，
より身近な問題や課題，体験できる講座
内容の検討。

・今後も，高齢者の身近な問題等に対し
て，より分かりやすい講座内容とするため
講師等と連携を図っていく。

成人

3 まるごと横川

地域学講座として地元横川の魅
力を紹介しながら，地域に対す
る理解や愛着を深めることを継
続し，地域づくりに対する意識の
醸成及び地域課題の発見につ
なげていく。

地域ビジョン検討部会委
員及び地区内の一般成人

○ - ○ ○ - - 5 ６月～１月 ７８人

・平成２６年度は，地域ビジョンの本格的
な検討に入り，講座を通じて地域学への
理解や地域カルテ策定の意義について
理解を得られたが，受講生に高齢者が
多く，世代に偏りがみられる。

・地域ビジョンを検討していることや地域
学の講座について，広く地区に周知し関
心をもってもらい，幅広い世代を受講生と
して受け入れる。

成人

4 食育講座

「横川地区産の食材の魅力を知
る」をテーマに，地域の魅力に
目を向けながら豊かな食生活を
送るとともに，健康の維持を図る
ための食に関する知識を身につ
ける。

地域内の一般成人 - ○ - - - - 3 ６月～１２月 ６５人

・横川地区産の旪の食材を抱負に使用
し，献立を検討した。本年度は，男性参
加者が増え，「料理を楽しむことができ，
家で作ると孫に大変喜ばれた」など好評
だった。また，保健所健康増進課職員を
招いての「健康づくり推進員の加入促進
のPR」　を行ったことで，健康づくり推進
員を希望する人がみられた。
・数年続いている好評の講座であるが，
受講者に変化がないため次年度の新た
な講座を検討する。

・地域食材の魅力と健康維持を図るため
の食生活について学ぶことができる講座
であるが，受講者に変化が乏しい状況に
ある。よって，次年度新たに，中高年層の
パソコン初心者が,同世代の仲間と楽しく
学びながら交流を深め，基礎操作や文書
の作成などを習得し,地域活動の担い手
として活躍することができるように支援す
る講座を予定しているため。

成人

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告

学習方法



横川生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義
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験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告

学習方法

5 親子で絵本とわらべうた

乳幼児期に受けた家庭での読
み聞かせの経験は，その後子ど
もの読書習慣に大きく影響す
る。読み聞かせの手法や本選び
を学び，わらべうたによる手遊
び・歌遊びで子どもとのスキン
シップを図るとともに，親同士の
交流も支援する。

地区内の乳幼児と保護者 ○ ○ - - - - 3 ６月～７月 ３０人
・自治会回覧や窓口，乳幼児健診時等
にチラシ配布を行ったが参加者数が尐
なかった。

・子育てサークル等にもチラシを配布を行
いながら，知人等も誘ってもらえるよう，促
して参加者増を目指しながら，親同士の
交流も深められる講座としていきたい。

子育て

6 子育て広場

乳幼児期の大切な時期に，親子
のスキンシップを図るとともに，
ボール遊びやリズム体操，レクリ
エーションを通して，体力・情緒
を豊に育み，親同士の交流の場
を深めながら子育てを支援す
る。

地区内の乳幼児と保護者 - ○ - - ○ - 7 ６月～９月 １８４組・３６８人

・栃木SC講師と共に，講座対象年齢に
見合った内容を検討し開催した。その結
果，参加者から「子どものあらたな発見
ができた。」「貴重な経験ができた」など，
大変好評だった。
・数年間人気だった「リトミック」が，受講
者にとって新鮮味にかけてきていること
が分かり，次年度は，講座内容の変更に
努める。

・次年度は，講座内容の一部を「リトミッ
ク」から「３B体操」に替えて開催する予
定。

子育て



瑞穂野生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考

1 親子チャレンジ教室

親と子のふれあい、受講生同士
の交流を通して、気軽に話し合
える場や学習の場を提供し子育
ての一助を図る。

小学生と保護者 - ○ ○ - - - 5 ７月～１２月 ７４組・１７６人

・同日に３小学校にチラシを持参し配布
をお願いしているが，学校の配布日がま
ちまちで，遅く配布した小学校の申込を
受けた時には定員を超えてしまった。

・受付日を設定する。 青尐年

2 尐年ふるさと教室

郷土の伝承、文化、自然に関す
る学習活動と、地域内他校との
連帯感や異年齢との交流及び
郷土愛の精神を深める。

瑞穂野地区内居住の小学
校児童と保護者

- ○ ○ - ○ - 5 ５月～１月 ６２１人 ・新しい体験ができるように工夫する。
・共催である青尐年育成会と事業内容に
ついて検討し，多くの参加があった。

青尐年

3 自分発見講座

２５年度に引き続き「おくのほそ
道」を学び，新しい自分に気づ
き，自身を磨きながら仲間づくり
をし，地域デビューのきっかけを
つくる。

瑞穂野地区内に居住する
一般成人

○ - ○ - - - 4 ７月～１０月 １０９人
・館外学習はマイクロバスの定員がある
ため希望者全員が参加できなかった。

・定員を超えた場合の申込者には，講義
のみの受講としていただく。

成人

4
瑞穂野地区各種団体
指導者研修会

瑞穂野生涯学習センター各種
団体（利用団体）の活動を活性
化させ，仲間づくりや各種団体
相互間の交流と情報交換，そし
て地域づくりのリーダーとしての
資質の向上を図る。

瑞穂野地区内に居住する
一般成人

- - ○ - - - 1 ９月 ４３人
・引き続き，地域のリーダーとしての勉強
になる研修内容となるようにする。

・各種団体の活動をさらに発展し，地域で
も活躍できるような学習内容の充実を図
る。
・男性参加者の増加を図る。

成人

5 なかよし親子のひろば

音楽に合わせて体を動かし、親
子の絆を深めると共に、想像力
や協調性を育て、自己表現力を
養う。

瑞穂野地区居住の2～3歳
の幼児と保護者

- - - - ○ - 4 ６月～７月 ８６組・１７６人
・子育てサークルの先輩ママのお話が
効果的だったが，仲良しママ同士が集
まってしまう傾向があった。

・地域回覧の日数を十分にとった後に申
し込みの受付を開始した。班分けなどを
工夫する。

子育て

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告

学習方法



城山生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考

1
親子でにこにこクッキン
グ

・異世代間交流や体験学習を通
して，地域の人たち等とのふれ
あいを深め，子どもたちが健康
で豊かな心を醸成すること。
・親の子育てに係る意識や技術
の高揚，親同士のネットワークの
構築，地域づくりへの関心の喚
起を目的とする。

城山地区内及び城山地
区周辺の小学生とその保
護者

- ○ - - - - 3 ７月～１１月 ３４組・７７人

・毎回定員を超える参加者数を確保する
ことが出来ている。引き続き，事業を通し
て，「食」の大切さを伝えていく必要があ
る。

・参加者が固定化しないように，楽しめる
内容の工夫に努めていく。

青尐年

2 ヒト・まちづくり講座

地域におけるまちづくりの課題を
抽出し，解決の糸口となるような
きっかけづくりを行う。また，実践
的な活動を通して，総体的にま
ちづくり意識の高揚を図る。

城山地区内住人 ○ - - - - - 1 ５月 １４人

・城山地域ビジョンの作成に合わせて講
座実施を継続する予定であったが，予
定していた地域避難所体験などまでは
実施することが出来なかった。新年度
は，講座開催の準備を早い時期に整え
る必要がある。

・より多くの方に参加していただけるよう，
講座開催の時期や内容をわかりやすく地
域の方への募集に努めていく。

成人

3 地域学講座

地域の歴史や伝統行事などを
学ぶことにより，地域の特徴等を
知るとともに，郷土愛や住民意
識の醸成，人材発掘を図る。

成人（城山地区内の住民
優先）

- - - - - - 0 ー ー
・講座の日程調整が遅れ，事業を実施
することが出来なかった。

・年度早い段階での事業の調整を進め，
計画的な事業の実施に努める。

成人

4 ともそだち広場

幼児が心身ともに健やかに成長
できるよう，子育てに必要な考え
方や育て方についての知識や
技術を身につけ，親子のふれあ
いを深めるとともに，親子同士の
ネットワークを図る。地域住民等
の様々な形での参画や青尐年
の体験学習・社会体験の場とし
ても開設することにより，連携意
識の高揚や地域保育力・教育力
の向上を目指す。

市内に住む０～3歳児程
度の乳幼児とその保護者

- - - - ○ ○ 12 ４月～３月 ３２０組・７２４人

・参加者にアンケートを実施し，リトミック
などニーズに答えた講座内容に取り組
み，１回あたり平均約６０名を超える参加
者もあり，事業は好評である。引き続き，
参加者の確保に努められるように周知啓
発に努めていく。

・チラシ等の周知啓発の箇所の拡大に努
める。また，アンケートなどを実施しながら
講座内容の充実に努める。

子育て

5
ママの生き生きセミ
ナー

家庭における子どもの教育を行
う上で必要な考え方や育て方に
ついての知識や技術を身につ
ける。また，地域のリーダー的人
材の育成を目指す。

城山地区内小・中学校の
保護者

- - ○ - - - 4 ６月～１１月 ３９人
・定員に対し，参加者数が５割程度と
なっている。参加者を増やすための工夫
が必要である。

・今後もアンケートなどを実施するととも
に，地域や学校などの周知箇所を広げな
がら参加者の確保に努める。

子育て

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告

学習方法



国本生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考

1 生き生き健康教室

高齢化社会へ向けて，健康に関
する知識の習得や，健康づくり
のための実践方法を体得するこ
とで，地域住民の健康増進を図
る。

地区内在住の一般成人 ○ ○ - - - - 5 ８月～９月 ６５人
・関係団体との日程調整で，講座開催が
午後になり，若干参加人数が減尐した。

・講座開催時間帯を午前に戻し，PR等に
努める。

成人

2
びびっと！レディース
教室

女性が生き生きと輝き，健康で
豊かな生活を営むため，自己を
磨き新たな行動へと繋げるきっ
かけとする。

地区内在住の一般成人女
性

- ○ - - - - 3 ７月～２月 ４２人 ・興味のある講座への偏りが見られる。
・関係団体や，内容を見直し，継続して参
加できる講座の開催に努める。

成人

3 １０倍楽しむ国本塾
地域内の歴史遺産について学
び，地元の歴史を探求するきっ
かけとする。

地区内在住の一般成人 ○ - - - - - 1 ２月 ５０人

・講師の助言の下，小学生による調査発
表を行い，受講者の年齢層が幅広く
なった。次年度も継続した講座の開催を
希望する声が多かった。

・講師や関係団体と調整を図りながら，継
続した講座の開催を行う。

成人

4 親子ワクワク教室

親子で体を使って楽しく遊びな
がらスキンシップを高め，子育て
の楽しさを知る。
また，健康や食育に関する子育
ての知識を習得することで，親
力の向上に繋げる。

地区内在住の未就園児と
その保護者

○ ○ - - ○ - 9 ５月～１月 １２３組・２７５人

・開催日と悪天候が重なることもなく，講
座を開催することができた。
・開催期間が長くなるため，参加人数の
確保が課題。

・各講座の終了時に，次回の講座の案内
やPRを行い参加人数の確保に努める。

子育て

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告
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富屋生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考

1 尐年ふるさと教室

子どもたちの自主性を進め，お
互いの親睦を図り，団体活動を
通して責任と協力の大切さを体
得させ，あわせて伝統文化や自
然に関する学習機会を提供し，
健全育成に資することを目的に
する。

富屋地区の小学生 ○ ○ ○ - - - 4 ７月～１月 ６１６人
・地域団体や小学校，地域在住の文化
財調査員等と連携した講座運営ができ
効果的であった。

・さらに効果的な講座となるよう，さまざま
な地域団体等と連携して実施する。

青尐年

2 考える力アップ講座
子どもたちが自ら考え，新しい面
白さを発見できる実験を通して，
科学に対する好奇心を高める。

富屋地区の小学生 ○ - - - - - 1 ２月 １９人
・集まりやすい日程設定と，児童目線の
楽しさを配慮した講座作り。

・子どもの家や富屋小放課後子ども教室
との連携と，子供が自ら考えてつくりあげ
る内容の選択。

青尐年

3 高齢者教室

高齢化社会の到来により，真に
豊で生きがいのある長寿社会を
築くため，新しい知識を学び，趣
味や教養をつける。

富屋地区内の高齢者 ○ ○ ○ - - - 3 ６月～１１月 ７６人

・老人クラブと連携して企画することで，
カリキュラムの見直しを行った。さらに
ニーズに合った内容にしていく必要があ
る。

・老人クラブと連携して改めて内容を検討
し，受講者の確保に努める。

成人

4 地域学講座

「住民主体のまちづくり」をさらに
推進するため，地域住民が専門
課の講義等を通して，自分の住
む地域の特徴を理解し，地域の
魅力や課題に気づくとともに，中
長期的なあるべき姿を考える契
機とする。

富屋地区住民 ○ - - - - - 2 ７月～２月 １１１人

・地域内の企業役員や学識経験者に講
師を依頼し，地域内の歴史や文化等を
学ぶことができた。より効果的に講座を
実施するため，座学だけでなく，他の手
法も検討していく必要がある。

・自分たちが住んでいる地域についてさら
に理解を深めることができるよう，講座の
内容や手法について検討する。

成人

5 とみや女性学

富屋地区の女性への教養，学
習の場の提供を通し，地域の
ネットワークを広げるとともに，富
屋地区のブランドを発掘，発信
していくリーダー的な人材を養
成し，女性の力で地域力アップ
を図る。

富屋地区住民 ○ ○ ○ ○ ○ - 8 ４月～２月 １４９人
・地域の女性が交流しながらさまざまな
地域の資源に気づき，地域の活性化に
つなげる。

・市民活動科の助言やほかの地域の事
例などから，地域活性化のノウハウを学
ぶ。

成人

6
健康づくり推進員組織
力アップ講座

富屋地区の高齢化率が全市と
比較して高い中，地域の健康づ
くり活動を実践している健康づく
り推進員を対象に活動スキルを
向上させるとともに，組織力の強
化を図る。

富屋地区健康づくり推進
員及び住民

- ○ - - - - 2 １月～２月 ６２人
・２年間実施し，健康づくり推進員の活
動スキルに繋がった。今後は健康づくり
推進員の事業として実施する。

成人

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告
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富屋生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考
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学習方法

7 健康づくりハイキング
ハイキングを通じて健康増進と
地域住民の交流を図る。

富屋地区住民 - - ○ - - - 1 ５月 ７２人
・幅広い年齢層が参加できるようなコー
スの設定。

・共催団体である地区育成会や体協とさ
らに連携を図り，より適切なコース設定に
努める。

成人

8 家庭教育学級

家庭における子どもの教育を行
うために必要な考え方や育て方
についての知識や技術を学習
する。

富屋地区に居住する子ど
もを持つ両親及び家庭教
育に関心のある人

- ○ - - - - 1 ６月 ２５人
・小学校ＰＴＡと企画段階から連携して
実施した。

・今後も小学校ＰＴＡや地域内の各種団
体等と連携した講座運営に努める。

子育て

9 富屋ママたっち広場

乳幼児とその保護者を対象に，
子育ての交流や遊び，学習を通
して，親子のスキンシップを深め
るとともに，親同士のネットワーク
を促進し，家庭・地域における子
育て環境の支援を図る。

富屋地区内の就園前の乳
幼児とその保護者

○ ○ ○ - ○ - 7 ６月～１２月 １５８組・１７３人
・地域の子育て世代が交流でき，ネット
ワークが広がった。

・きめの細かい講座づくりで，さらに一人
一人の親子に目を向けていく。

子育て

10 ゆるりん子育て親育ち

就学前の子どもを持つ保護者を
対象に，子育ての悩み等につい
て話し合いを行い，それぞれの
親が自分に合った子育てについ
て学び，親が自信を持って子育
てができるよう支援を行う。また
親同士のネットワーク作りを促進
し，家庭・地域における子育ての
力の向上を図る。

富屋地区内の就園前の乳
幼児とその保護者

- - - ○ - - 4 ５月～６月 ３０人
・他センターにおいて実施している保健
福祉事業などで子育てに悩む母親に焦
点を当て受講を促した。

・受講者たちがサークルを結成して講座
終了後も活動を行うなど，受講者のネット
ワーク作りをさらに支援していく。

子育て



豊郷生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考

1 わくわく体験教室

体験学習を通して，自ら考え行
動できる子どもたちを育成する。
また，学年，学校間を超えた仲
間づくりを促す。

地区内小学校の３～５年
生

○ ○ ○ - - - 6 ５月～１１月 ２９１人
・実験や体験など興味を引くプログラム
を組んで対応したが，内容によっては，
飽きてしまう生徒が見受けられた。

・講師との打合せを十分に行うとともに，
プログラムの内容を工夫する。

青尐年

2 まほろば探検塾

郷土の伝統，歴史などを学ぶこ
とにより郷土への関心や愛着心
を高め，地域の魅力や課題に気
づくきっかけをつくるとともに，ま
ちづくりを推進するリーダーの育
成を図る。

豊郷地区内の一般成人 ○ - ○ - - - 5 ６月～１１月 ２１５人

・郷土についての学習をまちづくりに生
かすためのプログラムを設定し意識づけ
を行った。今後とも各自が地域を知り地
域を考えるきっかけとなるようなプログラ
ムを設定する必要がある。

・講座を受講することで地域を考えるきっ
かけづくりになるとともに地域を誇りに感じ
ることができるようなプログラムを実施して
いく。

成人

3 とよさと元気塾

情報化・国際化・尐子高齢化と
社会環境の変化の加速度が増
している中，高齢者が変化に適
応し心豊かに生活できるよう生
活に役立つ知識や技能を身に
着けるとともに健康づくり生きが
いづくりを支援する。

豊郷地区内に居住の６０
歳以上の方

○ ○ ○ - - - 6 ５月～１１月 ４２７人

・高齢者に役立つ講座を中心に組み立
てたほか，より興味が出るように，体験学
習の前段には陶芸作家を講師に招き，
焼き物づくりについて深く掘り下げた内
容としたことで作品づくりに熱が入ったよ
うであった。
・生きがいづくり支援のため，受講するだ
けでなくその成果を発信できる場の提供
について検討が必要である。

・センターの展示ケースなどを活用した作
品展示等により，事業の周知を図るととも
に受講生の学習意欲の向上を図る。ま
た，高齢者が社会とのかかわりについて
考える機会を持つことを目的に人権を
テーマにしたプログラムを検討していく。

成人

4 避難所運営体験講座

突発的に発生する災害による避
難所の開設に対応するため，避
難所運営を模擬体験することに
より，避難所で起こる様々な問題
に対応する方法を学ぶ。

豊郷地区内の一般成人 - ○ - - - - 1 １１月 １６人

・避難所運営ゲームによる講座は，実際
の避難所運営を考えるよい機会となっ
た。真剣に考え話し合う時間を持ったこ
とは有意義であった。今後は学校関係
者に参加してもらえるよう，平日の実施
についても検討する必要がある。

・平日の開催を視野に入れ，まちづくり推
進協議会等地域団体との共催を検討して
いく。

成人

5 子育て広場

乳幼児とその保護者を対象に，
親と子のふれあう時間を確保す
るとともに，親同士，子ども同士
の交流を深め，受講者同士の仲
間づくりにつなげる。

市内在住の乳幼児とその
保護者

- - - - ○ - 7 ５月～１２月 １５５組・３４６人

・ニーズの多かったリトミックを始め体を
動かす内容を充実したことや，人形劇に
サンタを登場させるなどの工夫により受
講者の満足度も高かった。
・子ども同士の接触があったことから今ま
で以上に安全面への配慮が必要であ
る。

・子どもたちが安全に活動できるよう，年
齢で班分けするなどして運動能力に差が
生じないように配慮する。

子育て
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豊郷生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考
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6 親育ち講座

・家庭を取り巻く社会情勢が変
化するなか，子育てへの自信喪
失や不安感を解消することによ
り，家庭における親の教育力の
向上を図る。
・父親の育児参加を促すととも
に，母親がリフレッシュできる機
会を提供する。

市内在住で１～３歳の子を
持つ保護者

○ ○ - ○ ○ - 5 ９月～１１月 ４６組・１８５人

・土曜日に加え，新たに日曜日も開催し
た結果，定員を上回る多くの参加申し込
みがあり好評であった。
・リトミックでは，１歳と３歳では運動能力
に差があるため，年齢制限を設ける等の
課題が残った。

・父親同士の交流が深められる講座内容
を検討する。

子育て



篠井生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考

1 尐年大空教室

郷土の伝承，文化，自然に関す
る学習活動や生活向上に関す
る実践的活動を通じ，ふるさとを
見直し，地域連帯感や郷土愛の
精神を深め，豊かな郷土づくりを
図る。

篠井小学校在籍児童 ○ ○ ○ - - - 7 ８月～２月 ４２８人

・育成会の役員会において，各子供会
の会長を通じて参加呼びかけをした。ま
た，学校にポスターの掲示，チラシ配付
依頼をし，募集方法等を工夫し，多くの
児童に参加してもらう事ができた。
・児童数の減尐とともに参加者が減って
きている。子どもの生活体験，自然体験
を取り入れた事業が求められている。

・引き続き，育成会と連携しながら魅力あ
る内容を企画し，親子で参加できる事業
や地域の特色を生かした体験等の活動
を推進し，豊かな情操と自主性を高めて
ゆく。

青尐年

2 輝き人生教室

自らが日常生活において自立
し、これまでに習得した技能を活
用し、地域社会に主体的に社会
参加をし、生き甲斐のある豊か
な人生を過ごす力を身につけ
る。

地域内高齢者 ○ ○ ○ - ○ - 11 ６月～１月 ３３９人

・篠井小学校の全学年と世代間交流を
実施し、児童も(竹細工の）理解や製作
品も完成はしているが、更に今後も交流
をはかっていくことから研修を積む必要
がある。

・次年度も更に指導者として技術や話術
を身に着ける研修会を開催し、人材育成
にも繋げる。

成人

3
地域力アップ教室ＰＡ
ＲＴ５

篠井地区を更に元気のある地域
とするために、地域と生涯学習
センターが共に知恵を出し合い
よりよい地域となるよう一緒に考
えて行く。

地域一般成人 ○ ○ - ○ - ○ 6 ７月～１月 １００人

・プロの写真家と地区内を歩きながら新
たな魅力を新発見し、成果物をＨＰに
アップした。
・今後は、地区内でも集中した部分を実
施していく。

・引き続き地場の「よさ」を理解してもらえ
るよう関係機関とともに事業を展開する。

成人

4
ボランティア指導者研
修会

地域内にあるボランティア４グ
ループが一同に会し、他施設の
活動状況を研修すると共に、指
導者としての資質を高める。

地域一般成人 ○ - ○ - - - 1 １１月 ２３人

・環境美化について、渡良瀬遊水地を
視察した。
・地区内にある資源や産物を見い出しな
がら、様々な手法をとり入れ地区内あっ
た掘り起しに努力する。

・地区内に栃木県の重心地である（仮称）
へそ公園を現在整備しているところから，
地域活性化や交流に寄与できるよう研修
を積む

成人

5
ｓｈｉｎｏｉスマイルファミ
リースクール

家庭教育における子どもの教育
をおこなうために、考え方や育て
方についての知識や技術を身
に着ける。

地域内の小学生を持つ保
護者」又は家庭教育に関
心を持つ人

○ ○ ○ - - - 4 ６月～１０月 ６６人

・事前にチラシ等を配布し、その直後各
組織の連絡網を通して周知・参加の呼
びかけを行ったところ，徹底が図られた。
・近年，青尐年犯罪の件数が多くなって
きているところから，家庭教育の必要性
が高まっている。

・子どもは地域で育てなければならないと
ころから、親子共に体験等身を持って学
習できるプログラムを開催する。

子育て

6
ワクワク子育て仲間づく
り

親子が一緒に様々な内容を行う
ことにより、親子の絆を深めると
共に受講生同士の交流を図りな
がら友達作りの一助とする。

就学前の幼児とその親 ○ - ○ - ○ - 5 ６月～１０月 ２８組・５６人

・今年度も近隣にある保育園に出向き保
育士の指導を受けるとともに園児との交
流が図られた。
・引き続き地域の関係機関や人材を活
用していく。

・尐子化であるため受講者が尐なく内容
によっては、受講修了者にも声をかけ参
加を促す。

子育て

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告
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姿川生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考

1 ふるさと教室

郷土の伝承・文化自然に関する
学習活動や生活向上に関する
実践的活動を通し、ふるさとを見
直し、地域連帯感や郷土愛の精
神を深め、子どもたちの健全育
成を図る。また，学んだことを地
域への情報発信する役目も担え
るよう地域ジュニアリーダーとし
ての養成を図る。

地域内の小学４年生 ○ ○ ○ - - - 5 ７月～１０月 １４５人
・落ち着きのない児童やゲームをしてい
た児童がいた。

・円滑に事業が進められるように，青尐年
指導員と協力して行っていく。

青尐年

2
姿川地区歴史展記念
講演会「若き日の野口
雨情」

地域の歴史に触れることで，地
域を大切に想う心を育むと共
に，地域住民が学び，つながる
機会を提供する。

○ - - - - - 1 ２月 １８６人
・地域と関わりのある歴史事項には限り
があり，継続開催は難しい。

・一巡した時点で廃止とし，要望の多いも
のについては再度実施する。

成人

3 姿川地区史跡めぐり

当地区ゆかりのある版画家で詩
人でもある「川上澄生」について
は，あまり知られていないことか
ら，当地区市民センターで「版画
教室」を開催することにより，この
地区が生んだ文化人としてＰＲ
するとともに，文化を創造する風
土づくりや文化活動への動機づ
けを行う。

姿川地区在住者 ○ - ○ - - - 1 ８月 ２３人 ・若年層の参加が尐ない。
・育成会などと協力しながら「親子史跡め
ぐり」のような形で若年層の参加促進を図
りたい。

成人

4 タブレット教室

初心者を対象に，タブレットの基
本知識を習得し，インターネット
の接続などを体験しタブレットの
操作になれ，受講生同士のコ
ミュニケーションを図ることを目的
とする。

姿川地区在住者 ○ - ○ - - - 4 １２月 ６２人 ・特になし。 ・廃止（子育て世代対象事業と入替え） 成人

5 シニア倶楽部

知識の習得，趣味，レクレーショ
ンを通じて，年齢にふさわしい社
会的能力を高めるとともに，受講
生同士のコミュニケーションを図
ることを目的とする。

姿川地区在住者　６０歳以
上

○ - ○ - - - 5 １０月～１１月 １６５人 ・男性の参加者がすくない。
・地区広報紙や，センター施設内掲示等
で男性参加の呼びかけを行う。

成人

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告
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姿川生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考
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6 男の料理教室

健康的でバランスの取れた食事
づくりを学び，講座を通し受講生
同士のコミュニケーションを図り，
食生活の中から地域の健康に
関わる事業及び団体に参加でき
るきっかけづくりとなることを目的
とする。

姿川地区在住者 ○ - ○ - - - 3 １０月～２月 ５９人 ・開催回数増の要望 ・開催回数増の検討 成人



雀宮生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考

1
「ものづくりスペシャル」
2014・地域わくわく子ど
も塾

小学４～６年生を対象に，他の
地域にはない雀宮地区ならでは
の施設に協力をいただき，普段
できない体験を通して知識・技
術を学ぶほか，地域特有の施設
を利用することにより，地域を知
り，地域に愛着を持つもの。

雀宮地域内の小学４～６
年生

○ - ○ - - - 2 １１月～３月 ３７人

・年度途中から講座内容に即した講座
名に変更したほか，小学生が参加しや
すい夏休み・春休みに講座を開催する
よう，宇工高や自衛隊と調整を行った。

・小学校での周知のほか，青尐年に係る
地域団体への周知依頼も行い，小学生
のみならず地域で事業を広く周知させ，
参加者を増やす。

青尐年

2 青尐年セミナー

文化や自然に親しむ活動を通し
て、参加した児童が、仲間を大
切にする心や、物事をやりきる心
を持ち、学校や地域のリーダー
に育つことを目的とする。

雀宮地区内の小学校に通
学する４・５・６年生

- ○ ○ - - - 5 ６月～１２月 ５６人

・土曜日の開催では参加しにくいとの声
もあり，参加者も定員に満たなかった。ま
た，講座において統一したテーマが必
要と感じた。

・比較的参加しやすい夏休み中に講座を
開催するほか，青尐年育成に係る地域団
体とも連携し，参加者を増やす。また，地
域に係る内容も講座内に含め，地域を知
り，地域に愛着をもつきっかけづくりとす
る。

青尐年

3 さわやかライフセミナー

現代社会を生きるための情報を
得て，学ぶ楽しさや自己向上を
図るとともに，仲間づくりや地域
参加の促進を目的とする。

雀宮地域内の一般成人 ○ ○ ○ - - - 6 ７月～１１月 ２３０人

・講座を通した地域参加の促進に向けて
の働きかけを強化したい。また，６０歳以
上を対象とする「ひまわり学級」と内容や
参加者の年層が似通っていることから，
差別化を図りたい。

・「ひまわり学級」との差別化として，より若
い世代が参加したくなる講座内容とする
ほか，趣味や生きがいをきっかけとした，
地域参加を促進する講座を検討する。

成人

4 ひまわり学級

豊かな経験を引き続き社会に活
かし，さらに新しい知識や趣味を
会得することで，健康で生きがい
のある人生を送るために必要な
学習をする。

雀宮地域内に在住の60歳
以上の方

○ ○ ○ - - - 5 ６月～１０月 ２０３人

・館外学習は全員で参加できる内容で
の検討が必要である。また，座学での講
座が中心であったが，ものづくり等の実
技を希望する参加者も尐なくなかった。
そのほか，参加者の男女比率に大きく
偏りがあり，男性も参加しやすいよう，講
座のＰＲが必要である。

・館外学習は全員が参加可能な内容・研
修方法を検討する。また参加者数が多く
でも実施可能な実技系の講座を検討す
る。さらに，男性も興味を持つような講座
内容や講座のＰＲを行う。

成人

5 親子ふれあい広場

親と子のふれあいを通し，絆を
深めるとともに，親子同士の交流
を深め，よりよい子育ての知識と
技能を身につけ，家庭の教育力
の向上を図る。

雀宮地域内の未就学児と
その保護者

- ○ - - ○ - 6 ７月～１１月 １２０組・２５５人
・一部講座内容において，講師同士の
調整に不足を感じる部分があった。

・講座に先立ち，講師を交え講座の実施
手順や手法等，再度確認を行う。

子育て

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告

学習方法



雀宮生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告

学習方法

6 雀宮学

雀宮地域の歴史を学ぶことによ
り，地域文化への理解を深め
る。栃木の民族・文化を学びな
がら雀宮地域を改めて考える
きっかけをつくる。

雀宮地域内の一般成人 ○ - ○ - - - 1 １１月 ５０人
・地元の歴史についての学習意欲が高
い参加者が多い。参加者がより期待でき
る内容にしていく。

・特に史跡めぐりは参加者が多いため地
域を変えて継続していく。

成人



上河内生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考

1 子どもチャレンジ教室

子どもたちが新しいことにチャレ
ンジする機会を持ち，体験する
ことで新たな発見をし，さらに新
しい目標につなげられるようにす
る。

市内在住の小学生各回１
５人（第３回は４～６年生１
０人）

○ ○ - - - - 3 ７月～８月 ３７人

・夏休みに各回毎に募集する企画とした
ところ，応募者が増えた。
・先着順でなく希望者により広く参加の
機会を提供できるようにする。

・３回の講座をテーマごとに独立させ，募
集の仕方を電話ではなく窓口かハガキに
し，応募多数のときは抽選とする。

青尐年

2 方丈記に学ぶ生き方
自ら歩んできた道を，今の社会
状況に似た時代に生きた人物を
参考例として振り返る。

市内に在住か通勤してい
る成人

○ - - - - - 5 ５月～７月 ８１人

・激動の時代に生きた鴨長明の生き様
を，方丈記の講読を通して，学習するこ
とができた。
・大変親しみやすい講座で，高まった受
講者の学習意欲を継続させる。

・視点を変え，古典に学ぶ講座を提供す
る。

成人

3 ふれあいパソコン教室

パソコンの基本的な操作を学
び，特に文書作成，表計算，写
真の取り込みなど，日常生活の
中で活用できる技術を習得す
る。

市内在住の成人 - ○ - - - - 12 ６月～１１月 ２０５人

・講座内容について打ち合わせをし，事
前にレジュメの準備をした。第3回（10
月）の講座は金曜日に開催した。
・1つのテーマについて3日間では短す
ぎるとの声が，講師，受講生双方から
あった。また，初回の申込みで全コース
受講できるような誤解がないようにする。

・土曜日でなくても受講申込が多くあった
ので，金曜日開催にする。申込みに誤解
がないようにテーマごとに独立した講座と
し，理解が不十分と思うところを質問でき
る日を設けて１講座4日間開催とする。

成人

4 メンズクッキング

男性の料理への興味関心が高
まっている中，料理の基本的知
識と技術を習得し，調理から後
片付けまでを自律的にできるよう
学習する。

市内在住の成人男性 - ○ - - - - 6 ６月～１２月 ９２人

・６回のうち５回を同じ講師に依頼し，洋
食と和食，それぞれ基本と応用と重複の
ない献立で行った。１回は日頃目にでき
ないプロの技を学ぶ機会にした。
・和気あいあいと料理の手際もよくできて
いるが，受講者が固定化しており，継続
について検討する。

・受講者には料理の基本や手順はほぼ
理解され，家庭でも料理をするなど，当初
の目標は達成できたと判断し，廃止する。

成人

5
ライフアップセミナーin
かみかわち

学習したことを，実生活等に生
かし，尚且つ自己の教養を高め
る。

市内に在住か通勤してい
る成人

○ ○ ○ - - - 8 ７月～１２月 ２２５人

・第２回に実技の講座を実施し，第３回
の講座後半にも体験学習を取り入れた。
・受講者が交流や話し合いを通し，より
積極的に講座に参加できるようにする。

・２～３の講座で，グループ活動や，討論
形式を取り入れる。

成人

6
心を開くコミュニケー
ション

コミュニケーションの２本柱であ
る「聴き方」と「伝え方」を学ぶこ
とにより，日常生活でより良い人
間関係を築けるようにする。

市内に在住か通勤してい
る成人

○ - - ○ - - 6 １０月～１１月 ５２人

・ロールプレイを毎回取り入れ，受講者
どうしの話し合いも行った。
・受講者が定員の半数に過ぎなかったこ
とから，学習ニーズを再検討し，組み替
えを行う。

・講座の内容を，外国人とのコミュニケー
ションを主眼とした実技形式に改め，特に
若い世代（主として小中学生の保護者）
の受講者増を目指す。

成人

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告
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上河内生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験
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Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考
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7

市民運営講座「フレン
ズ・オブ・ハーモニーふ
れあいコンサート～心
躍るハーモニカの調べ
～」

ハーモニカの演奏を鑑賞し，受
講生全員で合唱を楽しむ。

市内に在住か通勤してい
る成人

○ ○ - - - - 1 １月 ２９人

・アマチュアの音楽サークルの演奏会と
いう形式で，前年度とは違ったコンサー
トを開催することができた。
・実質的にライフアップセミナーinかみか
わちの運営委員が中心となって事業を
運営しており，実施形態や名称を実態と
合致させる。

・ライフアップセミナーinかみかわちの公
開講座として組み替える。

成人

8
ほほえみ塾出前講座
「五十里洪水にまつわ
る話」

自治会や老人クラブなどの学習
ニーズに応え，自治会の公民館
等を会場に出前講座を実施し，
仲間づくりやまちづくりを図る。

上河内地域内在住の一般
成人

○ - - - - - 1 １月 ２３人

・今回の講座は予め講師とテーマを指定
され予算の範囲で対応したが，庁内各
課が行う出前講座や講師情報の有効活
用に努める。

・宇都宮市など公的機関が実施している
出前講座の紹介及び実施を原則とし，必
要に応じ予算の範囲内において対応す
る。

成人

9 子育て広場

子育て中の親子が，講座を通し
て触れ合うことで絆を深めるとと
もに，受講生同士が情報を交換
し交流を図る。

市内在住の１歳～就学前
の幼児とその保護者(第５
回は一般参加可）

○ ○ ○ - ○ - 5 ６月～１２月 ７１組・１５１人

・リズムカルな音楽に乗って身体を動か
すプログラムと，人形劇の観劇を企画し
た。どちらも親子で集中して楽しむことが
できた。
・ボランティア（オピニオンリーダー）の
方々に，より積極的に講座運営にかか
わっていただく。子育て相談を充実させ
る。

・新たに子育て相談員の派遣依頼をし，
オピニオンリーダー会には講座全般にわ
たってご協力いただく内容を講座開始
前，講座中，講座終了後にわけて具体的
に伝える。

子育て



河内生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考

1
尐年尐女のオモシロ夏
休み

「夢を持って活動できる子どもに
なろう」を目指し，創造的な創作
活動を行う。
～広げよう　見る目　　目指そう
ものづくり～

小学校高学年児童（小学
４～６年生）

- ○ - - - - 4 ８月 ８４人
・絵画と工作の２講座（４日間）を設けた
が，自己都合で欠席する児童があり，作
品を完成できないということが課題。

・H27年度募集時に４日間通して出席で
きるように要請する。

青尐年

2 こども国際理解教室

外国人，海外在住経験者の話を
聞いたり，ゲームや食事作りなど
のふれ合う機会を持ったりして日
本と世界の国々の文化や生活
の違いを理解すること。さらに，
論語の学習を通してこれまで
培ってきた生活習慣の見直しを
する。

小学校高学年（小学５・６
年生）

○ ○ ○ - - - 6 ７月 ７９人

・H２５年度の３日間を，H２６年度は４日
間としてスムーズな学びできた。
・ヨルダンの学びの後，中東における国
際情勢の悪化などの継続的な学びの補
足まで行き届かず，課題となった。

・政治・経済における国際情勢の変化と
世界の子どもの安全について学び続ける
方策を話し合う機会を設けると良い。

青尐年

3 ふれあい学級

受講生がお互いに連帯感を深
め，励ましあい学びあって生き甲
斐のある人生を送れるようになる
事を願い，学級活動を進める。
計画立案に当たっては，次の点
を柱にする。　☆視野を広げる。
☆親睦を深める。
☆趣味・教養を深める。
　テーマは｢環境と豊かな生活」

高齢者６０歳以上 ○ ○ ○ - - - 10 ５月～２月 ５２８人

・放射線関連の講話，館外学習で大い
に効果が上がった。歴史，健康，伝統生
活体験も同様であった。
・昨年度と同様に今年度事業の実施お
いても，病気や自らの所用での当日欠
席の方があった。

・当日欠席の課題は，難しい。同じ班員
同士の繋がりが高まるよう改善策を練る。

成人

4 かがやきセミナー

健康で心豊かな生活をおくるた
め社会の一般的な知識を学ぶと
ともに、郷土の歴史を探究して
郷土愛を深め、講座をとおして
趣味の拡大を図りながら、仲間
づくりとしての場を提供する。

一般成人 ○ ○ ○ - - - 9 ５月～２月 ４２４人
・プログラムに工夫をしたが、男性の参
加は予想を下回った。

・男性を対象に意識調査（アンケート）を
実施し、講座に取り組んでみる。

成人

5 新春講演会
知識・文化人の講演を拝聴し，
心豊かで幸せな生活を送る。

一般成人 ○ - - - - - 1 １月 １１３人
・今回の内容（泣語）は最近できたジャン
ルであり，一般にはなじみがうすい。落
語と勘違いしている様子が伺えた。

・オープン参加の事業で企画してきたが，
次年度は事業整理の為に廃止。

成人

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告

学習方法



河内生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告

学習方法

6 パソコン入門講座
パソコンの基本操作や文書の作
成などを習得し，社会活動や仕
事に活用する市民の増加

一般成人 - ○ - - - - 10 ４月～６月 ２８２人
・初期の目的を達成したことと，パソコン機
種がXPと旧式であることで現在のパソコン
操作にマッチしないため廃止する。

成人

7
美と健康きらめき講座
講座Ⅰ

自身の健康・生活・マナーなど、
さまざまな分野で女性が素敵に
輝ける知識・教養を体験を交え
ながら習得する。

一般成人女性 ○ - ○ - - - 3 ５月～７月 ４６人
・ピラティスについての簡単な資料を配
布し内容の理解は得られたが，講座全
体がややマンネリ化してきた。

・統一テーマで３回連続講座としていた
が，次年度はそれぞれ違った視点から美
と健康を目指す内容としたい。

成人

8
美と健康きらめき講座
講座Ⅱ

自身の健康・生活・言葉など，さ
まざまな分野で女性が素敵に輝
ける知識・教養を実体験を交え
ながら習得する。

一般成人女性 ○ - ○ - - - 3 １０月～１２月 ４４人

・チラシ・ポスター・ホームページなどで
PRしたが，「カフェランチ」という内容が
受講生にはイメージしにくかったように思
う。また，開催時期も年末になると出席
率が低くなる傾向にある。

・美と健康につながるわかりやすいテーマ
を設定し，地域内のみならず他地区にも
チラシを配布するなどしてPRしたい。
・開催時期についてももう尐し早い時期に
設定する。

成人

9 男の料理入門講座

健康を維持していくための家庭
料理を習得し，料理を通じて家
族団らんの持てる料理に関心の
持つ男性の増加。

一般成人男性 ○ - ○ - - - 7 ５月～６月 １３２人
・7回と講座の回数を増加したが，期間が
長期にわたるため，欠席する受講生が
いた。

・講座を1期と2期に分けて実施する。 成人

10
市民運営講座「こころ
の体操講座Ⅰ」

地球温暖化の実態を学び、日々
の生活において自然に優しく、
効率的なエネルギー使用に取
組む動機づけを行い、日々心の
達成感を味わえる生活を目指
す。

市内在住の20歳以上の人 ○ ○ - - - - 3 ６月～８月 ６２人

・地球温暖化防止について，講義と実技
(料理)を組み合わせて実施した。３０名
定員に対し２７名の受講。
・講義と実技で，受講生の理解度・満足
度にばらつきがみられた。実技(料理)
は，準備段階から受講生が関わることが
必要である。

・生涯学習コーディネーターとして何をや
るか明確にし、もっと実践に繋がるような
講座内容にしていきたい。

成人

11
市民運営講座「こころ
の体操講座Ⅱ」

こころの和らぎ，前向きな自分づ
くりを目指す

市内在住の20歳以上の人 ○ - ○ - - - 2 １１月～１２月 ２６人

・当講座では初めて館外学習を行い，受
講生からは好評であった。３０名定員に
対し１９名の受講。
・白沢宿歴史探訪ウォークと食の知恵の
講義の組み合わせだったので，テーマ
の関連性を明確にする企画が必要であ
る。

・生涯学習コーディネーターとして何をや
るか明確にし、もっと実践に繋がるような
講座内容にしていきたい。

成人



河内生涯学習センター

連番 事業名 学習目標 対象
講
義

実
習

体
験

W
Ｓ

レ
ク

他
回
数

実施時期 参加者数 課題・問題点 課題への対応策 備考

平成２６年度　生涯学習センター事業実施報告

学習方法

12 託児ボランティア研修
ボランティア活動の意欲向上及
び参加者同士の親睦を図る。

託児ボランティア登録者 ○ - - - - - 1 ３月 １３人
・現在のボランティア登録者の高齢化の
解消につながる事業を開催する。

・ボランティア協力者の拡大を図るため、
広く一般向けの講座を開催する。

成人

13 親子チャレンジ教室Ⅰ

親子参加型の遊びやスポーツな
ど様々な体験をとおして，親子
の絆を深め，参加者相互の意見
交換等により，家庭教育のあり方
を学ぶ。

小学１年生～６年生とその
保護者

○ ○ ○ - - - 4 ５月～７月 ４７組・１３６人

・講師との事前打ち合わせ時に当日のス
ケジュール等について共通理解を図っ
た結果，円滑な運営ができた。
・雨天時の対応を検討しておく必要があ
る。

・事業計画の際に，雨天時の対応を含め
て計画を立てる。

子育て

14 親子チャレンジ教室Ⅱ

親子参加型の遊びやスポーツな
ど様々な体験をとおして，親子
の絆を深め，参加者相互の意見
交換等により，家庭教育のあり方
を学ぶ。

小学１年生～６年生とその
保護者

○ ○ - - - - 2 ８月 ２６組・５５人

・講師との事前打ち合わせ時に当日のス
ケジュール等について共通理解を図っ
た結果，円滑な運営ができた。
・雨天時の対応を検討しておく必要があ
る。

・事業計画の際に，雨天時の対応を含め
て計画を立てる。

子育て

15 親子チャレンジ教室Ⅲ

親子参加型の遊びやスポーツな
ど様々な体験をとおして，親子
の絆を深め，参加者相互の意見
交換等により，家庭教育のあり方
を学ぶ。

小学１年生～６年生とその
保護者

- ○ - - - - 8 ８月～１月 ７７組・１６９人
・講師との事前打ち合わせ時に学習支
援の方法等について共通理解を図った
結果，児童の理解を促すことができた。

・特に無し 子育て

16 子育て広場

「こころ・からだ・健やか」をテー
マに、親が乳幼児期の大切さを
認識した子育てができるようにす
る。子ども同士が関わり合い、子
どもの世界を広げ、親と子がよい
関係を築けるようにする。

市内在住の乳幼児とその
保護者

○ ○ - - ○ - 10 ４月～１月 ３７１組・７６０人

・全体の年間スケジュールを立てたこと
で円滑な運営ができた。
・定員を大幅に上回る申込みがあった。
講座開始の案内をしても活動場所への
集まりが悪い。

・申込み開始日を開催日の一ヶ月前に設
定し，広報誌による周知期間を長くする。
当日の運営をより円滑にするため，子育
て相談員に講座前の手遊びなどを依頼
する。受講生の要望があったため，親子
での活動をより充実する。

子育て

17 ワクワク子育て講座

子どもの健全な成長のための子
育てについて学ぶとともに、親同
士の交流を図り、不安なく楽しく
子育てができるよう学習の機会
を提供する。

就学前の幼児を持つ親 ○ ○ - - - - 6 ６月～１１月 １５９人

・定員を超えた申込みがあり、リピーター
が多く新規希望者に受講の機会を充分
与えられていない。また、本年度は父親
の参加が１人であったが、更に多くの父
親に参加してもらえるよう工夫が必要で
ある。

・出席率の低い受講生には中途でも受講
待ちの者と入れ替える。また、夫婦でお
互いが自由に参加できるような教室にす
る。

子育て



■学習相談件数
相談方法 人材 中央 東 西 南 北 上河内 河内 平石 清原 横川 瑞穂野 豊郷 国本 城山 富屋 篠井 姿川 雀宮 学文 計

面　接（窓口） 8 37 47 10 41 53 17 7 6 0 0 30 10 1 22 0 0 1 20 12 322
電　話 22 23 14 17 3 24 9 7 0 0 0 6 2 0 0 0 0 0 23 38 188
FAX 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Eメール 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2
その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合　計 30 60 61 27 45 77 26 14 6 0 0 36 12 1 23 0 0 1 43 50 512

相談種類 人材 中央 東 西 南 北 上河内 河内 平石 清原 横川 瑞穂野 豊郷 国本 城山 富屋 篠井 姿川 雀宮 学文 計
施　設 0 2 4 14 1 17 15 0 0 0 0 5 3 0 22 0 0 0 6 0 89
講　座 19 0 11 2 7 11 4 1 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 23 42 124
団　体 14 58 47 14 38 57 7 14 6 0 0 31 8 1 1 0 0 1 15 5 317
講　師 1 0 0 2 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 7

地域活動 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 8
その他 5 0 0 0 0 8 2 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 2 19
合　計 40 60 62 32 47 95 30 15 6 0 0 39 15 1 23 0 0 1 48 50 564

相談者（性　別） 人材 中央 東 西 南 北 上河内 河内 平石 清原 横川 瑞穂野 豊郷 国本 城山 富屋 篠井 姿川 雀宮 学文 計
男性 6 11 21 9 14 12 11 3 2 0 0 5 3 0 10 0 0 1 9 17 134
女性 24 49 40 18 32 67 17 11 4 0 0 31 9 1 13 0 0 0 37 33 386

合　計 30 60 61 27 46 79 28 14 6 0 0 36 12 1 23 0 0 1 46 50 520

相談者（年 代） 人材 中央 東 西 南 北 上河内 河内 平石 清原 横川 瑞穂野 豊郷 国本 城山 富屋 篠井 姿川 雀宮 学文 計
70代以上 8 9 8 5 18 19 2 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 7 8 87

60代 9 37 25 8 19 32 5 7 5 0 0 15 7 0 9 0 0 1 19 22 220
50代 5 9 10 4 5 19 4 3 0 0 0 11 2 0 10 0 0 0 7 3 92

30～40代 8 5 13 11 3 7 15 2 1 0 0 9 3 1 4 0 0 0 2 16 100
20代 0 0 5 0 1 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 1 22

10代以下 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合　計 30 60 61 28 46 79 28 14 6 0 0 36 12 1 23 0 0 1 46 50 521

簡易問い合わせ 4 0 34 174 108 184 39 274 0 54 70 25 624 12 0 0 0 44 48 3 1,697
総件数 34 60 95 201 153 261 65 288 6 54 70 61 636 13 23 0 0 45 91 53 2,209

平成２６年度 学習相談利用状況 

◆平成２６年度学習相談件数（平成２６年４月～平成２７年３月） 

 ・来館による相談     ３２２件 

 ・電話による相談     １８８件 

 ・ファックスによる相談    ０件 

 ・Ｅメールによる相談     ２件 

 ・その他による相談      ０件  計５１２件・・・① 

 ・簡易問い合わせ件数 １，６９７件・・・②   

  総件数（①＋②）  ２，２０９件 

 

◆平成２５年度学習相談件数（平成２５年４月～平成２６年３月） 

 ・来館による相談     ３７１件 

 ・電話による相談     １７８件 

 ・ファックスによる相談    ０件 

 ・Ｅメールによる相談     ３件 

 ・その他による相談      ２件  計５５４件・・・① 

 ・簡易問い合わせ件数 １，１１７件・・・②   

  総件数（①＋②）  １，６７１件 

 



 

 

○ 平成２６年度生涯学習センター事業運営の考え方 

（１）基本的な考え方 

近年における，少子超高齢・人口減少社会の到来や都市化・核家族化の進行などにより，家

庭・地域の教育力の低下や住民のコミュニティ意識や連帯感の希薄化，青少年層の自立意欲の

減退など，人づくりやまちづくりにおける課題が顕在化してきている一方，団塊の世代の地域

活動が活発化してきており，これからの地域を支える新たな担い手として期待されるなど，本

市を取り巻く社会環境は大きく変化している。 

また，東日本大震災の経験を通じて，困難に直面しようとも諦めることなく状況を的確に捉

えて自ら考え行動する力の重要性や，地域の絆や人と人とのつながりの重要性が再認識される

中，地域住民の協働による地域課題の解決や地域の活性化など，地域づくりの取組を促進する

ためには，「個人の自立」や「絆づくり・地域づくり」につながる事業の充実に取り組んでいく

必要がある。 

こうしたことから，生涯学習センターにおいては，第２次宇都宮市地域教育推進計画に掲げ

る基本理念である「学びを通して，豊かな人間性と人と人との絆を育み，地域ぐるみにより，

教育活動やまちづくりを支える社会を実現する。」ために，地域を支える市民一人ひとりが自己

の自立と社会の一員であることを意識し，社会参加への意欲を高めるような事業や学んだ成果

を地域につなぐきっかけとなる事業運営に取り組んでいく。 

 

（２）重点項目 

ア 人間力の向上に資する事業の充実 

激しく変化する社会の中で，市民一人ひとりが心豊かに生活できるよう，学ぶことの喜

びや仲間づくりにつながる趣味・教養的な講座を引き続き実施するとともに，生活に役に

立つ講座や青少年リーダー育成など，個人の自立を促すための講座や，国際交流，男女共

同参画，人権，まちづくりなど社会の要請に対応した講座の充実を図る。 

イ 家庭・地域の教育力の向上に資する事業の充実 

「人づくり」の基本となる家庭と地域の教育力の向上を図るため，家庭や親の役割や責任，

子どもとの関わり方などについて保護者の気づきを促す講座や子育ての知識や技術を身に

つけるための講座などを実施する。実施にあたっては子育て中の親の仲間づくりにつながる

よう，参加交流機会の充実に努める。 

また，地域ぐるみで子どもを育てる意識の醸成を図るとともに，学校や企業など，地域を

構成する各主体とのより一層の連携・協力を図り，家庭と地域が抱える課題の解決に資する

事業の充実に努める。 

ウ 学習情報拠点としての充実 

市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民ニーズに的確に対応する

ため，生涯学習センターは地域の学習情報の拠点として，積極的な情報収集や提供とともに，

生涯学習センターの情報共有を行い，学習相談の充実に努める。 

エ 地域社会を支える人材育成と学習成果の活用の促進 

市民の地域に根差した学習活動を推進するため，各種ボランティア等の養成を推進するな

ど，地域で活躍できる「人づくり」の充実を図るとともに，地域に目を向け，地域のもつ魅

力や課題に気づくきっかけとする講座の充実に努める。また，学んだ人材が学習成果や経験

を活かせるような機会と場の提供に努める。 
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○ 平成２７年度生涯学習センター事業運営の考え方 

 

（１）基本的な考え方 

近年における，尐子超高齢・人口減尐社会の到来や都市化・核家族化の進行などにより，

家庭・地域の教育力の低下や住民のコミュニティ意識や連帯感の希薄化，青尐年層の自立

意欲の減退など，人づくりやまちづくりにおける課題が顕在化してきている一方，団塊の

世代の地域活動が活発化してきており，これからの地域を支える新たな担い手として期待

されるなど，本市を取り巻く社会環境は大きく変化している。 

また，東日本大震災の経験を通じて再認識された，自ら考え行動する力の重要性や，地

域の絆や人と人とのつながりの重要性を踏まえ，個々人が積極的に社会に参画し，他者と

協働しながら，主体的に「互助・共助」による活力ある地域づくりに貢献していこうとす

る気運の高まりが見られる。こうした気運を持続的なものとし，地域住民の協働による地

域課題の解決や地域の活性化など，地域づくりの取組を促進するためには，個人の自立に

向けた学習や，絆づくり・地域づくりにつながる事業の充実に取り組んでいく必要がある。 

こうしたことから，生涯学習センターにおいては，第２次宇都宮市地域教育推進計画に

掲げる基本理念である「学びを通して，豊かな人間性と人と人との絆を育み，地域ぐるみ

により，教育活動やまちづくりを支える社会を実現する。」ために，地域を支える市民一

人ひとりが自己の自立と社会の一員であることを意識し，社会参加への意欲を高めるよう

な事業や学んだ成果を地域につなぐきっかけとなる事業運営に取り組んでいく。 

 

（２）重点項目 

ア 人間力の向上に資する事業の充実 

激しく変化する社会の中で，市民一人ひとりが心豊かに生活できるよう，学ぶこと

の喜びや仲間づくりにつながる趣味・教養的な講座を実施するとともに，引き続き地

域課題や生活課題に対応する講座の拡充を図る。 

また，平成２６年１０月に，本市の「社会教育委員の会議」から『「社会の要請」

と求められる学習について』として提言がなされた，「超高齢社会」や「子育て・子

育ち環境の変容」，「規範意識・社会性の低下」などの早急に対応すべき課題に対し，

関係部局や関係機関等との連携を図りながら，講座として着実に展開していく。 

※『「社会の要請」と求められる学習について（平成２６年１０月）』…３ページ 

 

イ 家庭・地域の教育力の向上に資する事業の充実 

「人づくり」の基本となる家庭と地域の教育力の向上を図るため，家庭や親の役割

や責任，子どもとの関わり方などについて保護者の気づきを促す講座や子育ての知識

や技術を身につけるための講座などを実施する。実施にあたっては子育て中の親の仲

間づくりにつながるよう，参加交流機会の充実に努める。 

また，地域ぐるみで子どもを育てる意識の醸成を図るとともに，学校や企業など，

地域を構成する各主体とのより一層の連携・協力を図り，家庭と地域が抱える課題の

解決に資する事業の充実に努める。 

資料６ 
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ウ 学習情報拠点としての充実 

市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民ニーズに的確に対

応するため，生涯学習センターは地域の学習情報の拠点として，積極的な情報収集や

提供とともに生涯学習センターの情報共有を行い，学習相談の充実に努める。 

また，平成２６年度にリニューアルした「宇都宮市生涯学習情報提供システム」（通

称「マナビス」）を有効活用し，より充実した学習情報の提供に努める。 

 

エ 地域社会を支える人材育成と学習成果の活用の促進 

市民の地域に根差した学習活動を推進するため，各種ボランティア等の養成を推進

するなど，地域で活躍できる「人づくり」の充実を図るとともに，地域に目を向け，

地域のもつ魅力や課題に気づくきっかけとする「地域学講座」の実施・充実に努める。 

また，学んだ人材が学習成果や経験を活かせるような機会と場の提供に努めるとと

もに，マナビスに新たに搭載する「人材バンク」機能を効果的・有効的に活用し，地

域住民同士や関係団体等をつなぐネットワークシステムの構築に努める。 
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 提 言 書  

「社会の要請」と 

求められる学習について 
                  平成２６年１０月 

                                     宇都宮市社会教育委員の会議

 
提言にあたり 

 

我々を取り巻く社会環境は，長期にわたる人口減尐局面を迎えており，今後，高齢化率の増加や生産

年齢人口割合の減尐など，尐子・超高齢社会への著しい変容が見込まれている。経済環境については，

政府は日本経済の持続的な成長を確固たるものにすべく，平成２６年６月に『「日本再興戦略」改訂 2014』

を閣議決定し，企業の収益水準・生産性の向上や女性のさらなる活躍促進などに断固たる決意で取り組

んでいるところである。このような中，新興国における産業基盤の蓄積に伴う国内産業の競争力の低下，

非正規雇用比率の増加に伴うワーキングプアといわれる若者の増加，消費税率の引き上げに伴う個人消

費の反落など，持続的経済成長社会の実現を期待しているにもかかわらず，不安的要素も払拭できない

状況である。 

 

宇都宮市においても，総人口は平成２９年にピークを迎えた後，人口減尐に転ずるものと予測されて

おり，平成４２年には，６５歳以上の高齢者の割合が２９％に達する見通しとなっている。行政では，

このような人口減尐時代の到来を見据えた上で「第５次宇都宮市総合計画」を策定し，「みんなが幸せ

に暮らせるまち」「みんなに選ばれるまち」「持続的に発展できるまち」の実現をまちづくりの目標とし

て掲げ，魅力あふれる宇都宮の構築に向けて取り組んでいる。 

 

我々は，宇都宮市の社会教育委員として，こうした社会・経済環境の変化を踏まえながら，一人ひと

りが豊かな人生を送れる社会を構築するためには，社会教育・生涯学習の振興を通じた「人づくり」が

緊要であると考えている。 

社会教育・生涯学習の振興を通じた「人づくり」とは，「社会の多様性を尊重しつつ，幅広い知識や

柔軟な思考力，課題を解決する力（自立した個人としての力）」とともに「社会性や公共性，豊かな人

間性など，個々人が社会の中で他者と連携・協働しながら様々な課題や問題を乗り越えていく力（社会

を構成し，運営する力）」の養成である。 

 

これらの「人づくり」を，迅速かつ的確・着実に推進するためには，多くの市民が解決していかなけ

ればならない社会的課題や，それらを解決する上で必要な学習について，教育行政に携わる社会教育委

員として，それぞれの立場から議論・検討し，方向性を導くことに，大きな意義があると考えている。 

このようなことから，社会教育委員の総意として，本市において可及的速やかに取り組むべき学習課

題，いわゆる『「社会の要請」と求められる学習について』ここに提言する。 
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〔提 言〕 

 

１ 「社会の要請」の高まり 

 近年の社会・経済環境の変化を背景として，特に以下に述べるような課題において早急な対応が

必要である。 

⑴ 「超高齢社会」への対応 

急激な高齢化の進展の影響は，医療や介護，年金等の社会保障制度の対応が大きな課題である

だけでなく，高齢世帯の増加や高齢者の一人暮らしによる社会的孤立，活躍場所の不足など，地

域社会における身近な課題としてあらわれている。 

⑵ 「子育て・子育ち環境の変容」への対応  

尐子化や核家族化，また高度情報化などの社会状況が，地域社会などにおける子どもの育ちを

めぐる環境や，家庭における子育て環境を変化させている。また，これにより，子ども同士が遊

びに集中し，互いに影響しあって活動する機会の減尐など，人間関係の希薄化や体験活動の不足

により，自立意欲や社会適応力に欠ける青尐年の増加が懸念される。 

⑶ 「格差社会」や「勤労観の変容」への対応  

家庭の社会経済的背景が，その後の就労をはじめとした「格差」や「貧困」などにもつながる

との指摘がされており，子どもの将来や老後の生活に不安や孤立を感じ，悩みを抱える家庭が増

えている。また，雇用情勢の変化の影響が，若者の勤労意欲や社会の活力低下につながることが

問題となっている。 

⑷ 「規範意識・社会性の低下」への対応  

家族形態の変容や都市化，情報化の急速な進展，価値観やライフスタイルの多様化を背景とし

て，近所づきあいなどの住民同士の交流に対する意識が希薄になっている。また，これにより，

地域における歴史・文化の継承の途絶や，地域社会における規範意識の低下が問題となっている。 

⑸ 「地域コミュニティの変容」への対応  

地域における人のつながりや連帯感，支え合いの意識の希薄化は，地域コミュニティにおける

互助・共助機能の低下を招くだけでなく，若い世代の地域活動への参加率低下や多様化する地域

の課題に関心を持たない，積極的に関わろうとしない大人の増加など，地域コミュニティの自治

機能を衰退させる原因となっている。 

 

２ 必要とされる学習 

これらの課題に対して，必要とされる学習は以下のとおりである。 

※（  ）は関係する課題 

⑴ 子ども・青少年に関わる課題に対する学習 

  多様な体験活動  

（「子育て・子育ち環境の変容」，「規範意識・社会性の低下」） 

子ども・青尐年においては，様々な学習を積み重ね，多くの人との出会いを通して，成人とし

ての自己を築く時期であり，学校，家庭，地域が相互に連携・協力し，ボランティア活動や体験

活動，世代間交流の促進など，子どもたちが社会に関わる多様な体験活動の機会を創出していく

ことが必要である。 
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こうした課題に対する学習において最も大切なことは，人間同士の直接の触れ合いである。

実社会においては，生活体験・社会体験・自然体験などのあらゆる場面における直接体験こそ

が重要であるとともに，体験活動を通して「思いやり」や「礼儀正しさ」など，日本人が古来

大切にしてきた規範意識や道徳心の醸成も図っていく必要がある。 

 職業観・勤労観の醸成  

（「格差社会」や「勤労観の変容」） 

青尐年が職業に就き，社会経済的に自立することは，社会を生き抜く上での基盤であるとと

もに，社会にとっても持続的な発展を続ける上で欠かせないものである。雇用情勢が不安定と

なる中，行政においては，学校や企業など多様な機関と連携を図りながら，青尐年の職業観・

勤労観の育成や職業に関する知識・技術等の習得を支援することが必要である。 

 

⑵ 成人に関わる課題に対する学習 

 子育て支援，家庭教育支援  

（「子育て・子育ち環境の変容」，「格差社会」や「勤労観の変容」） 

格差の進行や貧困など，家庭を巡る状況の変化は，個々の家庭の頑張りや努力だけでは対応

が難しい社会的問題となっており，こうした課題にあたっては，行政においては，教育分野と

福祉・労働・保健等の各分野が連携・協力し，親子の育ちを一層支援していくことが必要であ

る。 

  大人の道徳観の醸成  

（「規範意識・社会性の低下」，「地域コミュニティの変容」） 

周囲の人や地域とのつながりを持たない大人が増加しており，大人自身の気づきや意識の変

容が必要である。地域社会を構成する一員としての責任や役割を自覚し，子どもや他の大人の

模範となれるよう，モラルやマナーなど規範意識を高めるとともに，道徳観の醸成を図る取組

を一層推進していくことが必要である。 

 

⑶ 高齢者に関わる課題に対する学習 

  豊かな人生に向けた多様な学習の提供  

（「超高齢社会」） 

高齢者がリタイア後の人生を明るく安心して生活するためには，健康で生きがいのある生活

と地域社会との関わりが必要である。こうしたことから，高齢者に対する学習については，生

涯学習センターなどの地域の様々な関連施設が，コミュニティビジネスを含めた高齢者の生き

がいの創出につながる講座や，近年大きな問題となっている高齢者を狙った特殊詐欺に関する

講座など，多様な学習プログラムを企画・提供することが必要である。 

高齢者の学習については，身体的事由や意欲の低下など，学習活動の参加が困難な場合もあ

ることから，積極的な学習機会の提供や学習者の興味・関心を呼び起こすための啓発活動など，

きめ細かい配慮や工夫が必要である。 
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⑷ 地域住民に関わる課題に対する学習 

  地域コミュニティの強化  

（「超高齢社会」，「規範意識・社会性の低下」，「地域コミュニティの変容」） 

生活環境の整備や防犯・防災など，個人の力では解決できない様々な地域の課題に対応

していくためには，日頃から地域の住民同士がつながりを持ち支え合い，助け合う「互助」・

「共助」の関係のある地域コミュニティの構築が必要である。特に，超高齢社会の到来に

より，地域コミュニティの役割や期待は益々高まってきており，地域における様々な課題

の解決を目的としてコミュニティが結びつき，多様性のある地域コミュニティの形成が必

要である。 

行き過ぎた個人主義の風潮や社会全体のつながりの希薄化等が問題となっている近年に

おいては，郷土愛の醸成や地域学講座など，今一度住民が地域に目を向け，地域と向かい

合うことができる取組を通して，地域コミュニティの強化を図ることが必要である。 

 

３ おわりに 

 この提言は，冒頭でも述べたように，社会教育・生涯学習の振興を通じたこれからの人づくり

を推進していく上で解決していかなければならない社会的課題や，必要な学習について議論・検

討し，とりまとめたものである。 

 人づくりにおいては，教育委員会に限らず，市役所の他部局や関係機関などにおいても様々な

取組が展開されており，それらの連携・協働は相当に進んでいるものの，急速な社会・経済環境

の変化における社会的課題の解決に向けた，多様な主体との連携・協働は，必ずしも十分に進ん

でいるとは言い難い状況であると考えている。 

 今後，社会教育行政が，社会教育・生涯学習の役割を各地域において目に見える形で示してい

くためには，地域住民の絆の構築，地域コミュニティの形成，地域課題の解決といった地域の総

合的な課題に対応できるよう，地域の多様な主体との連携・協働によるネットワークの構築を一

層推進していくことが必要であり，行政においては，本提言を踏まえ関係部局が連携し，効果的

な取組が推進されることを期待し，提言するものである。 

 

宇都宮市社会教育委員 

上 野 修 一，吉 田 治，宇 賀 神 貴，勝 田 健 一，刀 川 啓 一， 

伊 藤 三 千 代，今 井 政 範，小 池 操 子，福 田 治 久，廣 瀬 隆 人， 

櫛 渕 澄 江，河 田 隆，坂 本 宏 夫，佐 々 木 一 隆，荻 野 久 一， 

山 尾 貴 則，橋 本 裕 文，髙 橋 美 幸，清 島 康 伸，小 平 美 智 雄 

（順不同） 
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○ 生涯学習センター（平成２７年度基本方針・重点事業・事業計画） 

 

（１）中央生涯学習センター 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 平成２７年度 中央生涯学習センター基本方針 

中央地区における生涯学習および市民活動の拠点として，多様な学習活動

やまちづくり活動を支援するとともに，個々人が持つ知識や能力を地域・社

会に還元できる機会や場の提供に努める。 

（ア）市民ニーズや社会情勢に対応した魅力ある学習機会の提供に努める。特

に，個人に委ねられがちな青年教育の充実と親学の向上に努める。 

（イ）コーディネーターへの活動の機会や場の提供を行い，人材活用に努め  

る。 

（ウ）所管する８地域のそれぞれの特性に応じた生涯学習講座の支援を通して，

まちづくり活動を担う人材を発掘し，その育成や活用に努める。 

    

 
 
 
 
 
 
 
 

所 在 地 宇都宮市中央 1 丁目 1 番 13 号 

電話番号 028-632-6331 

ファクス 028-639-7579 

開  設 昭和４４年 ４月 １日 

対象区域 市域全体及び中央・東・西・簗

瀬・西原・昭和・錦・宮の原小

学校の各通学区域 

構 造  ＲＣ造６階建 

敷地面積 2613.54 ㎡ 

延床面積 3521.57 ㎡ 

建築年月日 昭和５５年８月２０日 

駐車場台数  ２４台 

（うち身障者用） ６台 
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事業名 内容 対象 時期 回数

◎若者ナイト・セミナー 青年層を対象に，社会生活や仕事のうえで役立つ知識や教養を身
に付ける学習機会を提供し，社会で活躍する青年の増加を目指
す。（体験活動の導入）

市内在住・在学・在勤の
青年（18歳～35歳程度）

9月～ 6回

金曜まなび塾 行政各課や市民との連携，協力により，各課，団体が实施する幅広
い分野等，市政及び身近な問題への理解を深める学習機会を提
供することにより，生涯学習の推進を図る。
（時事問題をテーマにした回の設置）

市内在住・在勤の一般
成人

7月～ 11回

市民企画運営講座１ 市内在住・在勤の一般
成人

未定 6回

市民企画運営講座２ 市内在住・在勤の一般
成人

未定 6回

子育て広場 子育ての学習やレクリェーションを通して親子のふれあいを深めると
ともに，仲間づくりや情報交換の場として親子同士の交流を育む。
また，子育て相談の機会を提供する。
（父親も参加しやすい環境の整備）

乳幼児（0～6歳）とその
保護者

5月～ 11回

親と子のワクワク体験講座 親が子どもと一緒に体験や活動することを通して，子どもの成長を
感じ，理解を深めるとともに，他の親子との交流を図りながら，仲間
づくりや情報交換する機会を提供する。
（实験学習やアウトドア活動の導入）

市内在住の小学生とそ
の保護者

7月～ 5回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民
ニーズに的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学
習関連情報を収集するとともに，その情報を市民に提供する。
また，生涯学習サークルや地域活動団体などの活動成果を発表す
る場として，無料展示スペースを提供する。

全市民 通年 随時

学習相談・地域支援 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談
者の活動の質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の支援を
行う。
魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組
む団体の活動支援を行っていく。

通年 随時

地域応援講座 地域の实情に沿った講座を地域コミュニティセンターで開催するこ
とで，地域住民が地域活動に関心を持つきっかけづくりとする。（講
座回数の増加）

所管する８地域内の一
般成人

未定 16回

中央生涯学習センター
文化祭

中央生涯学習センターを利用する文化団体の相互交流を図り，日
ごろの学習成果を発表することにより，参加者のみでなく一般市民
へ広く周知するとともに，生涯学習を推進する機会とする。また，担
当の地域コミュニティセンターで活動する団体へも参加を促し，交
流を図る。

中央生涯学習センター
利用団体，地域コミュニ
ティセンター利用団体及
び一般市民

10月 1回

成人式 新成人が地域の人とともに成人式を作り上げることにより，地域社会
の一員としての自覚や，地域に育てられたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，成人教育の第一歩として，新成人が地域の
人から学べる場，地域へ繋がる場として教育的意義のある事業とし
て開催する。

新成人 1月 1日

②家庭・地域
の教育力の向
上に資する事
業の充实

③学習情報拠
点としての充
实

④地域社会を
支える人材育
成と学習成果
の活用の促進

家庭教育

情報収集・提供

学習相談・地域支援

地域における学習活動の推進

イ　平成２７年度　中央生涯学習センター事業計画

事業区分 事　業　の　概　要

中央生涯学習センターに登録している生涯学習コーディネーター
が企画から实施まで運営全般を担う機会と場を提供する。（講座回
数の増加）

成人教育

事業名に◎が付いているものは平成２７年度重点事業

青尐年教育

重点項目

①人間力の向
上に資する事
業の充实
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（２）東生涯学習センター 

 

                      所 在 地 宇都宮市中今泉 3丁目 5番

１                          1号 

                      電話番号 028-638-5782 

ファクス 028-638-1171 

 
                      開  設 昭和５３年 ４月 １日 

                      移  転 平成２２年 ４月 １日 

                      対象区域 今泉・峰・泉が丘・石井・

御幸・                        御幸・城東・陽東・御幸が                                                            

原小学校の 各通学区域 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 平成２７年度 東生涯学習センター基本方針 

生涯にわたり自分にあった学習活動が行えるよう東部地区における生涯学習の拠点と 

して市民の学習活動の支援をするとともに，地域全体の社会教育やまちづくり等市民が

学習成果を地域社会に還元できる事業を推進する。 

（ア）多様な市民ニーズや様々な社会情勢，課題に対応した魅力ある事業の展開を図る。 

（イ）コーディネーターや地域ボランティアへの活動の機会・場の提供を行い，地域の自 

   主的な学習と教育力の向上を目指す。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原小学校の各通学区域 

構 造  ＲＣ造３階建 

敷地面積 9025.79 ㎡ 

延床面積 2822.46 ㎡ 

建築年月日 平成４年６月１日 

駐車場台数  ２１５台 

（うち身障者用） ７台 
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事業名 内容 対象 時期 回数

青尐年教育

子ども国際理解サマース
クール

外国人と身近に接する参加型の学習を通して，「国際理解・協力」
の力を養う。宇都宮大学国際学部との連携による事業。

市内在住の小学4年生
～6年生（30名）

8月 2回

◎高齢者現代セミナー「東
雲塾」

1．高齢者の社会的能力を高め,明るく健康で充实した生活を送るこ
とができるよう歴史や文化を学び，軽体操，レクリエーションなどを
体験する。
2．身近な地域の人材を活用することにより，地域に対する理解を深
め，郷土愛の醸成を図る。

市内在住・在勤の65歳
以上の方

通年 8回

ふれあい塾 生涯学習コーディネーターが企画･運営する講座。
受講生同士の話し合いの場を設け，”聴く，見る学習の場”から”話
し合う学習の場”を目指す。（「住み慣れた地域で最期まで自分らし
く生活するためには」「二宮尊徳」等のテーマについて，講義や意
見交換を行う。

市内在住・在勤の20歳
以上の方

通年 8回

◎すくすく子育て 乳幼児の大切な時期に親子のスキンシップを図ると共に，子育ての
学習やレクリエーションを通して,受講生同士の交流を深める。（リト
ミック・キッズダンス等）　また，子育ての悩み，相談や,子育てに関
する知識を身に付ける機会を提供する。
（対象を年齢で分けるなど，多数の参加者への対応）

１～2歳児とその保護者
(40組)
2～3歳児とその保護者
（40組）

５月～９
月
10月～
　　　２月

5回
6回

親子でDoing（親子ﾁｬﾚﾝ
ｼﾞ）

親子のスキンシップや会話，工作や体験を通して，ものづくりについ
て学ぶ。また，参加者相互の情報交換や仲間づくり等の交流の機
会をつくる。

小学3年生とその保護者
（50名）

５月～８
月

6回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民
ニーズに的確に対応するため，収集した生涯学習関連情報を市民
に提供していく。

全市民 通年 随時

学習相談・地域支援 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談
者の活動の質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助け
などを行う。
魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組
む団体の活動支援を行っていく。

通年 随時

東生涯学習センター
文化祭

東生涯学習センター及び地域コミュニティセンター登録団体に学
習成果発表の場を提供することにより，学習者同士の親睦を図り，
仲間づくりを進め，さらに質の高い生涯学習活動を推進する。

東生涯学習センター登
録団体及び一般（地域
住民）

10月 1回

成人式 新成人が地域の人とともに成人式を作り上げることにより，地域社会
の一員としての自覚や，地域に育てられたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，成人教育の第一歩として，新成人が地域の
人から学べる場，地域へ繋がる場として教育的意義のある事業とし
て開催する。

新成人 1月 1日

イ　平成２７年度　東生涯学習センター事業計画

事業区分 事　業　の　概　要

成人教育

事業名に◎が付いているものは平成２７年度重点事業

家庭教育

情報収集・提供

学習相談・地域支援

地域における学習活動の推進

重点項目

①人間力の向
上に資する事
業の充实

②家庭・地域
の教育力の向
上に資する事
業の充实

③学習情報拠
点としての充
实

④地域社会を
支える人材育
成と学習成果
の活用の促進
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（３）西生涯学習センター 

 

                      所 在 地 宇都宮市西一の沢町 17 番

32号 

                      電話番号 028-648-7480 

ファクス 028-648-8241                       

                      開  設 昭和５９年 ４月 １日 

                      対象区域 富士見・桜小学校の各通学

区域及び明保小学校通学

区域のうち鶴田町の区域 

 

                           

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア 平成２７年度 西生涯学習センター基本方針 

平成２７年度生涯学習センター事業運営の考え方に基づき，市民一人ひとりが自己 

野の自立と社会の一員であることを意識し，社会参加への意欲を高め，学んだ成果

を地域につなぐきっかけとなるよう，個人の要望と社会の要請に応える事業のバラ

ンスに配慮しながら，地域特性を踏まえた多様な事業を推進する。 

（ア）人間力の向上に資するため，社会生活において,市民が心豊かに生活できるよう

な趣味・教養的講座や個人の自立を促すための生活に役立つ講座・青尐年育成講座

を実施する。 

（イ）家庭と地域の教育力の向上に資するため，地域団体等との連携を図り,子育てへ

の保護者の気づきを促しながら，知識や技術を習得でき，親子の触れ合いや親同士

の交流の機会を充実させた講座を実施する。 

（ウ）地域社会を支える人材育成と学習成果の活用の促進を図るため，地域の人的資源

（講師）と共に，地域に出かけることなどを通し，地域の持つ魅力や課題に気付く

きっかけとする講座を実施する。また，学んだ人材が学習成果や経験を活かせるよ

うな機会と場を提供する。 

 

 
               

構 造  ＲＣ造２階建 

敷地面積 2821.81 ㎡ 

延床面積 758.52 ㎡ 

建築年月日 昭和５８年１２月１０日 

駐車場台数   ３２台 

（うち身障者用） １台 
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事業名 内容 対象 時期 回数

青尐年教育

夏休みチャレンジ教室 夏休みを利用して様々な学習や体験を通じて，創造性や
思考力を培うとともに，仲間との交流を深める。

小学校４年生～6年生
（市内小学校在学）

7月～8月 5回

ｼﾆｱいきいきｱﾝﾁｴｲｼﾞﾝｸﾞ
（市民運営講座）

いつまでも元気で，脳と体と心に若さを保ち，毎日をいきい
きと過ごすための实習・学習を行うとともに受講者同士の交
流を深める。

50歳以上の方
（市内在住・通勤）

5月～12月 8回

西楽アカデミー 生きがい学習や健康についてなど現代の生活に必要な知
識の向上に関する学習を行なうとともに，受講者同士の交
流を深める。

成人
（市内在住・通勤）

６月～２月 10回

宇都宮再発見！
～故郷ゆかりの文学（詩
歌）から学ぶ宮の魅力～

宇都宮にゆかりある人物の文学（和歌・短歌・川柳・童謡な
ど）を学習・实習しながら故郷や地域の歴史・文化の魅力に
あらためて気づくことに繋げるために实施する。

成人
（市内在住・通勤）

６月～11月 6回

◎ナルホド！知っ得！
　　　くらしの講座

急激な高齢化の進展の影響による地域社会における身近
な課題に対する解決方法を探り，日常生活全般に役立つ
知識や技術を習得することにより，より心豊かで充实した生
活を送ることができるために实施する。

成人
（市内在住・通勤）

6月～12月 6回

すくすく子育て講座 子育ての学習やレクリエーションを通して親子のふれあい
を深め，仲間づくりや子育ての情報交換の場となるよう子育
てを支援する。

1歳～3歳の幼児
とその保護者
（市内在住）

６月～１月 ７回

親子でＧＯ！ 様々な体験を通し親子の絆を深めながら，子供の心を育む
ために役立つ知識や技術を学習・習得することにより家庭
の教育力向上を図る。

小学校１年生～３年生
とその保護者
（市内在住・通学）

５月～９月 ５回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対
する市民ニーズに的確に対応するため，収集した生涯学
習関連情報を市民に提供していく。

全市民 通年 随時

学習相談・地域支援 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げ
や相談者の活動の質の向上，学習活動中の問題や悩みの
解決の手助けなどを行う。
魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に
取り組む団体の活動支援を行っていく。

通年 随時

西生涯学習センター
文化祭

西生涯学習センター利用者などの各種団体や地域・学校・
企業が一体となって事業を展開することにより，特色ある地
域文化の向上ならびに生涯学習の推進，地域住民の連帯
意識の高揚を図ることを目的とする。

西生涯学習センター
利用者及び一般市民

10月～11月 １回

成人式 新成人が地域の人とともに成人式を作り上げることにより，
地域社会の一員としての自覚や，地域に育てられたことに
感謝の気持ちを持てるようにするとともに，成人教育の第一
歩として，新成人が地域の人から学べる場，地域へ繋がる
場として教育的意義のある事業として開催する。

新成人 1月  1日

地域における学習活動の推進

重点項目

①人間力の向
上に資する事
業の充实

②家庭・地域
の教育力の向
上に資する事
業の充实

③学習情報拠
点としての充
实

④地域社会を
支える人材育
成と学習成果
の活用の促進

事業区分

成人教育

家庭教育

情報収集・提供

学習相談・地域支援

事　業　の　概　要

イ　平成２７年度　西生涯学習センター事業計画

事業名に◎が付いているものは平成２７年度重点事業
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（４）南生涯学習センター 

 

                     

所 在 地 宇都宮市江曽島 2丁目 4番 23号 

                    電話番号 028-645-0006 

ファクス 028-659-9953 

 

                    開  設 昭和４６年 ４月 １日 

                    対象区域 陽南・陽光・緑が丘小学校の各 

通学区域 

五代・新田・姿川第一 

小学校の各通学区域の一部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア 平成２７年度 南生涯学習センター基本方針 

「平成２７年度生涯学習センター事業運営の考え方」に基づき，地域住民の生涯学習ニ

ーズに応じた学習支援や地域の学習拠点としての充实を図る。 

また，自立した個人の養成や高齢者の身近な学習の場として，生きがい創出につながる

講座など豊かな人生を送るための多様な学習の提供に努めるとともに，地域の課題解決に

向けた活動を支援する事業に取り組む。 

また，センター利用者やボランティアの活動を支援し，学習成果や経験を活かせるような

機会と場の提供に努める。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構 造  ＲＣ造２階建 

敷地面積 4266.74 ㎡ 

延床面積 1013.17 ㎡ 

建築年月日 平成９年９月１０日 

駐車場台数   ６７台 

（うち身障者用） ２台 
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事業名 内容 対象 時期 回数

青尐年教育

母の日・父の日応援講座
（新規）

家族でのイベントのきっかけづくりや親子での实習体験を通して，
家族の絆を深めるとともに，両親への感謝の気持ちや家族を大切
に思う子どもの心を育む。

小学校とその親 ５・６月 ２回

夏祭り応援講座
（新規）

日本の文化を再認識し，伝統を大切にする心や季節を楽しむ心を
育み，情緒ある心豊な青尐年の育成を図る。

小学校５年生～高校生 ７月 1回

シニアセミナー南悠塾 日常生活で役立つ知識を身に着け，生きがいをもった生き方を学
び，健康でこころ豊かな生活を送り，人としての尊厳を認め合い自
立して生きていく力を養う。

60歳以上の市民
６０名

６～１２月 ７回

女子力アップ応援講座
（新規）

家事や子育てで忙しい女性が自分自身を見直し，心と体のバランス
を整え，いろどりある豊かな生活を送るうえでの情報・知識・体験を
提供する。

30歳代～50歳代までの
女性
１５名

８月～９月 ４回

市民運営講座
～宇都宮ゆかりの小倉百
人一首～
（新規）

百人一首の成立ちとの宇都宮の関わりを学び，知識を深め，かるた
取りを体験し，小倉百人一首への理解を深める。

20歳以上の市民
３０名

６月～８月 3回

市民運営講座
～男の料理教室Ⅷ～

男性の料理を通じた，仲間づくりと生涯学習への動機づけを図る。 成人男性
２５名

１０月～２
月

5回

すくすく子育て応援講座 ふれあいやものづくりを通して親子の絆を深め，生き生きとした親子
関係を育み，子育て世代の仲間づくりのきっかけとする。

2歳～３歳の子どもとその
親
１５組

８月～１０
月

5回

初めて育児応援講座 初めての子どもを持つ親を対象に，親子の触れ合いを深めて，同じ
立場にいる親同士が育児の悩みや楽しさを分かち合いながら仲間
づくりやお互いの交流を図る。

2歳までの初めての子ど
もとその親
１５組

６月～７月 ３回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民
ニーズに的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学
習関連情報を収集するとともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談・地域支援 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談
者の活動の質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助け
などを行う。
魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組
む団体の活動支援を行っていく。

全市民 通年 随時

イ　平成２７年度　南生涯学習センター事業計画

事業名に◎が付いているものは平成２７年度重点事業

事業区分

成人教育

事　業　の　概　要
重点項目

学習相談・地域支援

情報収集・提供

①人間力の向
上に資する事
業の充実

②家庭・地域
の教育力の向
上に資する事
業の充実

③学習情報拠
点としての充
実

家庭教育
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事業名 内容 対象 時期 回数

◎絆再生塾 地域の力や絆の大切さに気づくことを目的として，各々の持つ能力
や経験を活かし，地域に根ざした活動を行うきっかけ作りや实践力
を養う。

20歳以上の市民
１５名

８月～１２
月

５回

図書ボランティア養成講座
（新規）

本の読みきかせや図書の整理を学ぶほか，本を通した子供との交
流などを体験し，図書ボランティアとして本の魅力や読書の楽しさを
伝えられる人材を育成する。

20歳以上の市民
１０名

１１月～１
２月

 ３回

南生涯学習センター
文化祭

地域住民やセンター利用者が一致協力して，関連事業を展開する
ことにより，特色ある地域文化の・発展並びに生涯学習の理解と推
進，地域住民の連帯意識の向上を図る。

南生涯学習センター利
用団体及び一般市民

１１月８，
９，１５日

１回

成人式 新成人が地域の人とともに成人式を作り上げることにより，地域社会
の一員としての自覚や，地域に育てられたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，成人教育の第一歩として，新成人が地域の
人から学べる場，地域へ繋がる場として教育的意義のある事業とし
て開催する。

新成人 １月１０日  1日

事業区分 事　業　の　概　要
重点項目

地域における学習活動の推進④地域社会を
支える人材育
成と学習成果
の活用の促進
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（５）北生涯学習センター 

 

                      所 在 地 宇都宮市若草 3 丁目 12 番

25号 

                      電話番号 028-621-7745 

ファクス 028-622-7093 

                       

                      開  設 昭和５７年 ４月 １日 

                      対象区域 戸祭・細谷・宝木・西が岡・ 

                          上戸祭小学校の各通学区域 

                            

                           

                           

                           

 

 
 
 
 
 

ア 平成２７年度 北生涯学習センター基本方針 

急激に社会環境が変化する現代において，学びを通して豊かな人間性を育むととも

に，人と人との絆を深め，住みよい地域社会づくりを推進するため，人間力の向上や

家庭・地域の教育力の向上に資する事業に取り組んでいく。 

（ア）人間力の向上に資するため，学ぶことの喜びや仲間づくりにつなげるための趣

味・教養的な講座や社会の要請に対応した講座を開催し，個人の資質の向上を図る。 

（イ）家庭と地域の教育力の向上に資するため，「人づくり」の基本となる家庭教育の

充実を支援する講座を開催するとともに，地域ぐるみで子どもを育てる意識の醸成

を図るため，地域を構成する各主体との一層の連携協力を図る。 

（ウ）地域社会を支える人材育成と学習成果の活用の促進に資するため，青尐年リーダ

ーの育成や地域学等の講座を開催するとともに，学んだ成果や経験を生かせるよう

な場の提供に努め，地域の人的資源の育成を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

構 造  ＲＣ造２階建 

敷地面積 1616.57 ㎡ 

延床面積 756.00 ㎡ 

建築年月日 昭和５６年１２月１０日 

駐車場台数   ４１台 

（うち身障者用） １台 
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事業名 内容 対象 時期 回数

青尐年教育

青尐年リーダー養成講座 企業等の活動を学ぶことを通して職業観を養うとともに，協調性・た
くましさ・思いやりのある心豊かな人間性や社会性を育み，次世代
を担う地域のリーダーとしての資質を養う。

小学4年～6年 8月 1回

子ども映画鑑賞と昔遊び
体験講座

映像からの学びとともに，普段体験できない昔遊びを体験すること
で子供たちの情操教育を図る。さらに，センターを地域の身近な施
設として感じてもらうきっかけとする。

小学1年～3年 ７月 １回

北洲塾 環境・健康・地域・生活等について知識を深め，学んだことを家庭
や地域に生かすとともに，地域社会への参加の輪を広げていく。

一般成人 5月～11
月

10回

市民運営講座
「ランチでコミュケーション」

子育て中のママが，簡単でおしゃれな料理を作り，食事や会話を楽
しむことでコミュニケーション能力を養うとともに，仲間づくりのきっか
けとする。

第1回：乳幼児を持つマ
マ
第2回：一般成人
第3回：未定

10月～11
月

３回

聴いて読む名作ＰＡＲＴ５ 文学作品を講師の朗読で鑑賞し，作品をより深く味わうとともに，心
豊かな人生につながるよう新たな感じ方・捉え方を学ぶ。

一般成人 10月～11
月

3回

◎新・家族応援講座 乳幼児の家庭の教育の在り方について，専門的知識を有する講師
の指導を受けながら学ぶ。主として子供の発達課題と生活経験，小
学校入学前までに家庭で行わなければならない躾や教育について
学ぶ。

未就学児を持つ親
（父母単独参加も可）

6月～7月 5回

親子でチャレンジ 親子で行うゲームや料理を通して主体的に行動する力を育む。ま
た，参加者同士のふれあい・親子の絆を深める。

小学1年～3年と親 7月～8月 3回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民
ニーズに的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学
習関連情報を収集するとともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談・地域支援 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談
者の活動の質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助け
などを行う。
魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組
む団体の活動支援を行っていく。

全市民 通年 随時

◎地域を学ぶ「宝木・細
谷・戸祭地区のあゆみを知
ろう」

生活する最も身近な地域の歴史，地理，自然，文化等の魅力を学
び，地域の現状を理解するとともに課題を認識し，その地域課題に
対して何らかの一歩を踏み出せるきっかけとする。

一般成人 9月～11
月

4回

北生涯学習センター
文化祭

センター利用団体及び管内地域で活動するグループの学習成果
の発表をする。

北生涯学習センター利
用団体及び一般市民

 9月 1回

成人式 新成人が地域の人とともに成人式を作り上げることにより，地域社会
の一員としての自覚や，地域に育てられたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，成人教育の第一歩として，新成人が地域の
人から学べる場，地域へ繋がる場として教育的意義のある事業とし
て開催する。

新成人 1月 1日

情報収集・提供

学習相談・地域支援

地域における学習活動の推進

重点項目

①人間力の向
上に資する事
業の充实

②家庭・地域
の教育力の向
上に資する事
業の充实

③学習情報拠
点としての充
实

④地域社会を
支える人材育
成と学習成果
の活用の促進

イ　平成２７年度　北生涯学習センター事業計画

事業名に◎が付いているものは平成２７年度新規事業

事業区分 事　業　の　概　要

成人教育

家庭教育
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（６）平石生涯学習センター 

所 在 地 宇都宮市下平出町 158番地１ 

電話番号 028-660-1964 

ファクス 028-689-2814 

 

開  設 昭和２５年 １月２６日 

施設複合化 平成１４年 ６月２４日 

対象区域 平石中央・平石北小学校 

の各通学区域 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア 平成２７年度 平石生涯学習センター基本方針 

まちづくり協議会をはじめとする地域の方々と連携し，様々な体験や子どもから

高齢者に至るまでの幅広い世代間の交流を通して，ハード・ソフト両面における地

域資源の再発見，地域活動への関心の喚起，リーダーとなるべき地域人材の育成な

どにつなげていく。 

さらに，保健福祉の拠点地区としての利点を活かし，まちづくりと保健福祉の２

つの側面を融合した地域における子育て支援事業などを，石井・陽東地区までも含

めて展開していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構 造  ＲＣ造２階建 

敷地面積 4266.74 ㎡ 

延床面積 1013.17 ㎡ 

建築年月日 平成９年９月１０日 

駐車場台数   ６７台 

（うち身障者用） ２台 

構 造  ＲＣ造２階建 

敷地面積 6984.00 ㎡ 

延床面積 1486.42 ㎡ 

建築年月日 平成１４年６月２４日 

駐車場台数  １３０台 

（うち身障者用） ３台 
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事業名 内容 対象 時期 回数

青尐年教育

尐年ふるさと教室 様々な体験活動を通して，仲間との関わりを深め，生きる力を育む
とともに，地域資源の発見や異世代との交流を通して，リーダーとし
ての資質向上を図る。（地区内を対象のため，児童数が尐なく参加
者の確保が難しいため講座回数を減尐）

地区内の小学生 7月～11月 2回

大人の教養講座 地域の人材育成は，重要な課題のひとつである。趣味や教養を学
ぶ中から人との交流や，これまで培った知識や経験を生かしなが
ら，地域で生き生きと過ごす地域デビューのきっかけとする。

地区内に居住する成人 6月～7月 3回

高齢者「友遊教室」 高齢者にふさわしい講話，趣味や教養を身につけるための学習，
異世代間交流などの機会を創出する。（ニーズにあった講座内容
の検討）

地区内に居住する60歳
以上の成人

5月～2月 9回

◎親子の広場「はぐはぐ」 子育て中の親とその子どもを対象に「つどいの場」を週1回開催，サ
ポーターが話し相手になる。月１回子育て支援事業を实施する。

地区内の乳幼児とその
親

毎週 40回

◎親子ふれあい講座 連続した講座を開催することにより，母親相互の交流を図るととも
に，親子が一緒に遊びや体操を行なうことで幼児期に必要な親子
の関わり方を学ぶ。

地区内の乳幼児とその
親

2月～3月 3回

家庭教育セミナー 成長著しい小学生の子を持つ親を対象として，子どもの「生きる力」
を育むための知識や技術を身につける。

地区内小学生の親，親
子

6月～10月 3回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民
ニーズに的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学
習関連情報を収集するとともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談・地域支援 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談
者の活動の質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助け
などを行う。
魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組
む団体の活動支援を行っていく。

通年 随時

高齢者指導者研修会 地域リーダーとしての資質の向上や後進の指導者育成を行う。 地区内の高齢者 5月 1回

女性指導者研修会 地域リーダーとしての資質の向上やまちづくり活動の推進を図る。 地区内の女性 6月 1回

平石地区文化祭 小学生の作品展示，及び平石生涯学習センター利用団体による学
習成果の発表。また，参加することにより，地域住民との連帯意識
高揚を図る。

平石生涯学習センター
利用団体及び一般市民

11月 1回

成人式 新成人が地域の人とともに成人式を作り上げることにより，地域社会
の一員としての自覚や，地域に育てられたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，成人教育の第一歩として，新成人が地域の
人から学べる場，地域へ繋がる場として教育的意義のある事業とし
て開催する。

新成人 1月 1日

イ　平成２７年度　平石生涯学習センター事業計画

重点項目
事業区分 事　業　の　概　要

事業名に◎が付いているものは平成２７年度重点事業

④地域社会を
支える人材育
成と学習成果
の活用の促進

地域における学習活動の推進

①人間力の向
上に資する事
業の充实

成人教育

②家庭・地域
の教育力の向
上に資する事
業の充实

家庭教育

③学習情報拠
点としての充
实

情報収集・提供

学習相談・地域支援
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（７）清原生涯学習センター 

所 在 地 宇都宮市清原工業団地 15     

番地 4 

電話番号 028-667-5696 

ファクス 028-667-9062 

 

開  設 昭和２６年 ８月 １日 

施設複合化 平成 ３年 ４月 １日 

対象区域 清原中央・清原南・清原北・ 

清原東小学校の各通学区域 

  

 

 
 

 
 

 
 

 

ア 平成２７年度 清原生涯学習センター基本方針 

尐子高齢化や核家族化の進行などにより，住民のコミュニティ意識や連帯感の希

薄化など，人づくりやまちづくりにおける課題が顕在化し，それらに対応した学習

機会の提供が求められる。 

清原地区においても，ゆいの杜エリアにおいては，テクノポリスの開発が進み，

若年層を中心に他都市からの転入者が増加していることから，子育て支援や地域と

の絆づくりを迅速かつ的確・着実に推進する必要がある。 

また一方では，既存団地などの住民の高齢化も進んでいることから，地域の特性

や各世代における住民の学習ニーズを的確に把握し，地域団体や地元大学等との連

携など地区内の社会資源を活用して，家庭や地域の教育力の向上，地域課題の解決

に資する事業の充実を図る。 

      

 

 

 

 

 

 

 

構 造  ＲＣ造２階建 

敷地面積 5076.82 ㎡ 

延床面積 1488.44 ㎡ 

建築年月日 平成３年４月１日 

駐車場台数   ４６台 

（うち身障者用） ２台 
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事業名 内容 対象 時期 回数

地域体験キャンプ 青尐年育成協議会，地域学校園協議会，センター共催による实行
委員会を組織し，地区内の青尐年育成に関わる指導の横断的な連
携により事業を实施する。
参加者は，キャンプを体験することで，年齢・学区を越えた仲間との
出会い，地域の大人との出会い，地域にある資源への気づきなどを
通じて，我がまち「清原」を体感し，「郷土愛」，「仲間の大切さ」や
「出来る自分」を認識することで，子どもたちのチャレンジ精神や郷
土に対する誇りと愛着を育む。

地区内小学生 8月 1回

チャレンジ遊び塾 子どもを対象に日常生活や学校では体験できない「遊び」を通じ
て，自然のすばらしさ，学ぶ楽しさを経験してもらうことで，豊かな心
やチャレンジ精神を育む。

地区内の小学生とその
保護者

7月～2月 4回

企業体験教室 小学生を対象に清原工業団地の企業と連携した工場見学会等を
实施し，「日本のものづくり」の偉大さを感じてもらうとともに，日本を
代表する企業が地域にあることの“誇り”を持つことで地域の将来を
担う子どもの地域愛を育て，地域づくりの推進につなげる。

地区内小学生 8月 1回

出前講座 地域住民の多様な学習ニーズや地域課題解決のための学習機会
を提供することにより，地域づくりに対する関心や参加意識の向上
を図る。

地区内住民 随時 8回

◎ふれあい子育て広場 保護者の家庭における教育力の向上を図るため，子育てについて
の知識や技術を身につけ，親子のスキンシップを深めることにより，
生き生きとした親子関係を育み，また，交流する親同士の子育て
ネットワーク作りの推進を図る。

0歳～未就学児と保護者 6月～2月 8回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民
ニーズに的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学
習関連情報を収集するとともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談・地域支援 相談者の活動の質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手
助けなどに取り組みながら，相談者のニーズに応じた学習活動を实
施する。
魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組
む団体の活動支援を行っていく。

通年 随時

地域リーダー研修会 地域のまちづくり活動を推進するため，地域活動や課題解決のた
めの知識・情報を提供することにより，地域リーダーの資質向上を
図る。

清原地区内の指導者
自治会長，自治公民館
長，地区まちづくり組織
の役員等

2月 1回

◎青尐年教育・育成指導
者研修会

子どもを抱える若年単世帯の増加に対応するため，地域で青尐年
の教育及び育成に携わっている住民を対象に，地域ぐるみで子ど
もを育てる意識を醸成し，指導者の資質を向上させるとともに，地域
を構成する各団体が，より一層の連携・協力を図り，地域づくりを推
進する。

地区内青尐年育成関係
者

6月 2回

清原地区文化祭 清原生涯学習センターの利用団体が，日ごろの成果を発表するこ
とにより，文化活動の向上と生涯学習を推進する機会とする。

清原生涯学習センター
利用団体

10月 1回

成人式 新成人が地域の人とともに成人式を作り上げることにより，地域社会
の一員としての自覚や，地域に育てられたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，成人教育の第一歩として，新成人が地域の
人から学べる場，地域へ繋がる場として教育的意義のある事業とし
て開催する。

新成人 1月 1日

学習相談・地域支援

地域における学習活動の推進

重点項目

①人間力の向
上に資する事
業の充实

③学習情報拠
点としての充
实

④地域社会を
支える人材育
成と学習成果
の活用の促進

②家庭・地域
の教育力の向
上に資する事
業の充实

家庭教育

青尐年教育

イ　平成２７年度　清原生涯学習センター事業計画

事業名に◎が付いているものは平成２７年度重点事業

事業区分 事　業　の　概　要

成人教育

情報収集・提供
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（８）横川生涯学習センター 

所 在 地 宇都宮市屋板町 576番地 1 

電話番号 028-656-6452 

ファクス 028-656-7702 

 

開  設 昭和２９年 ９月２５日 

施設複合化 平成１８年 ３月２０日 

対象区域 横川中央・横川東・横川西 

小学校の各通学区域と瑞穂 

台小学校通学区域のうち，さ 

るやま町及び下栗町の区域 

 

 
 

 
 

 
 

ア 平成２７年度 横川生涯学習センター基本方針 
横川地区は，地区の中心部が農村地域，周辺部（東部・西部）が住宅地域となってい

る。また，市中心部にも比較的近いことから，近年は人口の増加が著しく，特に「新住

民」といわれる若年層（２０～３９歳）の割合が本市の平均と比べ高くなっている。こ

のような状況を踏まえ，平成２７年度においては，以下の考え方に基づき，事業を展開

していく。 

（ア）地域の魅力を発信する事業 

「新住民」といわれる若年層が増加している状況を踏まえ，横川地区について学

ぶ講座を実施し，住民間の連帯感や郷土愛の醸成に資する。 

（イ）子育て（家庭・地域の教育力の向上）に関する事業 

子どもの「健やかな体」や「豊かな心」を育むとともに，併せて親が子育ての知

識や技術を見に付けるための講座を実施することにより，地域の教育力の向上を図

る。 

（ウ）超高齢化社会に対応した事業 

地域の高齢者が，健康で生きがいのある豊かな生活を送ることができるよう，講

座を実施する。 

（エ）地域社会を支える人材育成に資する事業 

各種地域団体の活動が，自立的に行われるよう，事務処理能力を高める講座を実

施し，地域コミュニティ（地域力）の向上に資する。 

      
 
 

構 造  ＲＣ造２階建 

敷地面積 7980.61 ㎡ 

延床面積 1498.69 ㎡ 

建築年月日 平成１８年３月２０日 

駐車場台数  １１１台 

（うち身障者用） ３台 
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事業名 内容 対象 時期 回数

青尐年教育

夏休みチャレンジ教室 ものづくり体験学習を通し仲間づくりや社会性を身につけ，
地域内児童の豊かな情緒を育む。

地区内の小学生 8月 2回

パソコン講座 地域力向上に向け，高齢者のパソコン初心者を対象に，地域住民
の交流を深めながら技術を習得させることで，まちづくりや地域活動
の担い手となる人材育成を図る。
（地域課題への対応）

地区内の高齢者 ７月～９月 3回

高齢者教室
（ことぶき塾）

日常生活に関する社会問題や健康維持法，地域の魅力を再発見
する館外学習講座など行うことにより，横川地区の高齢者の健康で
豊かな生活を支援する。

地区内の高齢者 6月～1月 ６回

子育て広場 乳幼児期の大切な時期に親子のスキンシップを図るとともに，ボー
ル遊びやリズム体操，レクリエーションを通して，体力・情緒を豊か
に育むとともに，地域の同じ子育て時期の仲間ができることで，子育
ての支援を図る。　（新たに体操教室の開催）

地区内の幼児と保護者 6月～9月 6回

親子で絵本とわらべうた 乳幼児期における家庭内での読み聞かせは，子どもの読書習慣に
大きく影響する。読み聞かせの手法や本選びを学び，わらべうたに
よる手遊び・歌遊びで子どもとのスキンシップを図るとともに，親同
士の交流も支援する。

地区内の乳幼児と保護
者

6月～7月 3回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民
ニーズに的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学
習関連情報を収集するとともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談・地域支援 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談
者の活動の質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助け
などを行う。
魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組
む団体の活動支援を行っていく。

全市民 通年 随時

◎まるごと横川 地域学講座として地元横川の魅力を紹介するとともに，地域
の課題についても検討することで，地域に対する理解や愛着
を深め，地域づくりに対する意識の醸成を図る。（地域カル
テ及び地域ビジョンの策定支援）

地域ビジョン検討部会委
員及び地区内の一般成
人

６月～８月 3回

横川ふれあいまつり（文化
祭・農業祭）

横川生涯学習センター利用団体や地区内の小中学校及び各種団
体が一体となり，特色ある地域文化の向上，農業の振興，生涯学習
の推進，主体的な地域づくりの推進，地域住民の連帯意識の高揚
を図る。

地区内の小中学生，横
川生涯学習センター利
用団体及び一般市民

11月 1回

成人式 新成人が地域の人とともに成人式を作り上げることにより，地域社会
の一員としての自覚や，地域に育てられたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，成人教育の第一歩として，新成人が地域の
人から学べる場，地域へ繋がる場として教育的意義のある事業とし
て開催する。

新成人 1月 1日

情報収集・提供

学習相談・地域支援

地域における学習活動の推進

重点項目

①人間力の向
上に資する事
業の充实

②家庭・地域
の教育力の向
上に資する事
業の充实

③学習情報拠
点としての充
实

④地域社会を
支える人材育
成と学習成果
の活用の促進

イ　平成２７年度　横川生涯学習センター事業計画

事業名に◎が付いているものは平成２７年度重点事業

事業区分 事　業　の　概　要

成人教育

家庭教育
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（９）瑞穂野生涯学習センター 

  

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア 平成２７年度 瑞穂野生涯学習センター基本方針 

瑞穂野地区においては，まちづくり協議会を組織する各種団体が中心となり活発な活

動が展開されている。また，新たな団地が形成されたことで若い世代の人口増加により，

地域の発展が期待される。 

しかしながら，尐子高齢化社会を反映して従来からの住民の高齢化や地域コミュニテ

ィの希薄化なども顕在化し，人間生活の核である家庭の重要性が一層高まってきている。 

こうしたことから，幼児から高齢者までの幅広い世代を対象に，地域住民が健康で生

き生きとした生活ができるよう，学んだ結果を地域活動に結びつくきっかけになるよう

な事業の充実と地域課題解決に向けた講座を展開する。    

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

所在地  宇都宮市下桑島町 103 番地 1 

電話番号 028-656-4250 

ファクス 028-656-7704 

開  設 昭和２６年 ４月 １日 

施設複合化 平成 ４年 ４月１３日 

対象区域 瑞穂野北・瑞穂野南小学校の 

各通学区域と瑞穂台小学校 

通学区域のうちさるやま町 

及び下栗町を除く通学区域 

構 造  ＲＣ造２階建 

敷地面積 6398.36 ㎡ 

延床面積 1455.29 ㎡ 

建築年月日 平成４年４月１３日 

駐車場台数   ９０台 

（うち身障者用） ３台 
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事業名 内容 対象 時期 回数

青尐年教育

尐年ふるさと教室 体験学習を通し，地域の連帯感，郷土愛の育み，リーダー養成を
図る。

小学生 　５月～2
月

3回

◎自分発見講座 新しい自分に気づき，自身を磨きながら仲間づくりをし，地域デ
ビューのきっかけをつくる。

一般成人及び高齢者 ７月～10月 ４回

◎なかよし親子の広場 幼児期の成長に必要な親子遊びを体験し，子育てに必要な知識の
習得と子育ての不安を解消し，地域の子育て支援機能の充实を図
る。（募集方法の変更）

2～3歳児と保護者 　6月 ３回

◎親子チャレンジ教室 家庭で子どものしつけや教育を行うために必要な考え方や育て方
について，専門家や地域のボランティアによる指導を受け学習の場
とする。
親子でいろいろなことにチャレンジしながら，受講生同士の交流を
通して，気軽に話し合える場を設け子育ての一助とする。
（講座周知の強化）

小学生と保護者 7月～12月 5回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民
ニーズに的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学
習関連情報を収集するとともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談・地域支援 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談
者の活動の質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助け
などを行う。
魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組
む団体の活動支援を行っていく。

通年 随時

文化団体指導者研修 地域の实情に即応した視察を实施し，各種団体の活動を活性化さ
せ，仲間作りや相互交流と情報交換と併せて地域づくりのリーダー
としての向上を図る。

地区内各種団体 　9月 1回

【みずほのフェスティバル】
瑞穂野生涯学習センター
文化祭（同時開催：農業
祭･福祉まつり）

センター利用団体の学習成果の発表，小中学生の作品展示及び
地域住民の連帯意識の高揚を図る。

地区内一般成人・セン
ター利用団体

11月 1回

成人式 新成人が地域の人とともに成人式を作り上げることにより，地域社会
の一員としての自覚や，地域に育てられたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，成人教育の第一歩として，新成人が地域の
人から学べる場，地域へ繋がる場として教育的意義のある事業とし
て開催する。

新成人 1月 1日

イ　平成２７年度　瑞穂野生涯学習センター事業計画

事業区分 事　業　の　概　要

成人教育

重点項目

①人間力の向
上に資する事
業の充实

事業名に◎が付いているものは平成２７年度重点事業

③学習情報拠
点としての充
实

家庭教育

情報収集・提供

学習相談・地域支援

地域における学習活動の推進④地域社会を
支える人材育
成と学習成果
の活用の促進

②家庭・地域
の教育力の向
上に資する事
業の充实
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（10）城山生涯学習センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

ア 平成２７年度 城山生涯学習センター基本方針 

「うつのみや地域教育プラン」における基本理念の実現のために，個人の興味や関心に

よる学習活動への支援を継続しつつ，平成２７年度生涯学習センター事業運営の考え方に

基づき，人間力の向上，家庭・地域の教育力の向上，地域社会を支える人材育成につなが

る講座・事業に取り組む。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所 在 地 宇都宮市大谷町 1059 番地 5 

電話番号 028-652-4794 

ファクス 028-652-5570 

 

開  設 昭和２４年１０月１７日 

施設複合化 平成 ６年 ４月 １日 

対象区域 明保・城山中央・城山西・ 

城山東小学校の各通学区域 

構 造  ＲＣ造２階建 

敷地面積 6158.30 ㎡ 

延床面積 1649.72 ㎡ 

建築年月日 平成６年４月１日 

駐車場台数   ６０台 

（うち身障者用）２台 
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事業名 内容 対象 時期 回数

青尐年教育

親子でにこにこクッキング 命の源である食に対する興味や健康への関心を高め，親子の絆を
深めるため料理实習を行う。また，地場産の食材を活用することに
より，地域への関心を喚起し，季節を感じる豊かな心を育む。(屋外
料理体験を設け，異年齢との交流ならびに受講者同士の協力体験
を促進する。）

小学生及び親 7月・9月・
11月

3回

子育てママのいきいきセミ
ナー

子育てする母親が，家庭において必要とする子育て環境や教育に
関する知識・技術を学ぶ講座を实施し，講座における受講者同士
の交流を設けて，子を持つ親同士のネットワーク作りを促進する。
（社会的問題である子どものいじめについての講座を設け，いじめ
への認識を深める。）

小中学生の保護者 6月～11
月

4回

◎ともそだち広場 子育ての知識や技術を学び，家庭教育力の向上や健全な子育て，
親同士のネットワークの構築のため，季節あそびやしつけ，リトミック
の講座などを行い，親子の育ちを支援する。
（受講者のアンケート結果に基づき，リトミック等のカラダあそびの充
实化を図る。また，講座を通して感性やリズム感ならびに運動能力
の機能を高める。）

概ね3歳児以下の乳幼
児とその保護者

月1回 12回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民
ニーズに的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学
習関連情報を収集するとともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談・地域支援 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談
者の活動の質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助け
などを行う。
魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組
む団体の活動支援を行っていく。

通年 随時

ヒト・マチづくり講座 地域におけるまちづくりの課題を抽出し，解決の糸口となるような
きっかけづくりを行う。また，实践的な活動を通して，総体的にまち
づくり意識の高揚を図る。

地区内の成人 6・１１月 2回

地域学講座 地域に目を向け，地域のもつ魅力や課題に気づくきっかけづくりを
行い，郷土愛の醸成，住民意識の醸成を図る。

地区内の成人 7月～9月 3回

城山生涯学習センター
文化祭

地域住民の自主性と創意によるコミュニティ活動を促進し，特色あ
る地域文化の向上発展と生涯学習の推進，地域住民の連帯意識
の高揚を図る。

城山生涯学習センター
利用団体及び一般市民

11月 1回

成人式 新成人が地域の人とともに成人式を作り上げることにより，地域社会
の一員としての自覚や，地域に育てられたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，成人教育の第一歩として，新成人が地域の
人から学べる場，地域へ繋がる場として教育的意義のある事業とし
て開催する。

新成人 1月  1日

③学習情報拠
点としての充
实

家庭教育

情報収集・提供

学習相談・地域支援

地域における学習活動の推進④地域社会を
支える人材育
成と学習成果
の活用の促進

①人間力の向
上に資する事
業の充实

②家庭・地域
の教育力の向
上に資する事
業の充实

イ　平成２７年度　城山生涯学習センター事業計画

事業名に◎が付いているものは平成２７年度重点事業

事業区分 事　業　の　概　要
重点項目
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（11）国本生涯学習センター 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア 平成２７年度 国本生涯学習センター基本方針 

「平成２７年度生涯学習センター事業運営の考え方」に基づき，主に地域人材と地

域資源を活かして，「地域の人材づくり」と「絆づくり」を目的とした事業に取り組

む。 

（ア） 社会変化や地域課題に即応できる人間力の向上と，地区づくりに資する事

業の充実。 

（イ）地域の人材と資源を活用し，市民ニーズに対応した事業の実施。 

（ウ） 親子や地域の人同士の絆を深めながら，仲間づくりなど参加交流機会を図

る事業の実施。      

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所 在 地 宇都宮市宝木本町 1868 番地１ 

電話番号 028-665-2942 

ファクス 028-665-7225 

 

開  設 昭和２５年 ７月２０日 

施設複合化 平成１２年１０月 １日 

対象区域 国本中央・国本西・ 

     晃宝小学校の各通学区域 

構 造  ＲＣ造２階建 

敷地面積 6585.03 ㎡ 

延床面積 1494.90 ㎡ 

建築年月日 平成１２年１０月１日 

駐車場台数   １００台 

（うち身障者用）  ３台 
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事業名 内容 対象 時期 回数

青尐年教育

くにもとｙｏｕ遊ｃｌｕｂ 地域人材が講師を努め，地域の隠れた資源を活用した体験学習
（遊び）を通して,親子の絆を深め合い,地域の魅力の再発見につな
げるとともに,講師等の人材のまちづくり事業への登用・活用を図る。
（地域学に関する内容の充实）

地区内在住の児童及び
保護者

8月，12月 ２回

びびっと！レディース教室 女性として，より生き生きと（ビビッド）輝き，健康で豊かな生活を営
むため，自己を磨き，新しい自分を発見し，まちづくり事業への参
加，活用など新たな行動に繋げるきっかけを提供する。

地区内在住の一般成人
女性

７月～1月 4回

生き生き健康教室 ｢心身の健康｣をテーマに,いつまでも元気で若々しく生き生きとした
生活を営むために，自分自身の健康を実観的に見つめながら，必
要な知識を身につける。
また，参加者同士のふれあいの機会を提供することで，地域の交流
の輪を広げる。

地区内在住の一般成人 ６月～７月 5回

◎10倍楽しむ国本塾 地域人材を講師に，地域の貴重な歴史・文化を現地に出かけ，触
れることで10倍楽しめるように紹介しながら，地域情報の共有を図
り，地域再発見と地域課題を考える機会を提供する。また，まちづく
り事業への参画意識の醸成も併せて目指す。

地区内在住の一般成人 ２月頃 ３回

親子ワクワク教室 親子で様々な体験活動を通して,子どもとふれあい絆を深めるととも
に,親として子どもの心の成長や子育てに役立つ知識や技術を学習
することで,家庭内での子どもに対する教育力の向上や人間形成に
役立てる。

地区内在住の未就園児
とその保護者

６月～12月 ７回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民
ニーズに的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学
習関連情報を収集するとともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談・地域支援 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談
者の活動の質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助け
などを行う。
魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組
む団体の活動支援を行っていく。

通年 随時

国本生涯学習センター
文化祭 センター利用団体の学習成果の発表の場を提供することで,文化活
動の向上と生涯学習を推進する。

国本生涯学習センター
利用団体及び一般市民

11月 1回

成人式 新成人が地域の人とともに成人式を作り上げることにより，地域社会
の一員としての自覚や，地域に育てられたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，成人教育の第一歩として，新成人が地域の
人から学べる場，地域へ繋がる場として教育的意義のある事業とし
て開催する。

新成人 1月 1日

イ　平成２７年度　国本生涯学習センター事業計画

事業区分 事　業　の　概　要

成人教育

事業名に◎が付いているものは平成２７年度重点事業

家庭教育

情報収集・提供

学習相談・地域支援

地域における学習活動の推進

重点項目

①人間力の向
上に資する事
業の充实

②家庭・地域
の教育力の向
上に資する事
業の充实

③学習情報拠
点としての充
实

④地域社会を
支える人材育
成と学習成果
の活用の促進
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（12）富屋生涯学習センター 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア 平成２７年度 富屋生涯学習センター基本方針 

富屋地区においては，まちづくり連絡協議会を核とした地域主体の事業展開がなされ

ており，これを継続するため，今後も，「住民主体のまちづくり」を推進していくための

人材育成が，一層求められている。 

こうしたことから，平成２７年度においても，住民自らが地域に目を向け，地域の持

つ魅力や課題に気づく契機とするための地域学講座への参画を通して，地域社会を支え

る「人づくり」を推進するため，生涯学習事業の充実に努める。 

また，当センターが保健福祉の拠点であるという特徴を活かし，まちづくり支援グル

ープと保健福祉グループが連携を図り，特色ある事業を展開していく。  

   

 

 

 

 

 

 

 

所 在 地 宇都宮市徳次郎町 80 番地 2 

電話番号 028-665-1663 

ファクス 028-665-7226 

 

開  設 昭和２４年１２月 １日 

施設複合化 平成 ９年 ４月 １日 

対象区域 富屋小学校通学区域 

構 造  ＲＣ造２階建 

敷地面積 7515.86 ㎡ 

延床面積 1498.05 ㎡ 

建築年月日 平成９年４月１日 

駐車場台数   ９４台 

（うち身障者用） ２台 
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事業名 内容 対象 時期 回数

青尐年教育

尐年ふるさと教室 子どもたちの自主活動を促進させるとともに，お互いの親睦を図り，
団体活動を通して責任と協力の大切さを体得させ，併せて伝統文
化や自然に関する学習機会を提供し，健全育成に資する。

富屋小学校児童等 7月～1月 7回

考える力アップ講座 新しい面白さを発見できる实験やものづくりを通して，子どもたちが
自ら考え，身の回りにあふれる科学に対する好奇心を高める。（講
座回数の見直し）

富屋小学校児童等 6月～11月 ２回

高齢者教室 高齢者相互の親睦とふれあいを広め，様々な課題に取り組むことに
よって教養を高める。（講座回数の見直し）

地区内の高齢者 6月～2月 ３回

健康づくりハイキング ハイキングを通じて健康増進と地域住民の交流を図る。 地区在住者 5月 1回

◎地域学講座 「住民主体のまちづくり」をさらに推進するため，地域住民が専門家
の講義やグループワークを通して，自分の住む地域の特徴を理解
し，地域の魅力や課題に気づくとともに，中長期的な地域のあるべ
き姿を考える契機とする。

地区内の成人 未定 ２回

親子ふれあい教室
「富屋ママたっち広場」

乳幼児とその保護者を対象に，遊びや体験を通して，親子のふれ
あいを深めるとともに，親同士のネットワークを促進し，家庭・地域に
おける子育て環境の支援を図る。

地区内の就園前の乳幼
児とその保護者

6月～12月 6回

ゆるりん子育て親育ち講座 就学前の子どもを持つ保護者が，子育ての悩みに関するグループ
ワークなど子育てに関する情報交換を行なうことを通して，自分に
合った子育てを考える機会を持つことを体験するとともに，親同士
のネットワーク作りを促進し，家庭や地域における教育力の向上を
図るきっかけとする。

就学前の子どもを持つ
保護者

6月～7月 ３回

家庭教育学級 家庭における子どもの教育のために必要な考え方や育て方につい
ての知識や技術を学習する。

地区内の児童保護者と
関心のある成人

未定 3回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民
ニーズに的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学
習関連情報を収集するとともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談・地域支援 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談
者の活動の質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助け
などを行う。
魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組
む団体の活動支援を行っていく。

通年 随時

とみや女性学 富屋地区の女性への教養，学習の場の提供を通し，地域のネット
ワークを広げるとともに，富屋地区のブランドを発掘，発信していく
リーダー的な人材を養成し，女性の力で地域力アップを図る。（講
座回数の見直し）

地区内の女性 4月～１２
月

５回

とみやふるさとまつり
（センター文化祭）

地域文化の発展向上と地域住民の連帯意識の高揚を図る。 富屋生涯学習センター
利用団体及び地域住民

11月 1回

成人式 新成人が地域の人とともに成人式を作り上げることにより，地域社会
の一員としての自覚や，地域に育てられたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，成人教育の第一歩として，新成人が地域の
人から学べる場，地域へ繋がる場として教育的意義のある事業とし
て開催する。

新成人 1月 1日

成人教育

家庭教育

情報収集・提供

事　業　の　概　要

イ　平成２７年度　富屋生涯学習センター事業計画

事業名に◎が付いているものは平成２７年度重点事業

学習相談・地域支援

地域における学習活動の推進

重点項目

①人間力の向
上に資する事
業の充实

②家庭・地域
の教育力の向
上に資する事
業の充实

③学習情報拠
点としての充
实

④地域社会を
支える人材育
成と学習成果
の活用の促進

事業区分
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（13）豊郷生涯学習センター 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア 平成２７年度 豊郷生涯学習センター基本方針 

豊郷地区においては，地域まちづくり協議会の組織である各種団体が主体となり地域

活動が活発に展開されている。 

しかし，地域住民のコミュニティ意識や連帯感の希薄化，尐子高齢や都市化・核家族

化の進行による家庭・地域の教育力の低下など，様々な課題も生じている。 

このようなことから，地域ぐるみで子どもを育てる意識付けや，絆づくり・地域づく

りに繋がる事業を推進するため，幼児から高齢者までの幅広い世代を対象に，学ぶこと

の喜びや仲間作りに繋がる趣味・教養的な講座を実施し，人間力・地域の教育力の向上

など，学んだ成果を地域活動に結びつくきっかけとなるような事業を展開する。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所 在 地 宇都宮市岩曽町 825 番地 1 

電話番号 028-660-2340 

ファクス 028-660-2270 

 

開  設 昭和２５年 ３月２０日 

施設複合化 平成 ８年 ４月 １日 

対象区域 豊郷中央・豊郷南・豊郷北・ 

     海道小学校の各通学区域 

構 造  ＲＣ造２階建 

敷地面積 6011.69 ㎡ 

延床面積 1496.77 ㎡ 

建築年月日 平成８年４月１日 

駐車場台数   １１０台 

（うち身障者用）  ２台 
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事業名 内容 対象 時期 回数

青尐年教育

わくわく体験教室 子どもの頃の体験や多くの人との出会いが，生きる力を育み人間力
の向上を培うことから，学校，学年，学級を越えた仲間との交流や，
生活体験・社会体験を通して自ら考え行動できる青尐年の育成を
図る。

地区内小学校3～5年生 5月～11月 6回

とよさと元気塾 情報化・国際化・尐子高齢化と社会環境の変化の加速度が増して
いる中で，高齢者が変化に適応し，心豊かに生活できるよう生活に
役に立つための知識や技能を身につけるとともに，健康づくり生き
がいづくりを支援する。

地区内在住60歳以上の
市民

5月～11月 6回

子育て広場 子育ての学習やレクリエーションを通して，親子のふれあいを深め，
生き生きとした親子関係を育むとともに，保護者同士の情報交換の
場を提供し，子育て中の親の仲間づくりを図る。

就学前の幼児と保護者 5月～12月 7回

◎親育ち講座 家庭を取り巻く社会情勢が変化するなか，子育てへの自信喪失や
不安感を解消することにより，家庭における親の教育力の向上を図
る。

1～3歳の子を持つ保護
者

9月～11月 ３回

◎イクメン応援講座 父親の育児参加を促し，父母共通した子育ての知識や技術を身に
つけるとともに，家族で参加できる喜びと母親がリフレッシュし心の
安定を図れる機会を提供する。

1～3歳の子を持つ両親 9月～10月 ２回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民
ニーズに的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学
習関連情報を収集するとともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談・地域支援 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談
者の活動の質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助け
などを行う。
魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組
む団体の活動支援を行っていく。

通年 随時

◎まほろば探検塾 地域の歴史や文化を学ぶことにより，地域の持つ魅力や課題に気
づき，それを活かした地域の活動や課題解決につなげるとともに，
学びを通した仲間づくりを目指す。

地区内在住の市民 6月～1１月 ５回

豊郷まつり
（センター文化祭）

センター利用団体の学習成果の発表 豊郷生涯学習センター
利用団体

1月 1回

成人式 新成人が地域の人とともに成人式を作り上げることにより，地域社会
の一員としての自覚や，地域に育てられたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，成人教育の第一歩として，新成人が地域の
人から学べる場，地域へ繋がる場として教育的意義のある事業とし
て開催する。

新成人 1月 1日

イ　平成２７年度　豊郷生涯学習センター事業計画

事業名に◎が付いているものは平成２７年度重点事業

学習相談・地域支援

地域における学習活動の推進

重点項目

①人間力の向
上に資する事
業の充实

②家庭・地域
の教育力の向
上に資する事
業の充实

③学習情報拠
点としての充
实

④地域社会を
支える人材育
成と学習成果
の活用の促進

事業区分

成人教育

家庭教育

情報収集・提供

事　業　の　概　要
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（14）篠井生涯学習センター 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア 平成２７年度 篠井生涯学習センター基本方針 

篠井地区は，豊かな自然に恵まれ古くから世代間の交流を大切にし，歴史と伝統に守

られてきた地域です。また，篠井ニュータウンの新たな人も加わり，まちづくりの活動

を通じて人と人の輪が広まってきました。 

学びを通して豊かな人間性を育み地域教育の向上を図るため，地域再発見など環境や

地域素材を学ぶ体験的な事業に取り組むなど一層講座内容を充実させ，一人一人の暮ら

しの中に活気ある「元気で魅力ある篠井」を目指します。 

さらに，学習の成果を地域づくりに活かし結びつけ，地域コミュニティの強化を図り

ます。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所 在 地 宇都宮市下小池町 466-1 

電話番号 028-669-2515 

ファクス 028-669-2972 

 

開  設 昭和２６年 １月２６日 

施設複合化 平成 ３年 ４月 １日 

対象区域 篠井小学校通学区域 

構 造  ＲＣ造２階建 

敷地面積 5524.86 ㎡ 

延床面積 1367.09 ㎡ 

建築年月日 平成３年４月１日 

駐車場台数   ６５台 

（うち身障者用） ２台 
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事業名 内容 対象 時期 回数

青尐年教育

◎尐年大空教室
(ﾎｯﾌﾟ・ｽﾃｯﾌﾟ・しのいっこ）

郷土の伝承,文化,自然に関する学習活動や心身の成長を促がし，
郷土愛の醸成を図る。
（講座周知の強化）

篠井小在籍児童 8月～２月 7回

輝き人生教室
（高齢者教室）

余暇の有効活用,健康の維持増進,世代間交流を通して健康で生き
甲斐のある充实感溢れる生活を送る力を身につける。

地区内高齢者 6月～2月 10回

◎地域力アップ教室 地域がよりいっそう成長できる元気になるきっかけづくりとして，地域
内にある豊かな資源を，地域住民が認識・学習しまちづくりに活か
せる人材を育成する。
　　　　　　　　　　　　　　　 １．地域課題の発見と解決
(地域イベントとの連携)　  ２． リーダーの養成と発掘
                              　  ３．地域づくりの意識の醸成等につ
                                      いてより考慮した内容とする。

一般成人 7月～11月 5回

shinoiｽﾏｲﾙﾌｧﾐﾘｰｽｸｰﾙ 家庭において子どもの教育を行うために，考え方や育て方について
必要な知識や技術を身に付け，親子ともに参加できる体験学習を
通し親子のふれあいの場を提供する。

地区内小学生とその保
護者

７月～11月 4回

ﾜｸﾜｸ子育て仲間づくり 親子の絆や愛情を深め，心身の健康を育むとともに受講生の交流
を促進し，教育機関との連携を図りながら親力の向上に繋げる。
（講座周知の強化）

0歳～未就学児 6月～10月 5回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民
ニーズに的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学
習関連情報を収集するとともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談・地域支援 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談
者の活動の質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助け
などを行う。
魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組
む団体の活動支援を行っていく。

通年 随時

篠井生涯学習センター
文化祭 センター利用団体の学習成果の発表と団体間の相互交流を図る。 篠井生涯学習センター
利用団体及び一般市民

11月 1回

成人式 新成人が地域の人とともに成人式を作り上げることにより，地域社会
の一員としての自覚や，地域に育てられたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，成人教育の第一歩として，新成人が地域の
人から学べる場，地域へ繋がる場として教育的意義のある事業とし
て開催する。

新成人 1月 1日

情報収集・提供

学習相談・地域支援

地域における学習活動の推進

重点項目

①人間力の向
上に資する事
業の充实

②家庭・地域
の教育力の向
上に資する事
業の充实

③学習情報拠
点としての充
实

④地域社会を
支える人材育
成と学習成果
の活用の促進

イ　平成２７年度　篠井生涯学習センター事業計画

事業区分 事　業　の　概　要

成人教育

事業名に◎が付いているものは平成２７年度重点事業

家庭教育
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（15）姿川生涯学習センター 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

ア 平成２７年度 姿川生涯学習センター基本方針 

当地区は，「将来ビジョン」に掲げた将来像（方向性）を実現するため，地域が抱える

さまざまな課題への取り組みを地域と行政が協働して実現する必要がある。 

そこで，身近にまちづくりを感じてもらう内容の講座や地域の人材を多く活用する講

座を開講し，地域まちづくりへの関心や参加意識を高めるとともに，地域力の向上も図

っていく。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所 在 地 宇都宮市西川田町 805 番地 1 

電話番号 028-658-1594 

ファクス 028-659-9425 

開  設 昭和２６年１２月 １日 

施設複合化 平成１５年１２月２２日 

対象区域 姿川中央・姿川第一・姿川第           

     二小学校の各通学区域と新

田小学校の通学区域のうち

みどり野町，針ヶ谷町，針ヶ

谷１丁目及び若松原３丁目

を除く区域 

構 造  ＲＣ造２階建 

敷地面積 8495.42 ㎡ 

延床面積 1497.56 ㎡ 

建築年月日 平成１５年１２月２２日 

駐車場台数   １３０台 

（うち身障者用）  ３台 
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事業名 内容 対象 時期 回数

姿川ふるさと教室 郷土の伝承・文化自然に関する学習活動や生活向上に関する实
践的活動を通し，ふるさとを見直し，地域連帯感や郷土愛の精神を
深め，子どもたちの健全育成を図る。また，学んだことを地域へ情
報発信する役目も担えるよう地域ジュニアリーダーとしての養成を
図る。

地区内の小学4年生 7月～10月 5回

シニア倶楽部 知識の習得，趣味，レクリエーション等を通して，高齢者がその年齢
にふさわしい社会的能力を高めるとともに，受講生同士のコミュニ
ケーションを図ることを目的とする。また，地域内の社会資源を活用
し，まちづくりの意識醸成を図るための事業展開を図り，それを通
し，まちづくり活動のきっかけづくりの場を提供する。

地区内60歳以上の男女 10月～11月 5回

姿川歴史教室 地区内の遺跡や文化財マップなどを取り入れた「姿川さんぽ」を活
用し，「姿川地区の歴史教室」を開催する。地区内の歴史・文化を
知ることにより地域の文化活動をＰＲ，文化を創造する風土づくりや
文化活動への動機づけを行う。

地区内一般成人 8月 1回

子育て広場 子育ての学習やレクリエーションを通じて子ども同士，親同士の交
流を深める。保健師・保育士との連携も深め，内容の充实を図る。

地区内の未就学児とそ
の保護者

5月～7月 3回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民
ニーズに的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学
習関連情報を収集するとともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談・地域支援 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談
者の活動の質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助け
などを行う。
魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組
む団体の活動支援を行っていく。

通年 随時

◎男の料理教室 身近なところで活躍されている方を講師に招き，「地域活動をはじ
めたい」「セカンドライフを充实させたい」「自分の住む地域と関りた
い」と考えている方々に，“地域デビュー”の契機となる事業とするこ
とを目的とする。

地区内一般成人 10月～1月 3回

姿川地区文化祭 特色ある地域文化の向上発展並びに生涯学習の推進，地域による
主体的な地域づくりの推進，及び地域住民の連帯意識の高揚を図
る。

地区内一般市民及び姿
川生涯学習センター利
用団体

11月 1回

成人式 新成人が地域の人とともに成人式を作り上げることにより，地域社会
の一員としての自覚や，地域に育てられたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，成人教育の第一歩として，新成人が地域の
人から学べる場，地域へ繋がる場として教育的意義のある事業とし
て開催する。

新成人 1月 1日

イ　平成２７年度　姿川生涯学習センター事業計画

事業名に◎が付いているものは平成２７年度重点事業

事業区分

青尐年教育

事　業　の　概　要
重点項目

①人間力の向
上に資する事
業の充实

②家庭・地域
の教育力の向
上に資する事
業の充实

③学習情報拠
点としての充
实

④地域社会を
支える人材育
成と学習成果
の活用の促進

成人教育

家庭教育

情報収集・提供

学習相談・地域支援

地域における学習活動の推進
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（16）雀宮生涯学習センター 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア 平成２７年度 雀宮生涯学習センター基本方針 

尐子高齢化や都市部での核家族化の進行により，家庭の教育力や，防犯，地域福祉な

ど，地域社会やまちづくりにおいて，新たな課題が生じている。 

また，市民が持つ豊富な知識や経験をより良い地域社会の創造につなげていくため，

市民一人ひとりの学習成果が生きる生涯学習活動を促進することが重要となっている。 

こうしたことから，幅広い市民の学ぶことへの意欲に応え，誰もが自己実現に向けた

取り組みができるよう，生涯にわたる学習活動を促進し，学びを通して豊かな人間性を

育むとともに，子どもの育ちや地域社会を支える「人づくり」を進めていく。 

特に「ＮＣＣ形成」や「雀宮地域ビジョン」を実現するため，まちづくりや生涯学習

活動等へなかなか参加できなかった現役世代（20～50 歳代）を対象に，地域を担う人材

の育成や継続的なまちづくり活動につなげていけるような学習機会の提供を重点的に実

施する。       

 

 

 

 

 

 

所 在 地 宇都宮市新富町 9番 4号 

電話番号 028-654-1013 

ファクス 028-653-5646 

開  設 昭和２８年１２月 １日 

施設複合化 平成 元年１０月１６日 

対象区域 雀宮中央・雀宮東・雀宮南 

新田小通学区域のうち針ヶ谷町

及び針ヶ谷 1 丁目の区域五代小

通学区域のうち北若松原 1丁目，

北若松原 2丁目，五代 2丁目の一

部，五代 3丁目の一部，みどり野

町，若松原 1丁目，若松原 2丁目

及び若松原 3丁目を除く区域 

構 造  ＲＣ造２階建 

敷地面積 4003.14 ㎡ 

延床面積 1552.24 ㎡ 

建築年月日 平成元年１０月１６日 

駐車場台数   １５１台 

（うち身障者用）  ３台 



 

 

41 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 内容 対象 時期 回数

青尐年教育

青尐年セミナー 自然に親しむ活動やものづくり活動を通して，なかまづくりや班編成
による役割分担を決めることで，連帯感や責任感を養い，次世代を
担うリーダーシップ精神を育む。

雀宮地区内の小学４～６
年生

7月～10月 3回

地域わくわく子ども塾 他の地域にはない雀宮地区ならではの施設（宇都宮工業高校等学
校・陸上自衛隊宇都宮駐屯地）と連携し，ここでしかできない体験学
習やものづくりなどを通し，地域とともに，地域に誇りをもち地域を担
う人材の育成を図る。
・宇都宮工業高等学校
・自衛隊宇都宮駐屯地
(従来事業「ものづくりスペシャル」を名称変更し，ものづくりだけに留
まらず体験活動や地域学に関することなど幅広いメニューで实施す
る。）

雀宮地区内の小学４～６
年生

7月，12月 2回

さわやか倶楽部 豊かな経験を引き続き社会に活かし，さらに新しい知識や趣味を会
得することで，健康で生きがいのある豊かな人生を送るために必要
な学習をする。
（従来事業「ひまわり学級」と「さわやかライフセミナー（一般成人対
象）」の内容や参加者の年齢層が類似していることから，「さわやか
ライフセミナー」を廃止統合し，内容充实を図る。）

雀宮地区内の60歳以上
の方

6月～10月 6回

ライフアップセミナー もっと学びたい，もっと知りたい現役世代（20歳～50歳代）の住民を
対象に，現代的な課題などを興味や関心を持ちながら学習できるよ
う場を提供し，新たなライフスタイルを送るきっかけづくりやさらには
学習を通した新たな学びを促す機会とする。

雀宮地区内の一般成人
（特に20～50歳代）

7月，2月 2回

雀宮の歴史を学ぶ 歴史をとおして地域の魅力や課題を発見するとともに，参加者の交
流を深めることで，まちづくり推進に向けた取組みのきっかけとす
る。また，地域のイベント時に併せてフィールドワークを实施すること
で対象範囲を拡大していく。

雀宮地区内の一般成人 11月 １回

親子ふれあい広場 尐子化社会に対応し,家庭における子どもの教育を行うために必要
な考え方や育て方についての知識や技術を身につけ,「親子の絆」
を育むとともに，家庭教育力の向上を図る。（全６回のうち1回，家庭
教育支援講座を組込む）

雀宮地区内の未就学児
とその保護者

6月～12月 ６回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民
ニーズに的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学
習関連情報を収集するとともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談・地域支援 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談
者の活動の質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助け
などを行う。
魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組
む団体の活動支援を行っていく。

通年 随時

◎まちづくりワークショップ 「NCC形成」や「雀宮地域ビジョン」の实現に向け，現役世代（20～
50歳代）を対象に自分の住む地域の魅力や課題に気づき，学ぶ機
会を提供し，人材育成や仲間づくり・絆づくりを促すとともに，まちづ
くり活動に参加する契機とする。

雀宮地区内の一般成人 9月 1回

雀宮地域文化祭・収穫祭 「ふるさと雀宮」の特色ある地域文化の向上発展と豊かな農産物の
収穫を祝い，地域の連帯意識の高揚を図ることを目的とする。

雀宮地区内一般市民と
雀宮生涯学習センター
利用団体

11月 1回

成人式 新成人が地域の人とともに成人式を作り上げることにより，地域社会
の一員としての自覚や，地域に育てられたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，成人教育の第一歩として，新成人が地域の
人から学べる場，地域へ繋がる場として教育的意義のある事業とし
て開催する。

新成人 1月 1日

イ　平成２７年度　雀宮生涯学習センター事業計画

事業名に◎が付いているものは平成２７年度重点事業

事業区分 事　業　の　概　要

成人教育

家庭教育

情報収集・提供

学習相談・地域支援

地域における学習活動の推進

重点項目

①人間力の向
上に資する事
業の充实

②家庭・地域
の教育力の向
上に資する事
業の充实

③学習情報拠
点としての充
实

④地域社会を
支える人材育
成と学習成果
の活用の促進
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（17）上河内生涯学習センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ア 平成２７年度 上河内生涯学習センター基本方針 

激しく変化する社会の中で，市民一人ひとりが心豊かに生活できるよう，学ぶことの

喜びや仲間づくりにつながる講座を実施するとともに，人づくりの基本となる家庭・地

域の教育力の向上に資する事業の充実に努める。 

また，高齢社会における課題や健康など身近なテーマを取り上げ，新たな受講者の発

掘に努める。 

（ア） 子育て世代を中心とした家庭教育事業の充実 

（イ） 心豊かに生きるための教養講座の充実 

（ウ） 地域住民の学習ニーズに対応した成人教育の充実     

 

 

 

 

 

 

 

 

所 在 地 宇都宮市中里町 182 番地 1                      

電話番号 028-674-2233 

ファクス 028-674-4619                    

                    

開  設 昭和４９年 ４月 １日                      

対象区域 上河内東・上河内西・上河内 

     中央小学校の各通学区域 

構 造  ＲＣ造２階建 

敷地面積 10338 ㎡ 

延床面積 924.95 ㎡ 

建築年月日 昭和４９年３月２０日 

駐車場台数    ３０台 

（うち身障者用）  １台 
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事業名 内容 対象 時期 回数

青尐年教育

子どもチャレンジ教室
（新聞塾）

テーマを決めて記事を読みスクラップすることで，新聞を読む
きっかけとし，さらに新しい興味関心に繋げる。

子どもチャレンジ教室
（科学工作）

「ものづくり」をとおして科学の楽しさを体験し，創造性を養い，新
たな発見や興味関心に繋げる。

子どもチャレンジ教室
（ダンボールクラフト）

ダンボールクラフトをとおして，もの作りの楽しさを経験すること
で，創造性を養い，さらに新たな興味，関心に繋げる。

ライフアップセミナーin
かみかわち

「介護」や「異常気象」，「地域の魅力発見，発信」など時宜を得
たテーマや生活上の課題について学習することにより，知識・教
養を身に付け实生活に役立てる。

一般成人 ７月～１２月 ８回

コミュニケーション入門
～世界の国からこんにちは！
～
～あなたのまちで国際交流
～

日本でも行われるようになってきたハロウィンなどの行事や外国
料理について宇都宮市在住の外国人による紹介をとおし，その
本当の意味や習慣，考え方の違いを学ぶ。

一般成人 １０月～１２月 ３回

古典に学ぶ
～「雨月物語」が伝えるメッ
セージ～

「雨月物語」の講読をとおし，現代にも通じる様々な問題につい
て作者上田秋成のメッセージを読み解く。

一般成人 ５月～７月 ５回

◎人生サポート講座
～円熟期を豊かに～

仕事や子育てなどの時期を経た世代が，同世代の人々の積極
的な活動事例や自身の健康保持について学び，円熟期をより充
实させるためのヒントとする。

一般成人 ５月～７月 ６回

スマートフォンって何？ スマートフォンの初心者やこれから始めようとしている人を対象
に，基礎的な使い方や便利な機能などについて学ぶ。

６月 1回

ふれあいパソコン教室
（初めてのパソコン）

パソコンの基本的な操作をＷｏｒｄ，Ｅｘｃｅｌを通して学ぶ。 ９月～１０月 ４回
×２講座

ふれあいパソコン教室
（写真を取り込む）

デジタルカメラの画像をパソコンに取り込み，編集しアルバムを
作るまでを学ぶ。

１１月 ４回

ほほえみ塾出前講座 地域住民の多様な学習ニーズに応え，地域の公民館等を会場
に出前講座を实施し，生きがいづくりや仲間づくりを支援する。

一般成人 未定 随時

市民運営講座 生涯学習コーディネーターが地域の希望や時宜を得たテーマ
により講座を企画運営する。

一般成人 未定 未定

子育て広場（前期） ５月～７月 ５回

子育て広場（後期） １０月～１１月 ４回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市
民ニーズに的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生
涯学習関連情報を積極的に収集，提供する。

全市民 通年 随時

学習相談・地域支援 相談者の様々なニーズに応じて情報提供や助言をするなど，学
習活動を具体的に支援する。
魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り
組む団体の活動支援を行う。

通年 随時

上河内地域文化祭
 地域の幼稚園，保育園，小中学校の児童生徒及び生涯学習セ
ンター利用団体の作品を一堂に展示し，またセンター利用団体
はじめ地域の方々が日ごろの学習成果をステージ発表すること
により，地域文化の向上と生涯学習推進の機会とする。

上河内生涯学習セン
ター利用団体及び一
般市民

1０月 1回

成人式 新成人が地域の人とともに成人式を作り上げることにより，地域
社会の一員としての自覚や，地域に育てられたことに感謝の気
持ちを持てるようにするとともに，成人教育の第一歩として，新成
人が地域の人から学べる場，地域へ繋がる場として教育的意義
のある事業とする。

新成人 1月 1日

各１回

一般成人

情報収集・提供

学習相談・地域支援

地域における学習活動の推進

重点項目

①人間力の向
上に資する事
業の充实

②家庭・地域
の教育力の向
上に資する事
業の充实

③学習情報拠
点としての充
实

④地域社会を
支える人材育
成と学習成果
の活用の促進

子育て中の親子が，体操やダンス，ヨガなどを通して触れ合うこ
とで絆を深めるとともに，受講生同士が情報を交換し交流を図
る。
（年度内に就園年齢に達し，最後まで受講できない事例があっ
たことから，より多くの希望者が受講できるよう前期，後期の２回
に分けて实施することとした。）

就学前の乳幼児と保
護者

７月～8月

イ　平成２７年度　上河内生涯学習センター事業計画

事業名に◎が付いているものは平成２７年度重点事業

事業区分 事　業　の　概　要

成人教育

家庭教育

小学生
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（18）河内生涯学習センター 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア 平成２７年度 河内生涯学習センター基本方針 

河内地区は農村部と都市部が混在する地域であり，従前からの住民の高齢化や尐子化

に伴う人口減尐社会の到来などにより，家庭や地域の教育力の低下や地域コミュニティ

意識の希薄化など社会環境が大きく変化してきている。 

このようなことから，身近な生涯学習の拠点として住民の学習活動を支援するととも

に地域に目を向け，地域の魅力や課題に気づくきっかけとなるような事業や人間力の向

上，家庭・地域の教育力の向上に資する講座など，幼児から高齢者まで幅広い世代を対

象とした事業に取り組む。      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所 在 地 宇都宮市中岡本町 3225 番地 

電話番号 028-673-0800 

ファクス 028-673-0846 

開  設 昭和５３年 ４月 １日 

対象区域 岡本・白沢・田原・岡本西・ 

     岡本北・田原西小学校の各通

学区域 

構 造  ＲＣ造２階建 

敷地面積 10674.24 ㎡ 

延床面積 2219.00 ㎡ 

建築年月日 昭和５３年４月１日 

駐車場台数   １００台 

（うち身障者用）  ２台 
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事業名 内容 対象 時期 回数

青尐年教育

尐年尐女のオモシロ夏休
み

小学校高学年の児童を対象に，充实した夏休みを計画的に生活
させることを目的に講座を開設する。

小学校4～6年生 8月 4日

◎こども国際理解教室

栃木県に在住する外国人（留学生など）と接し，その国の様子(言
葉，服装，食べ物等)についての話やゲーム，おやつ作り等の体
験的活動をとおして，国際理解・協力の大切さを知るきっかけ作り
をする。

小学校5・6年生 7月 4日

ふれあい学級
高齢者がお互いの連帯感を深め，学びあい励ましあって生き甲斐
のある人生を送ることを目的とする。 60歳以上 5月～2月 10回

かがやきセミナー
健康で豊かな生活をおくるため、社会の一般的な知識を学ぶとと
もに郷土の歴史を探求し、郷土愛を深める。 20歳以上 5月～2月 10回

美と健康きらめき講座

自身の健康・生活・言葉・マナーなど，さまざまな分野で女性がス
テキに輝ける知識，教養を，实体験を交えながら習得する。 20歳以上の女性

6月～7月
10月～12月

前:3回
後:3回

男の料理入門講座
健康を維持するための家庭料理や家族団らんのもてる料理づくり
を目的とする。 20歳以上の男性

5月～6月
11月～12月

Ⅰ:3回
Ⅱ:3回

市民運営講座「こころの体
操講座」

生涯学習コーディネーターの企画運営講座
20歳以上

6月～8月
未定

前:3回
後:未
定

◎親子チャレンジ教室

親子参加型の遊びやスポーツなど様々な体験をとおして，親子の
絆を深め，参加者相互の意見交換や子育てに関する講話等を聞
くことにより，家庭教育のあり方を学ぶ。

小学校1～6年生とそ
の保護者

5月～７月
８月～１０月
１１月～1月

Ⅰ:４回
Ⅱ:４回
Ⅲ:４回

子育て広場

「こころ・からだ・健やか」をテーマに，季節の行事やレクリエーショ
ン等をとおして，親子のスキンシップを図り，親が乳幼児期の大切
さを認識した子育てができるようにする。子育て中の親の仲間づく
りにつながるよう，親同士・子同士の交流の場を提供しながら子育
ての支援をする。

乳幼児とその保護者 ５月～1月 ９回

ワクワク子育て講座

就学前の幼児を持つ親を対象に，子育てに関する知識と，親子，
親同士のコミュニケーションを図ることにより，楽しく子育てができ
るよう学ぶ。 ※託児あり（開催期間の見直し）

就学前の幼児を持つ
保護者

6月～11月 6回

情報収集・提供

市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市
民ニーズに的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯
学習関連情報を収集するとともに，その情報を市民に提供する。 全市民 通年 随時

学習相談・地域支援

相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談
者の活動の質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助
けなどを行う。
魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組
む団体の活動支援を行っていく。

通年 随時

◎いきいき河内発見講座
河内の自然や文化等を学ぶことによって，地域の良さを再発見し
ながら，地域活動に関心をもてるようにする。

小学校1～6年生とそ
の保護者

５月～８月 ５回

託児ボランティア研修

乳幼児の接し方について研修するとともに，ボランティア活動の意
義，託児ボランティア同士の相互理解と親睦，託児業務の共通理
解を図っていく。

託児ボランティア登録
者及び興味のある方

2月 1回

河内地域文化祭

地域の祭典として，幼稚園・小中学校の児童生徒の出展，地区文
化協会及び河内生涯学習センター利用団体及び個人の学習成
果の発表の場とする。

団体及び一般市民 11月 2日

成人式

新成人が地域の人とともに成人式を作り上げることにより，地域社
会の一員としての自覚や，地域に育てられたことに感謝の気持ち
を持てるようにするとともに，成人教育の第一歩として，新成人が
地域の人から学べる場，地域へ繋がる場として教育的意義のある
事業として開催する。

新成人 1月 1日

イ　平成２７年度　河内生涯学習センター事業計画

事業区分 事　業　の　概　要

成人教育

事業名に◎が付いているものは平成２７年度重点事業

家庭教育

情報収集・提供

学習相談・地域支援

地域における学習活動の推進

重点項目

①人間力の向
上に資する事
業の充实

②家庭・地域
の教育力の向
上に資する事
業の充实

③学習情報拠
点としての充
实

④地域社会を
支える人材育
成と学習成果
の活用の促進


